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──苦しい……。

　まどろみの中で身じろぎしたら、余計に締め付けが強くなった。

──んん……何……？

　瞼はまだ眠りたいと言ってる。無理矢理開くと、後ろから筋肉質な腕が巻き付いていた。

「（わ……っ）」

「目が覚めたか」

　顎が掴まれ、後ろを向かされそうになる。そうされまいと逆に力を込めたけれど、敵うはずがない。強引に体ごと、くるりとひっくり返された。

──近い、近い、近い……！

　やたらと整った顔がすぐそばに来た。つまらない自分の顔を見られるのが嫌で目をぎゅっと閉じれば、塞がれたのは唇だ。甘くしっとりと吸われると、瞼と同じに力を込めたそこは緩み、彼の舌を奥へと受け入れた。溶かすように僕の口内を探る柔らかなものに、僕自身のそれも絡めて応じてしまえば──深く、獰猛とも呼べるキスが始まった。

「（ンッ……あ。は……）」

　角度が変わるたび、裸の肌が彼の長い髪にさらさらと撫でられる。それはくすぐったくてたまらなくて……なのに、閉じた足の間にざわざわと、確かな官能を呼んでくる。

──まだおなかいっぱい、だって……。

　身体半分だけでも離れようとシーツを蹴った。だけど、すぐに足首がひっ掴まれてしまった。

「あ……あ」

　寝ぼけながら慌てふためく僕を、ロイは面白がって笑う。

「草原にこういう生き物がいたな。そいつらは夢中で穴を掘るから、その間だったら子どもでも簡単に捕まえられる」

「（あ。わ、わ……っ）」

「こうして脚を一つに纏めてしまえば、もう身動きできなくなる。肉が柔らかくてなかなか美味だから、今度料理させよう」

「（いらない……！　離して下さい……！）」

　僕のじたばたはやっぱり役に立たない。ロイに足の付け根を焦らすように撫でられ、この数日の間に何ケ月も先の分まで吐き出してしまったと思ったのに、また足の間が熱くなってしまう。

　あの朝から毎夜毎夜抱かれて、僕の身体はどこかおかしくなってしまったんだろうか。

──ああ、もう……。

　もどかしくて自らの中心にそっと手を伸ばすと、突然もう駄目だとその手を制された。

「お前の侍女がうるさいからな……そして、生憎時間が無い」

──……？　じゃあさっきの、何……？

　僕が送った抗議の視線は正面から受け止められ、優しい微笑みになって帰って来た。からかわれたのだと気が付いて、顔がかっと熱くなる。

「そろそろ俺の妻であることを、思い出せなくとも理解はしたようだからな……続きは……残念だが六日後だ。それまでに喉の薬が入手出来ていれば良いが」

──え……六、日……？

　意味が分からなくて首を傾げた。どうして六日も後なんだろう。

　僕の旦那様のクラウス様──ロイは、本当はすぐそこのお城に住んでいる。だけど、領主の役目の合間に、一日の終わりに、この別邸を訪れてずっと僕と過ごしていた。一緒にご飯を食べて、この世界や国や──この、アーダルベルト守護領のことを色々話して聞かせてくれた。それだけじゃなく、突然「顔が見たくなった」と大勢の部下を引き連れてやってきて、彼らをそこへ待たせて僕を抱き締めて去るだけのこともあった。

　愛されている……僕は理由も分からず毎日それだけを教え込まれて来た。なのに突然六日後だなんて。どこか遠くへ出かける用事でもあるんだろうか。

「（どうして、会えないんですか？）」

「……そうだな。俺も早くお前の声が聞きたい」

「（そうじゃなくて、何故六日後なんですか？）」

「ああ……喉が戻れば、途中で出鱈目になる歌も、是非聞かせてほしい」

──違うって……リネラやサレハはすぐに僕の言いたいことを分かってくれるのに……！

「（サレハ……）」

　窓の外を見たけどサレハはいなくて、代わりに赤い竜のラドが禍々しくとぐろをまいていた。舌打ちしたい気分で部屋のどこかにあるはずの紙を探していると、ロイはさっさと服を身につけ始めた。僕が散々苦労して、今でもなかなか外せない例の金具もあっという間に留め、逞しい肉体を立派な衣服で隠してしまう。

「では……名残惜しいが、戻るとしよう」

　僕の額に軽く口づけると、乱暴者の竜に合図する。むっくり首をもたげたラドが温度の無い目で一瞬僕を見て、ふいと逸らした。嫌いはお互い様のようだ。

「（待って下さい……！）」

　出て行く背に手を伸ばせば、ふと、ロイは足を止め振り返る。

「……言い忘れていた。律、外出は禁止だ。出歩いた末どのような目に遭ったか覚えているな。無論サレハルドで飛ぶこともいけない」

「（……）」

「返事は？　頷くぐらいできるだろう」

　諦めて渋々頭を下げて、慌てふためいたように出て来て見送る侍女や衛兵と、ロイが赤い竜の背に乗り飛び去るのを呆然と見て──誰もいなくなったベッドに、またもぐりこんだ。

──どうして、そんなに長く会えないの……あなたは僕の旦那様なんだろ……。

　何度も貫かれた身体はまだ気だるくて、それよりも染みるのは、寂しさだ。

「律様、少し早いですが、お食事になさいますか？」

　リネラの問いかけに、僕はふるふると首を振った。

「（おなか、空いてない……）」

「……クラウス様は、本当は昨晩発たれる予定だったのですよ」

　僕の気持ちを汲んだリネラが、慰めを言う。ひょっとしてリネラなら、ロイの予定を知っているかもしれない。紙に「六日後」「りゆう」と書いて渡してみれば、ある程度僕が回復したから、普段の暮らしに戻っただけだと説明された。

　そして、次に告げられた事実に僕は仰天する。

「（え……僕のほかに、五、人……の、奥さん……？）」

　僕がぽかんと口を開ければ、リネラは苦笑した。

「すっかり忘れてしまわれたのですね。この世界のほとんどの国では、高貴な方や裕福な方がたくさんの妻を迎えるのは普通のことですよ。そうして良い血統を増やすことで、繁栄を保っているのです」

　なのにロイは、その身分にしては妻の数が極端に少ない。

　常にロイとの婚姻を望む有力者の娘や息子は大勢居る──。

「ですが……律様のように何の後ろ盾も理由も無く娶られた方はいらっしゃいませんよ……それも、異世界から来られた方を娶られた方は……」

　慰めとも説明ともつかない事実を次々知らされた僕は、もやもやしたもので胸がいっぱいになって、黙り込むしかできない。

「そんなお顔をなさらないでくださいな……クラウス様は、律様を特別に大事にしておられます……それは、律様ご自身がよくお分かりなのではないですか？」

　うん。それはそうだよ。だけど……。

　だけど、「五人の妻」の存在で「六日後」の意味を知ってしまっては、あの夜もあの朝も、ロイと過ごしたどの時間も、鮮やかさが失せた過去の写真のように思える。

　この気持ちを、言葉に表したくはない。

　ただ思い浮かぶのは、晴れた日の潮が引き、その後に満ちてくる冷たく暗い夜の海だ。星は無い。ただ一つ、重なり合った月だけが煌々と、遥か遠くに有る。


　　


「律様！　おはようございます」

　けれど目覚めた朝は眩しく明るく、僕の心は野菜や肉の骨を煮詰めたスープのいい香りと、窓を開け放った瞬間流れ込んできた、少し湿った、けれど新しい空気に慰められた。

『おきてるな、よし』

　そこからにゅうっと入って来た首にも。

「（おはよう、サレハ……）」

　緑の首は濡れている。僕は手渡された柔らかな布で、優しい友達を拭ってやった。顎の下をごしごしするとキュウ、クウ、と鳴る喉の音が可愛くて、僕は立てられない笑い声をあげた。


　　


　　+++


　　


　律が目覚めた。

　その知らせはルサ・メナの妻達にも届いていた。トゥーレーヴェはすぐにサロンに他の四人の妻を集め、にこやかに微笑みながら上等な茶を振る舞った。

「皆さん、律さんのことお聞きになりまして？　無事お目覚めになって本当に良かったわ」

　その言葉に会話の方向を示され、他の妻達も口々に同調を示す。

「ええ。随分心配しましたものね……」

「アナディッリさんがあんな無茶をするなんて……」

「そうですわ。私たちは素敵なお里を紹介しては、と言っただけですのにね……」

「ええ、ええ……まさか此処を出て行くことを、お勧めするなんて」

　会話が途絶え、揃って茶を飲みふうと深いため息をついた時、「とはいえ」とアドリアーナが切り出した。

「でも……自業自得なのじゃないかしら……？　謹慎中に身分を隠して抜け出し……出歩いた先で襲われた挙句に竜を呼び寄せ……街は滅茶苦茶。兵士も大勢命を落としたのに、裁かれたのは何故かクロム様……喉がつぶれたくらいでは、足りないと私は思いますわ」

　その言葉に、待っていましたとばかりにサロンが沸いた。

「そういえば！　リヒトさんが突然離縁されたのだって、律さんが原因なのでしょ……！　なにやら怪しい間柄になっていたというじゃないの」

「まあ……なんてこと。それがクラウス様に知れて、ルサ・メナから去ったとおっしゃるの……？」

「ええ、内緒と言われましたけど、もういいですわよね。離縁されて、辺境で働いていらっしゃるのよ……兵士なのか、それとも兵士達の……ふふ、触媒をなさっていらっしゃるのか……。どちらにしても、お仕事熱心なのはご出身ね」

「丁度良かったんじゃありません？　リヒトさんは山がお好きですもの。」

　高らかな笑い声が響き、毒めいた華やかさにサロンは彩られた。女たちのおしゃべりは止まらない。リヒトがいかに目障りだったかを語り尽くし、それに飽けばまた、話題は異世界から来た妻……律に戻った。というよりも、アドリアーナが戻した。

「それにしても……あの方が来てから碌なことがありませんわね。原因は全て律さんにあるのに、いつもお咎めは無し……ヴォルテア四神はお眠りなのかしら？」

「アドリアーナ様、それは不遜が過ぎますわ……律様は下層民ですもの」

「つまり……」

「神々は、律様を、視ていない……いいえ、視えない……と」

　再び、場の温度が上がる。口々に、律への罵詈雑言が始まった。

「……皆さん、少し落ち着きなさいな……」

　いつの間にか黙っていたトゥーレーヴェが、微笑を湛えながら侍女を呼び、お茶では物足りないから酒を持って来るようにと言いつけた。すぐに人数分の美しいグラスが強い酒で満たされる。トゥーレーヴェはグラスを掲げ、この場の主であることを示すように、一息で飲み干した。

「さて、皆さん……本題に入りましょう……？　わたくし達は一体どうしたらよいのかしら」

　夫人達が着ている繊細なドレスの衣擦れが、さわさわ響く。トゥーレーヴェは自らの権力を確認するように、他の妻を端から眺め、最も扉に近い位置で視線を止めた。

「……目出度く五番目になられたオリヨールさん、お分かり？」

　突然名指しされ、オリヨールは口をつぐんだまま目を彷徨わせた。クロムが去った翌日、クラウスに厳しい声で言い渡されたことが気になって、実はこの場において、彼女は未だ一言も発言していなかった。自分には子が無く、姫とは名ばかりの貧しい国家出身で他の四人と比べて家柄が大きく劣っている。余計な事をして国に返され援助を打ち切られたりしたら、面汚しとして生家で酷い扱いを受けることになってしまう。アナディッリの二の舞になるのはごめんだった。

「クラウス様は……自らの務めを、まっとうせよと……子があるものは愛情を持って育て、無いものは、穏便に、日々を過ごせと……妻同士で諍うようであれば……国に返す、と……」

「まあ……！　なんてこと。他の皆さんも同じですの？　淫魔に誑かされたクラウス様をお救い申し上げようという方はいらっしゃいませんの？　これからも、あの図々しい異世界人に大きな顔をさせるおつもり？」

　トゥーレーヴェは大袈裟な仕草で身を乗り出したが、実はオリヨール以外の妻も彼女と同じ理由で怖気づいていた。

「……」

「……」

「ああ、なんてこと……！」

　黙る妻達に痺れを切らしたトゥーレーヴェが、磨き抜かれたテーブルにグラスを叩きつけるように置くと、皆は一様に肩を震わせた。

「……知っていまして。律が能力者だったことを」

　妻達はそれぞれの顔を見合わせた。

「え、ええ……あの、シンメトリー、とかいう……」

「そう……あの淫魔は男を誘い、その能力で魔力を奪い、暴れ竜を救ったのです。わたくし、とても不思議でしたの。そもそも何故、クラウス様があんな貧相な異世界人を目に掛け妻にしたのかと。簡単なことでしたわ。貴重な能力者だったからです。裁かれない理由も同じ……それ以外に理由は無いわ」

　トゥーレーヴェは見事なブロンドをゆすり、しなやかな肢体を見せびらかすように足を組み替えた。

　その口調と動作には、順序が繰り上がり、晴れて「一番目の妻」となった自信がみなぎっている。


　　


　彼女はヴォルテア王家の血筋を引くだけではなく、生まれたときからその容姿を褒めそやされて育ってきた。黄金の都と呼ばれる王都サン・ヴォルテアで、最も価値があるものは金だった。彼女が持つブロンドヘアは庶民に留まらず王宮周辺にあっても憧れの的であり、歩くだけで羨望のまなざしとため息に包まれたものだった。

　成長した彼女は、王からの信頼厚く能力も容姿も優れたクラウスとの縁談を、必然であると受けたのだ。

　しかしそこからは思う通りにならなかった。城には既にリヒトという、彼女にしてみれば田舎者で野蛮な妻が「一番目」の座に既に居り、トゥーレーヴェが来ても順序は入れ替わらなかった。それだけでも不快だったのに、クラウスはそれからも次々と妻を迎え入れ、順序は迎え入れた順のまま。そして、全員を等しく扱った。

　トゥーレーヴェはいつでも特別だった。だから、ここでも特別でいたかった。居るべきだと思っていた。だから高価なものを──例えば宝石や美しいドレスを──しばしばねだった。けれどそのたびクラウスは冷たい顔でクロムを呼び、こう言った。

「同じものを全員に。リヒトの分は不要だからその分の金を山の民の長に送れ」

　彼女は全く不満だった。他の妻達がトゥーレーヴェのお陰だと美しい品を手に礼を言うのには「感謝はクラウス様になさいな」とにこやかに対応していたものの、心中にはどす黒いものが渦巻いていた。男児を二人産み、順序が不当だとクラウスに訴えても変わらず、そのうち異世界人までが城に来た。そして──あり得ぬことが起きたのだ。

　クラウスが、その異世界人を特別に優遇した。それは正に、彼女が望んでいた扱いそのものだった。

──メテオライトの腕輪……そして竜……何をしても咎めはなく……挙句名前付きの別邸とは……！

　ヴォルテア王国で建物に名前がつけられるのはとても珍しく、王都では王宮と後宮を含め五箇所、この領土内ではエル・メナと、妻の住居ルサ・メナの二箇所だけだった。彼女が律に抱いていた不満は今や、憎悪と呼べるレベルにまで成長していた。

「先ずは元を正すのです。律が大事にされるのは、シンメトリーだからです。もしそうでなかったら、聡明なクラウス様があんな汚らしい髪色の悪魔を傍に置く訳がありません。目を醒まして下さる筈」

　アドリアーナは顔をしかめ、気付いた他の妻もどうしたものかと戸惑った。トゥーレーヴェは怒り狂っており、アドリアーナが律と同じ黒髪だということを忘れていた。そして彼女は、自分の失言に気付いていなかった。

「……何を、なさるのですか……？」

　関わり合いになりたくない、と彼女達は──特にアドリアーナは思っていた。律の事は気にくわなくても、謀り事に加わりそれがクラウスに知れ、国に返されたり、裁かれた末に鉱山送りにされ、竜に食われる方が恐ろしかった。

　しかしトゥーレーヴェは諦めなかった。彼女達の胸の内を見透かしたうえで、尖った顎をツンと上げる。

「良く分かりました。あなた方には何も期待しません。わたくしがどうにか始末をつけますわ……けれど律が去った時、何もしなかったあなた達をわたくしがどうするか、お分かりかしら」

「……トゥーレーヴェ様……それはどのような……」

「わたくしのおじ様がヴォルテア王だと言うことをお忘れでは無いわよね……クラウス様は素晴らしいお方ですけれど……ヴォルテア王の臣下の一人。そこでもしおじ様がこう言ったらどうかしら」

　彼女は手を広げ、歌い上げるように言った。

「クラウス、お前の忠誠の証を見せよ」

「……トゥーレーヴェ様……？」

　ククク、と彼女は意味深な笑みを漏らした。

「これは確かな情報なのですけれど、近いうちにおじ様は南方民族と同盟を結びますの。それで……民族の長への贈り物を探しているとか……長は高貴な女を欲しがっているそうよ」

「……！」

「南方民族」と聞いて妻達は震えあがった。彼らはヴォルテア王国と接する沼地と砂漠の混合地に住む、恐ろしい容姿を持つ民族だからだ。かろうじて人型をしているものの、毛髪と鼻梁を持たず、全身は竜のような鱗に覆われている。生肉を素手で食らう、醜悪そのものの「化け物」なのだ。

　オリヨールは子供の頃、彼らを描いた絵画を見たことがあった。そして、あまりの恐ろしさに何日も一人で眠れなかった。今もその姿も恐怖心も、はっきりと脳裏に焼き付いている。

「……クラウス様は何でも合理的に考えるお方。もしヴォルテア王に妻の一人を差し出せと言われたら、誰を選ぶかしら？　以前騎士団長のメクネス様に妻を下賜されたことがありましたわね……その時は、たしか最下位の……名前を忘れてしまったわ。けれど、貧しい領土の姫でしたわ。けれどおそらく今のクラウス様は律さんを選ばない……となると、」

　オリヨールはギクリとし、ドレスの裾をぎゅっと握った。滑らかな生地が滑る程、その手はぬるぬると汗ばんでいる。

「そのように申されても、私には何も……！」

「ふふ、貴方自身にどうにかしろなんて、誰が言ったのかしら。別邸には衛兵が大勢いるのよ……律さんを護るためなのか、閉じ込めるためなのか分からないけれど……でもね、衛兵が何人いたって、国に帰ればただの男だわ」

　オリヨールは、目を合わせてはいけない、と思った。これまでなんとなく置いていた距離を詰められそうな気配を感じたからだ。けれど俯いた彼女のすぐ傍までトゥーレーヴェはやってきて、逃がさないとでも言うように下から覗き込んで言った。

「あなたにひとつ、頼みがあるの……ほんの、ちょっとしたことよ」


　　


　　+++


　　


「（六人だよ？　ありえないと思わない？　僕の世界だったらとんでもない浮気者だからね。それを普通だとか少ない方だとか言われてもさ……無理だよ）」

　どうしようもないモヤモヤをサレハにぶつけたら、サレハはかぱっと口を開けた。

『……りつは、またおもしろくなった』

「（何がさ。全然おもしろくない。ずっとここが気持ち悪いんだ）』

　サレハが変な音を立てた。「しゅしゅしゅ」って。知ってる、これは笑い声だ。

「（笑うなよ、鱗をくっつけてやらないよ）」

『わかった。しずかにする』

　音は出なくなったけど、相変わらず口は開いていて、にたっとその端が上がっていた。竜の世界でも、優秀な雄にたくさんの雌が群がるのは当たり前なんだって。

──雌じゃないし……！

　僕はティベットにもらった糊みたいな軟膏を、べたんべたんと投げるようにして塗り付けた。

『らんぼうだ……りつ、それはやつあたり、というんだぞ。しってるか』

「（しってる……ごめん）」

『りつはよくばりだ』

「（……だから、ごめんって……）」

　それ以外、返す言葉が無かった。ぶんぶんと首を振り、大きく深呼吸をする。イベリスの花のいい香りが感じられ、少しは気分が良くなった。そして、蘇るのはリネラの言葉だ。

『クラウス様は、律様を特別に大事になさっていますよ』

──とくべつ……とくべつ、か……。

　また少しもやっとしかけたけれど、サレハに治療を促されて我に返った。ムーロさんに言われた通り、ラドにやられてねじれた鱗を引っ張って、ぎゅっと抑えながらくっつける。それからそのまま、心の中で十数える。

「（一、二、三、四……十！）」

　なのに、バネみたいに鱗が跳ね返ってきてしまった。

「（あれ？　二十だったかな？）」

　またぎゅうっと押しつけて、今度は二十を数える。だけどやっぱり跳ね返る。それも、糊みたいな薬をまき散らしながら。僕の頬にもぺたんと付いた。

「（あはは、駄目だこれ）」『あそぶな』「（治療だよ）」『サレハはおもちゃじゃない』「（言われた通りにやってるだけ）」『つぎは三十かぞえろ』「（わかったよ、薬も増やして……やっぱりだめだ！）」　

　二人とも薬まみれになり大笑いしていたら、猫背でティベットがやって来た。テラスでけたけた笑う僕とサレハに気付くより早く、出迎えたリネラを見つけて挨拶をすると、近い距離で話しを始めた。

──……。

　リネラは泥がついたティベットのシャツに顔をしかめ、ティベットは頭を掻きながら綺麗にしたってどうせ汚れる、なんて言い訳してる。

「今日は見なかったことにしますが、次は身だしなみを整えてから、お越し下さいな」

「まあ、そうツンツンせんでもいいだろう……綺麗な顔が台無しだ」

「……そ、そんなつまらないお世辞で誤魔化されませんよ」

──ん、……これって……。

　察した僕は、サレハを水飲み場に誘った。ところがサレハに、僕の気遣いは通じない。

『のどはかわいてない』

「(飲まなくていいから)」

『のまないのになぜいく』

「(僕が飲むから。行こ、ほら、僕ら薬まみれだし……)」

『リネラ！　りつがみずをほしがってる。あと、ぬのがほしい。薬を使いすぎてべちゃべちゃだ』

　二人が僕らを振り返り、ぎょっとした顔をする。

「あら……あらあらあら律様！」

「何をしとるんだ二人とも……！」

　本気でサレハを蹴り飛ばしたい気分だ。

──バカ……！　これだから子どもは……！

　リネラが僕に水をくれて、服を取り換えてくれる。僕はサレハを睨みながらそれを飲み、新しい服に袖を通す。ティベットは僕らに苦笑して、薬草園を手伝って欲しくて来たんだと告げた。

「どうだ、力を貸してくれんか？　体はすっかり良くなったんだろう？」

──手伝いたい。

　反射的に思ってリネラを見ると、ここの庭みたいなものだから外出には当たらないだろうと言ってくれた。僕が知ってる花と同じ名前のこの家はとても良い家だけど、出るなと言われると閉じこめられたみたいで息苦しく感じる時もある。僕は浮き浮きしながら夜を待ち、薬草園で気持ち良く体を動かした。さすがに要領が良いと褒められて、僕が以前もここを手伝っていたことを知らされた。

「お前さんはよく頑張ってたよ……今日もとても助かった。さあこれを飲もう。こいつはお前さんの大好物だろう」

「（ありがとう……）」

　手渡されたのはあたたかな甘いミルクティで、前の世界なのか、以前ここを手伝っていた時の記憶なのか判別がつかない懐かしさがこみ上げた。思わず涙を浮かべた僕の肩を、ティベットは優しく抱いてくれる。

「これからは、良いことばっかりだからな」

　その言葉は嬉しかったけど、僕は素直に頷けなかった。

「（ティベットさんは……)」

「ん？」

　僕は勉強の成果を試そうと字を書いた。ティベットは笑わずに読んでくれた。

《あなたはリネラが好きですか》

「……おお。なんだ……いきなり……まあ、好きだけどな」

《ほかにもすきなひとがいますか》

　ティベットは元から大きな目を見開き、僕のことも好きだけど、好きにも色々あるからと口ごもった。この世界の「好き」のことを僕はもっと知りたかったけど、「随分文字が上手くなった。だがここは少し違う」と話題を文字の覚え方のコツへと変えられてしまった。

　好きにも色々あるというのは、その通りだと思う。ティベットがリネラを好きなのと、僕を好きなのとは全然違うし、僕がサレハを好きなのと、ロイを好きなこと……それから、ロイが僕を好きなのと、ロイが他の奥さんを……。

──……会いたい。

　早く会いたい。足が浮く程会いたい。

　じゃないと胸のもやもやが収まらない。会ったって収まらないかもしれないけど、それでも会いたい。だけど僕は六人のうちの一人だ。いろんな「好き」があったって、特別に僕を大事にしてくれていたって、六人のうちの、一人。この世界じゃ、それは当たり前のこと。この世界に来てしまったのだから、馴染まなくてはいけないこと。

──楽しく、いよう……。

　僕はロイのことを出来る限り意識の外に押しやって、その翌日も、その翌日も、請われるままに雨の薬草園へ出かけた。

　雨合羽みたいなマントを着て湿った草の中をうろうろしていると、ふとした拍子にじりじり疼く焦燥が、いくらかはマシになる。

　僕はぼんやりした頭で、淡々と作業をこなしていた。

　これまでの記憶はまだ曖昧なままだ。覚えていることははっきり覚えているし、覚えていないことも「これを知っていたな」とか「やったことがあるな」とかその程度なら分かる。でも、肝心なことが分からない。どうやって僕がこの世界に来たのか、どこでロイと知り合って結婚することになったのかは勿論、前の世界のことまでぼんやりしている。おばさんのことはよく覚えている。みかんのことも。けれどその記憶の中の僕はとても幼い。

「さあ律、今日は種を植えるぞ。これまでは適当に生えてきたやつを採ってたんだが、ムーロが城に仕え始めただろう。それで注文がどっと増えたんだ。健康管理とやらで食事に混ぜて使ったり、薬にして備蓄したりするんだとさ」

　ティベットが僕に今日の仕事を説明してくれている。彼はいつでも僕に優しい。でも、いつどうやって知り合ったのか分からないし、聞いても教えてくれない。しつこく尋ねたら、知らない方がいいこともあるとぴしゃりと言われた。部分的に知らされたり断片的に残った記憶でさえ散々なものだ。一体僕はこれまでどうやって生きてきたんだろうか。サレハを救うためとはいえ、知らない人に抱かれて魔力を奪ったりするんだから、きっとろくでもないことをしていたんだろう……そう考えると、六日に一回しか会えないことを拗ねるような権利は、きっと僕には無い。城が怖いのも、僕のこれまでの行動に問題があったからだ。何があったかは、誰も教えてくれないけど、きっとそうだ。

──ティベットが言ったことは本当だ。今僕は、幸せなんだ……。


　　


　

　あったかいベッドで目覚める朝。

　ぼうっとしていたら運ばれてくる清潔な服。

　朝食の準備をする三人の優しい侍女に、口をぱくぱくして挨拶すると、まねっこして返してくれる。

　イベリスを守ってくれている、衛兵さんたちとも仲良くなった。最初僕はどうしてか彼らを……特にその隊服を「怖い」と思ったものだけど、毎日顔を合わせるごとに怖くなくなった。彼らは僕を「変な目」で見ない。ティベットと同じ「優しい目」で見てくれる。それがとにかく安心で、それだけでも充分なのに、雑談を持ちかけてくれたり、この世界で人気のある面白い物語の本を読んで聞かせてくれた。

「（続きは？）」

「それは明日のお楽しみ……」

　彼らはそうしながら、僕にこの世界の言葉を教えてくれていたのだ。宿題まで、出してくれて。

「良くできました」

　僕が本を書き写したのに、大きな手で、大きなマルをつけてくれた。


　　


　朝昼晩を問わず、いそいそ飛んでくるサレハとじゃれるのも楽しかった。散々遊んで（本当は治療なんだけど）そのまま緑のおなかと尻尾に包まれてうつらうつらする浮遊感。ふわりと掛けられる上掛けの柔らかさ。そうしてぼんやり意識が戻り、僕を迎えに来るティベットとリネラのくすぐったい会話を盗み聞けば、素敵なドラマを見ているような気分になった。　

　幸せだ。幸せに、違いない。

　六日に一度だって。ロイが、居なくたって。


　　


「（この種、どこに埋めるの？　もうこの辺り、いっぱいなのに）」

　珍しく、午後に薬草園に呼び出された僕が身振りで聞くと、あの向こうだ、とティベットは遠くを指さした。

「ちょいと広がったんだ。お前さんのご主人様が焼けちまった納屋を新調してくれるっていうから、ついでに頼んでみたら、あっという間に人を寄こしてくれてな……丁度昨日、仕上がった」

「（……そう……）」

　ティベットがロイに会いに行ったのか、それともロイが来たのか。尋ねたくてもぞもぞする口をぎゅっと噛み、あと三日、と指を折った。三日後、僕はどんな顔をしてあの人を出迎えたらいいんだろう。彼にしてみたら笑顔しかありえないと思うけど、僕はそんなに器用じゃない。

──……どんな顔に、なるんだろ。

　考えても、予想はつかない。気持ちのままの顔に、なるしかない。

「さ、着いたぞ」

　はっと顔を上げた僕は驚いた。ぴかぴかの納屋の向こうにあったはずの森が切り拓かれて、広々した土地に綺麗な畝が長く幾筋も伸びている。随分おまけをしてもらったものだとティベットを見ると、僕のお陰だと頭をくしゃくしゃと撫でられる。

「……お前さんはな……あの方に何をしてもらったって足りんぐらいなんだよ……俺はそのおこぼれを貰ったんだ……さあ、ゆっくりでいいからやってくれるか？　畝の真ん中にくぼみを作って落としていくんだぞ……本当に助かるよ」

　含みのある言葉や表情の意味は分からなかったけど、僕は手をグーにしてティベットに見せた。助かる、と言われるのが、ここにいてもいいよと言われているようで嬉しかったのだ。僕が普通の奥さんみたいに、ロイのために晩御飯を用意したり洗濯したりするようなことはきっとずっと無いだろう。男だから子供も産めない。つまり、妻として僕が出来ることといえば、六日に一度、魔力を強める「触媒」としての──簡単に言えば、「抱かれる」役割しかないわけだ。恥ずかしいしへとへとになるし、何が何だか分からなくなるしで、そんなのを「役割」だって言われてもぴんとこない。だから、僕にできることだったら、薬草園の雑草取りだろうと、トゲトゲの葉っぱ集めだろうと、なんだってやりたい。

──会社の仕事だってそうだもんな。小さくたってこつこつ頑張るのが大事だって、先輩が……。

　あれ？　会社……？　会社ってなんだっけ。それに、僕、前も同じようなこと、ここで考えてなかったかな……？

「律、聞いてるか？　こっちのでかい種は、上の方の皮をちょっと剥いてからにしてくれよ。向こうから二列はこいつらを撒いてくれ」

「(あっ。はい)」　

　うっかりぼんやりしてしまったことを反省しながら、袋ごとに分けられた種を確かめた。ティベットは、これはツル状に育って実にはこれ、種にはこれこれの効き目があって、育て方はこうで、とひとつひとつ丁寧に教えてくれる。不思議なことに複雑なはずな名前も効果も手順も、どれもすっと頭に染み込んで、確かに前から手伝っていたんだということが実感できた。

　そして、いざ始めようとしかけた時、ティベットが何かを思いついたように手を打った。

「そうだ……クラウス様に分けてもらったなら、それでやってみたらどうだ？」

「……？」

「魔力だよ。たんまり貰ったんだろ？　この仕事ならそんなに制御出来なくてもいいから、試しにやってみろ。ちょっとぐらい畝がつぶれても構わんよ」

　何を言われたか分からず呆気に取られていると、ティベットは呆れた顔になった。

「ああ、その様子じゃもらい損ねたな……夢中になってないで次はしっかりやれよ。お前さんだって、魔力を使えた方が色々安心だろう？」

「（……もらえなかったもん……触媒に、されただけだもん……）」

「次は貰っておけよ？　クラウス様だったら口経由だけでも結構な魔力を分けてもらえるんじゃ……」

──もういいってば……！

　僕は恥ずかしくなって、袋をひっつかんで駆け出した。

　ティベットが「無理するな」と笑いが混じった声で叫ぶ。

　でも一度駆けだせば気持ちが急いて止まれない。いつまでもこっそり居座っている腹の痛みまで置いてきぼりに出来たようで、とっても気持ちが良い。思えば、自分の脚で走ったのは随分久しぶりだ。

　こんなに速く走れる。僕は、走れる──生きている。

──はあ、はあ、はあ……。

　息が切れるまで駆けて、さすがにバテたから途中から歩みに変えて、新しく拓かれた薬草園の端に着く。ティベットのからかいに火照った顔は、すっかり冷えた。その大柄な姿が遠く点のように見える。荒い息をつく僕は、土の上で、一人だった。

　見上げる空から、細かい糸みたいな雨が落ちてくる。目を閉じて顔が濡れるままに任せていると、泣いているような錯覚に陥った。

　別に悲しくなんかないんだと顔を拭い、畝に指を突っ込んで作った穴に、一つ一つ種を落とす。

──この種には深い穴、これは……皮を剥くんだったな。

　黙々と言われた通りに種を撒き続け、終わった頃にはもう夕食時だった。魔力を宿した灯りがゆらゆら揺れ、湯気やいい香りで包まれるテラスは、毎夜パーティーのようだ。イベリスに調理師はいないから、侍女たちが食事を作ってくれる。昼も夜も、テラスにテーブルセットを出して、一昨日から衛兵も侍女たちも、みんな一緒に食べるようになった。当然のように来るサレハは、新しく来た二人の侍女に甘えてる。

　リネラは僕の世界の料理を、色々と再現してくれた。皆に人気なのはやっぱりふわふわのパンと、意外にもおにぎりだった。ここにもお米に似た穀物はあったけれど、どろどろになるまで茹でるという調理法だったから、ふっくら炊き上げる方法を教えると本当に驚かれた。

「これはおいしいですねえ、力が湧いてきます」

　屈強な衛兵がカッチリした隊服を着ておにぎりを食べている姿は、なんだか滑稽だった。それがおかしくて食事の間中ニコニコしていると、そんな僕を見たティベットが前より表情が豊かになったと言って、リネラもそれに頷いた。

──そうか……しゃべれない分顔で気持ちを知らせようとしているのかもしれないな。ひょっとしたら僕、無愛想だったのかな……。

　ちょっと考えていたらリネラが突然口をへの字にした。何かと思ったら、僕は嫌なことを言われた時にそういう顔をしているそうだ。そんな顔はしてないとムキになる僕に、ソミュールが例の緑の草入りパンを差し出した。

「（それはいらないよ）」

「……ほら！　ほら！　今してますわ」

　衛兵の一人が笑いながら銀のお盆をひっくり返して僕を映した。確かに口をへの字にした僕が居て、あっという顔になった僕にみんなが大笑いした。そのうちつられて僕も一緒に笑い、一段落した頃、リネラがいたずらっぽく言った。

「……でも、そのお顔も見納めですわね……実は先ほど、クラウス様からお薬を手に入れたと連絡がありましたの」

「なんだって？　そりゃよかった！」

「サン・ヴォルテアの高名な魔導士が、呪いを解く呪文をお薬に込めてくれたのですって……律様、六日後をお楽しみになさってね」

──治るんだ……喉……六日後か……あ、あれ、六日後？

　確か、あと三日だった筈……指を折る僕に、リネラが少し残念そうに言った。

「魔導士が、薬はクラウス様にしか渡さないと言っているのですって……ですから、もう少しお預けですわね」

──振り出しに、戻っちゃった……。

　思いがけず目の前が滲んできて、僕は慌てて下を向いた。リネラがそっと肩に手を触れ、僕を寝室へ連れて行く。

「王都はとても遠いのです。竜で休まず飛んで、すぐに戻ってぴったり三日です。そして領主が領土を三日も開けるというのは、根回しも含め大変なことなのですよ」

　食糧調達係から聞いたという城の慌しさも聞かされる。ロイがいない……今の城にとって、それは王と兵を持たない国のように、無防備に近く、不安なことなのだって。

　だけど、僕は何をどう説明されようとも、しぼんだ心を膨らませることが出来なかった。

──しゃべれないままでいいから、早く、会いたかった……。

　それにしても、どうして僕はこんなにもあの人に会いたいんだろう。どうしてこんなに不安になるんだろう。毎日楽しくて、幸せなのに。やることもあって、ご飯だって美味しくて。

　それなのに、あの人がいないと何か悪いことが起きそうな気がしてならない。


　　


　

　ロイの来訪が遅れると知ってからというもの、昼は皆のお陰で笑顔で居られても、晩になると駄目だった。叫びたいような、うずくまっていつまでも泣いていたいような深い孤独に陥った。ベッドに入ればそこはひときわ広く、寂しく感じられる。リネラの手で閉められたカーテンを開き、僕は大きな窓から、ひたすら月を見ていた。

　今夜は双月。両方ともかなり欠けている。もうすぐ暗い新月の夜が来るけれど──その晩も僕は、一人ぼっちでここで眠る。


　　


　　+++


　　


──重たい……。

　オリヨールは、小ぶりな胸の間に、一本の瓶を抱いていた。

　今日からクラウスは、アーダルベルト守護領を離れる。クロムに変わり、新しく秘書官となったアスランはとても有能であったが、突然降って湧いた事件の後始末に加え、突然の領主の王都行きの采配に必死で、ルサ・メナの奇妙な空気に気付いていない。　

　今、彼女の頭の中には、歌のように美しい声が響いている。　

──いいこと……シンメトリーというのはね……たいした能力ではあるけれど……その仕組みはとても単純なのよ……。


　　


　ただ、体が左右対称なだけ。ね、あなたのお顔はとても愛らしいけれど、右側が少し上がってる。このわたくしでさえ、ほんの少しだけれど、左手の薬指が長いの……。それだけよ。　

　どういうことか、お分かりでしょ。

　体がほんの少し変われば……能力は失われてしまうってことなのよ。

　なんて脆い能力なのでしょうね……。

　ああ、傷ではだめよ。

　形を変えなくてはならないの……。


　　


　オリヨールは姫であったが、国土の八割をゴロゴロとした岩が占める貧しい国の姫だった。ただ、豊かなアーダルベルト守護領から遠くなく、クラウスとオリヨールの縁談が成ったのは、そのためだ。オリヨールがクラウスに嫁ぐと、小国とアーダルベルト守護領を繋ぐ道が整備された。若者たちはそこを通ってこぞって出稼ぎに訪れ、貴重な労働力となった。そして、選び抜かれたイベリスを護る衛兵たちは、その中の一員だった。貧しい国の若者たちは勤勉で鍛錬に余念がなく、クラウスに深い感謝の念を持っていた。彼らこそ律を護るにふさわしいと、選ばれたのだった。


　　


　

　しかし残念なことに、彼らの出自を知ったトゥーレーヴェがそれを逆手に取った。クラウス同様、尊敬と感謝の象徴であるオリヨールに、瓶を差し出し命じたのだ。

「これはおいしい果実酒よ。あなたのお国で採れるロワの実を使ったお酒。これを彼らに差し入れなさい。あなたの役目は、たったそれだけよ」

　彼女は迷った。ただの果実酒でないことは、分かり切っている。

──この瓶の中身は、きっと毒だわ。私は、故郷の若者達を殺してしまう。そしてその後は──もっと、恐ろしいことが起こる。


　　


　朝食後、トゥーレーヴェはオリヨールの後ろを過ぎざま「日が落ちるまでに」と囁いて去った。　

　吹きかけられた生ぬるい吐息の感触が、彼女のうなじにまだ残っている。

「オリヨール様。どうなさいました……？　お医者様を呼びますか？」

「いいの……いらないわ」

　うつろな返事に、侍女は顔を曇らせた。

「でも……ここの所顔色が優れませんし、お食事もほとんど残されて……昨夜、クラウス様もご心配を……」

　そう、昨夜。クラウスが順番通りオリヨールの元を訪ねたとき、彼女はトゥーレーヴェからの頼まれ事と、律に行われようとしている何らかの陰謀について話そうと思っていた。けれど──結局、言わなかった。

　信じてもらえないかもしれない、自分も罰せられるかもしれない、トゥーレーヴェの報復だって怖い。

　言えない事情が十分にあったのだと彼女は自分に説明をつけたけれど、本当の所は違っていた。


　　


　

　オリヨールは王宮の煤けた柱の陰から覗いた乙女の時以来、クラウスのことを恋慕っていた。だから、政治的な理由であれ何であれ、妻となれた時は発熱し、寝込んでしまう程喜んだ。順序が一巡する間に一度だけ与えられる抱擁の夜に至っては、朝から幸福の眩暈に苦しんだ。それが単なる繁殖行為で、愛は無いと分かっていてもだ。律が来てその順序が乱れ、妻たちが怒り、あの事件が起こっても、今夜、クラウスがオリヨールの部屋を訪れるのが実に月が一巡りしてさらに数日を経た後であっても──それでも彼女は幸せだった。

　顔を合わせて早々「あまり長くは居られない」と告げられ「変わりはないか」から始まる義務的な会話の間も、彼女の顔から笑みが消えることは無い。食卓では遥か遠く、声も聞こえぬ距離に居る憧れの主人だ。それが今、手を伸ばせば届く距離に居り、その金と空色の両眼に己が映っている……語り掛けている……それだけで夢心地だった。抱擁も口づけも、何もなくとも構わなかった。むしろオリヨールにとって、クラウスとの子を望むこと自体現実味が無く、恐れ多いとさえ言えた。何をせがむ欲も無い。ただ「妻である」というだけで幸福だった。

「顔色が優れぬな。不調があればジザベルなりアスランなりに、申し付けよ」

　一刻程で部屋を後にしたクラウスの一言に、オリヨールは震える程の喜びを感じた。気遣ってくれた、変化を分かってくれた、そのことで本当に頭がいっぱいになり──忘れたのだ。

「元気だ」と精一杯の笑顔で来訪の感謝を伝え、返されたあるか無いか分からぬ程のかすかな笑みに見とれ、翻る髪とマントの裾の舞う一瞬さえも見逃すまいと目に刻みつけ──瓶の存在そのものを、愚かな姫は、忘れてしまっていたのだ。


　　


　そして翌朝、夢から醒めた彼女は窮地に立たされていた。トゥーレーヴェから、夕方までに酒瓶をイベリスに持って行けと言われている。どうするか、いよいよ決めなくてはならない。そのためにはまず、瓶の中身を確かめることだ。ひょっとしたら、本当にただの酒かもしれない……愚かな姫はそう考え──アナディッリが唆されて起こした騒動を思い出した。

「少し気分を変えたいの……中庭に行きたいわ。柔らかいパンを持って来て頂戴」

「承知しました。すぐにサラに用意させましょう」

　霧雨に濡れる中庭に人影は無かった。雨のあたらぬ木陰で一人にして欲しいと侍女を退け、彼女はカパジャが好む柔らかいパンを──実は彼女も好きでこっそり食べていた──に瓶の中身を少し染み込ませ、匂いにそそられてちょこちょこと寄って来た一頭に与える。パンを美味しそうに齧るカパジャに、彼女は心の中で何度も何度も謝った。御免なさいね、いつも、いつも──。

　全て平らげ、次をねだる姿に一瞬彼女の杞憂は晴れた。けれど、もう一欠片を渡してほどなく、せわしなく動いていたカパジャの前歯がぴたりと止まった。力を失った小さな手がぽとりとパンを落とし、その後、コトンと横倒しになった。

　そっと触れてみると、もう、彼女の知った柔らかさは失せている。カチカチに固まった身体は、命を失った生き物のそれだ。

──ああ……！　やっぱり……！

　落ちたパンくずに集まって来るカパジャを慌てて追い払い、オリヨールはカパジャを抱き上げた。やわらかい毛に覆われた身体は抱き上げると思いの外細くあまりにも頼りなく、異世界から来た美しい青年の姿を彼女に思い起こさせた。

──律さんは、クラウス様が大切にされている方……。

　彼女は心をひとつに決めた。

　小さいカパジャを胸に抱き、瓶の中身を一気に煽ったのだ。

　瓶のことを告発出来ない。かといって、トゥーレーヴェの言うなりにもなれない。

　懐かしい故郷の柑橘の香りに包まれながら、彼女の全身は痺れていった。ゴツリ、と地面に頭を打ち付ける。けれど痛みは感じなかった。

　遠くで侍女の叫び声がして、世話になった彼女達に、お礼ぐらい言ってからにしたら良かったと、少し後悔した。

──お父様、お母様、お許しください。クラウス様はきっと、お見舞金を下さいます。それから、きっとこれからも、交流を続けて下さいます……。


　　


　彼女はヴォルテアの神々に一心に願った。どうかどうか、弱い私をお許しくださいと。そうして、自分の死をもって、あの金色の悪魔が、考えを改めるようにと。

　クラウスの為ならば自分の命等惜しくない──オリヨールは正しい選択をしたのだと満足し、暗闇の世界へと旅立った。


    
        
静かな夜


　　


　ふと、風が木々を揺らす音で目が覚めた。ベッドの傍のたまご型をした石は、ほんのり暖かくてはっきりした黄色をしていた。僕はそれをもう一度同じところに置いて、布団を頭からかぶった。

　この国にはいわゆる「時計」は無いけれど、代わりに魔石を使って時間を知ることができる。黄色から緑、緑から青、青から黒に変化するその不思議な石のことを、僕はこれまであまり気に掛けていなかった。すべき時間になったら誰かが声を掛けてくれるし、約束も、行かなくてはいけないところも無かったからだ。

　でも今日は違う。会いたい人が来る──永遠にも思われた六日を過ごした僕は、その来訪が昼なのか、午後なのか、夜なのか、色が変わっていく石の様子をずっとそわそわ気にしながら見守る……はずだった。


　　


　

　けれど、僕が会いたかった人──ロイは王都に行くことになった。僕の喉を治す薬を受け取りに行くために。もし僕にどちらが先が良いか尋ねてくれたなら、絶対に後で良いと言っただろうけど、自分で決めて行ってしまった。次にここに来るのは、あと二回、この石が真っ黒になってからだ。たった三日とも言えるけど、もう会えなくなって六日が経っている。これから待つ新たな三日のことを考えると、それはとてもとても長い時間に感じられた。


　　


「律様、そろそろ薬草園へ行く時間では？　ティベットさんが、迎えに来られないほど忙しいから頼みたいって、昨日おっしゃってましたでしょ？　衛兵の誰かを寄越しますから、起きて下さいな」

「（お腹痛いから、行かない）」

　ふてくされた嘘の返事をリネラが真に受け、慌てて医者を呼ぶというからそれは止めた。

「律様……もう少しの、辛抱ですからね……そうですわ、明日にでも薬草園でパーティーをしましょうか。お手伝いの方が大勢いらしてますし、律様の世界の料理を紹介してはどうでしょう。きっと喜ばれますよ」

　せっかくの申し出だったけど、そんな楽しいことを計画する気分にはとてもなれない。

　僕はじっと黙り続け、リネラが一礼して出て行く音を背中で聞いた。あんまりみっともないと思ったから、字の勉強をしようとした。でも手がちっとも動かない。それじゃあ読む方を頑張ろうと本を開くけど、頭に浮かぶのは「今日だったのに」の寂しさばかりだ。諦めて頁を閉じかけた時に、リネラが遠慮がちにお茶に呼びに来た。サレハも来ていると言われて、ようやく僕はのろのろテラスへ出た。

「あ、律様！　……サレハはすごいわね。律様を引っ張り出すのが得意だわ」

「あら、ここもかゆいの？　ちがう？　こっち？　こっちね？」

　テラスでサレハは侍女たちに囲まれて、ご機嫌なのが見て取れた。

　朝食を食べていないからお腹は空いていた。焼き菓子を黙々と詰めこむ僕の横に、サレハがのしのしやって来る。

『りつ、なぜおこっている』

「(怒ってない)」

『めがこんなだ』

「(そんなじゃない)」

『くちがこんなだ』

　サレハが口を変な形に曲げたから、皆が笑った。「あの顔だ」って。でも僕はいつもみたいに笑えなくて、そのうちサレハはつまらないと言ってエサ場に飛んで行ってしまった。

「ああ、行ってしまったわね。はじめは怖いと思ったけれど、サレハはとってもかわいいわ……」

「今度は大きなパンを焼いてあげましょう？　こーんなの」

　そんなことを言いながら見送る侍女たちを見て、寂しくなった。

　僕だけのサレハだったのに、そうじゃなくなった気がした。

「律様、もしお暇でしたら、私達とレース編みをしませんこと？」

「それともテラスにお花を植えるのはいかがでしょう。今日は久しぶりの晴れですし」

　午後の暇つぶしを彼女たちに提案されたけれど、僕は不愛想に首を振って断った。そして、そんな風に振舞った自分のことが嫌で恥ずかしくて、部屋に逃げ帰って閉じこもったままでいた。


　　


　日が傾いた頃、衛兵たちがゆっくりと配置を変える姿が窓の外に見えた。すれ違いざま言葉を交わし豪胆な笑い声と共に背筋の伸びた敬礼が交わされた。穏やかで頼もしい雰囲気が伝わって、僕の口元には自然と笑みが浮かんでいた。いい場所だ、いい人たちだ、と改めて思う。

　イベリスは三方を塀に囲まれているけれど、一方は薬草園に向かって幅の広い門があって、いつも大きく開かれている。左右の詰め所を拠点に彼らは交代で立ち当番と見回りをし、日が落ちると門を閉じ、僕が薬草園に行く時は脇の小さい扉を開けて見送ってくれる。

　大柄で一見怖いけれど、衛兵達は皆気さくでとても優しい。シュテトルの向こう側、アーダルベルト守護領と接した小さい貧しい国から来たのだと、挨拶の時に教わった。そして、その国のお姫様は、ロイの五番目の妻・オリヨールだとも聞いた。彼らが言うには、オリヨールはこの庭に咲き乱れるイベリスの、間を埋めるように咲く薄い藤色の小花のように可愛らしい方なのだそうだ。

『お姫様だってのに偉ぶったり着飾ったりせず、静かに花や鳥を愛でていらっしゃるんですよ』

『そもそも俺たちがここに来れるのも、あのお姫様のお陰なんです。俺たちの国の皆は、クラウス様にもオリヨール様にも、感謝して拝んでますよ』

　その話を聞いた時、僕は複雑な気持ちになったけど、今は尚更切ない気分だった。昨日の夜、クラウスはオリヨールと過ごしているのだから。

──どんな人、だっけな……。

　思い出そうと試みて直ぐに止めて、ひどい気分のまま夜になった。何度も眠って何度も起きてそのまま暗い朝を迎えた。ばちばちと窓を風雨が打つほど酷い天気の中、ティベットが今日は作業を休むとわざわざ言いに来た。なのに僕は挨拶にさえ出て行かず、朝も昼もお茶も断ってベッドに居座り続けた。天蓋のついたベッドは四方のカーテンを垂らすと巣みたいで、隠れていたいような今の気分にぴったりだったから。

　誰が様子を見に来ても、サレハが来ても、僕はずっと巣に隠れたままで居て──いつの間にか眠っていたらしい。目を醒ませば部屋は真っ暗だった。激しい雨は止んでいる。カーテンの外はとても静かだ。ところが意外なことに、時を知らせる魔石の色は深い青色をしている。夕食に誘われなかったことを知って一瞬むっとしてすぐに反省して、さすがに感じる空腹をどうにかしようと僕は久しぶりに、寝室の扉を自分で開けた。

──……あ、あれ……？

　ところがおかしなことに、開けた先の廊下まで真っ暗だった。天井高くに吊るされたランプは魔力で灯るから、僕には点けられない。手探りで食堂に向かうと、そこまで真っ暗だ。今は、僕の世界の時間にしたら夜の八時から九時ぐらいの感覚だ。だからこの時間にこんな風にどこもかしこも真っ暗なんてありえない。それに、何より不思議なことがある。「誰もいない」ということだ。

──どこ……行ったの……？

　リネラを始めとした侍女たちは、僕が眠るまでイベリスにいる。それから三人のうち二人は食堂の奥の調理場と繋がっている彼女たちの居住スペースに移動して、残った一人はイベリスの中にある控えの間で眠る。ここに来て初めて、僕はその控えの間の扉をノックした。けれど返事は無い。そっとドアノブを押すと、さほど広くないスペースが闇に慣れた目にぼんやり見えて、誰もいないことがすぐに分かった。

──……？

　次にほとんど駆け足で、真っ暗な調理場を覗く。やっぱり誰もいないけど、そこでもう一つ、おかしなことに気が付いた。調理場に柑橘のいい香りが満ちているのだ。勿論果実はよく食べる。そのまま食べるだけじゃなくて飲み物にしたり、タルトにしたりもする。でも、今の時間だったらおかしい。夕食の後なのだから、肉やスープの匂いが残っているはずだ。

　不思議に思いながら調理場を通過して、もう一つ、彼女たちの居住棟に繋がる渡り廊下を恐々進んだ。つきあたりにある扉をノックもしないで開けるけど、やっぱり静まり返っている。

「（え、え？　……？）」

　僕はもうほとんどパニックだ。

「(リネラ……ソミュール、マリアベル……どこ、どこ行ったの……？)」

　うっとおしい僕を置いて、みんながどこかに遊びに行ったのならそれでいい。例えばティベットの家でパーティーをしていたって全然構わない。とにかく明日の朝目覚めて、元通りだったらそれでいい。

　外の衛兵に尋ねてみようと廊下を引き返しかけ──その時、イベリスから物音がした。

──……。

　上げかけていた足をゆっくり降ろし、両肩を抱きながら一歩一歩、渡り廊下を戻る。　

　調理場から顔を出せば、さっきと変わらず真っ暗な空間が広がっているだけだったけれど……。

　ゴト、ガタ、ゴト。


　　


　耳を澄ませるまでもなく、やっぱり音がする。それも、僕の寝室の方からだ。

『いたぞ……！　こっちだ』

　突然知らない男の声がして、僕は暗闇に目を凝らした。大きなシルエットがはっきりするにつれ、足が細かく震え始めた。

「(……！)」

　男が近付いてくるのに押されるように、じりじり後ろに下がった。調理場の入り口で扉の枠に肩をぶつけたところで、男が僕に駆け寄ってきた。手に持った何かが、キラリと光る。

──あ、逃げ、逃げないと……！

　でも体は逆の動きをして、その場にへたりこんでしまった。

「腰が抜けちまったか……？」

「(……あなた、誰……？)」

　さらに数人の足音がして、僕は完全に取り囲まれた。暗闇に慣れた目でも、彼らの顔は一向に分からない。何故かと思えば、皆のっぺりした黒い仮面をつけている。

「悪く思うなよ、命までは取らないからな」

「(……みんなは、みんなはどこ……？)」

　さっき光ったものが首に押し当てられ、腕を伝って、手首まで降りて来た。

「利き手はどっちだ？　右か、左か」

「(……？)」

「せめて利き手を残してやると言っている。どっちだ。左か？　ほとんどみんなそうだからな」

「(ああ……そう言われたらそうだ。リネラとティベットは右利きだけど、他の四人は……)」

　右手首にチリっとした痛みを感じた。慌てて左手を振って、自分は右利きだと身振りで伝えた。

「ああ、右利きなのか。じゃあ、左だな」

──この人たち、僕の手を……傷つけようとしてる……？　どうして？

　一人が人違いだったら困るから額を確認しようと言って、光る指先を僕の顔に近付け、前髪を掻き分けた。

「ああ、赤い十字だ。やはり律様で間違いない」

　灯りが僕の顔を円を描くように照らした。そして、ほう、とため息に似たような声を上げる。

「……あの方は、醜いなんて仰っていたが……なんと」

「あの方にしてみれば、自分以外は皆そうなのだろうよ」

──……。

　何故だろう。僕の体はこんなに震えているのに、頭の中はどこか静かだ。今すぐ逃げないといけないはずなのに、取り囲まれているからか、そのほかの理由からなのか、全てを諦めてしまったように、ただ彼らの次の行動を待っている。

　刃物が右手を離れた。けれど左手には行かず、喉元にあてられた。冷やりとした刃はそのまま下に移動して、音を立てながら服を引き裂いた。そうされても僕はまだぼうっとしていた。ただ「やっぱり」と思っていた。

──……？　何が……？　やっぱり、なんだろう……？

「おいおい、それは後だろう」

「見るぐらいいいじゃないか……見ろ、可愛いもんがあるぞ」

　つん、と尖った刃が、僕の露わになった胸の先をつっついた。くくくと漏れる声を、僕は聞いたことがある。辱めるためだけの、嘲笑だ。

「（いたい……っ）」

　弄られていたそこに、プツリと刃先が食い込み、ようやく刃が離れた。一人、二人、三人、四人。みな剣を下げている。服は分からないけど、全身黒みたいだ。仮面には穴が全くない。どうやって見てるんだろう。声だって、普通に聞こえるし。

「なあ、手は気の毒じゃないか？　この後、こいつはクラウス様に捨てられるんだろう？　なら、何かと手はあった方がいいだろう」

「何かとな」

　ハハハと笑い交わす彼らの言葉に、どこか呑気だった僕の頭が目を覚ました。

「(どうして、どうして捨てられるの……？)」

「なんだ？　ああ、口がきけないんだったな。大丈夫、喉は治してしてもらえるだろうさ……能力を失って……価値が無くなってもな」

「(価値が、無い……？　能力……？　ああ、そうだ」

　パチン、と記憶の塊が弾けた。ティベットが僕を凄いと褒めたんだ。

　僕はシンメトリーという能力者だ。左右が完全に対称の……だから、だから価値がある。でも、この人たちは僕のその価値が気に入らない。つまり、手を……傷つけるんじゃなくて……。

──切り落とそうと、してるんだ……！

「シンメトリーじゃなくなった上、異世界人のお前がどうなるかな。俺がもらってやってもいいけどなあ。手が無いと飯も作れんし、アレの時も不便だ」

「(嫌……、嫌だ……)」

「なら、ここにするか？」

　また別の刃物が伸びてきて、僕の脚を掴んで指の一本をつまんだ。

「どこが一番マシかな？　優しいだろう？　俺たちは」

「(どこだって……嫌だ……っ)」

　相変わらず僕の左手を掴んでいた腕に、僕は思い切り噛みついた。怯んだ隙に、足をふらつかせながら駆け出す。

「あいつ……！」

「貴様が遊ぶからだぞ……！」

　彼らが僕に、互いに、罵声を吐きながら追って来る。

　僕は侍女の居住棟の扉を開けて体を滑り込ませ、さらに奥に走って逃げた。そして、壁を触りながら扉を探し──見つける前に、何かに躓いてもんどりうって倒れてしまった。

──……い、痛……。

　大きくて固い、何かがある。

　それはぐっしょりと濡れていて──強い、鉄の臭気を放っていた。

──あ……ああ……。

　わなわなと震える指に触れるのは、ごわごわに固まった毛髪だ。短いのをひっつめて、無理やりに束ねた毛先。それから、絞れば滴り落ちそうな程に濡れた衣服。

　僕はもう、身動き一つできなかった。

　追い付いてきた彼らに再度囲まれ、右耳を引っ張られて引きずられた。

「手間取らせやがって」

　真上から、そこに刃が静かに食い込んだ。僕の喉は、絶叫になり損ねた息を吐き出す。

「（うああああああああ！）」

　本能的に暴れる体は、たくさんの手に押さえつけられる。

　聞いたことの無い音が──ゴリゴリ、ブチブチという音が、耳以外の所から聞こえた。

　心臓がそこにくっついたみたいに、耳が……耳朶があった場所が熱い。

　僕の耳がなくなった……でも、そんなのどうだっていい。僕の後ろの、さっき躓いたものは何。

　指先に触れたものは。あの匂いは──。

「ちっこくてかわいい耳だ。焼き捨てろと言われていたな……」

「その後ろの奴らごと燃やすとするか。その後でお楽しみだ」

──うしろの……やつら……。

　僕は再び声にならない絶叫を上げた。

　頭が割れるような、傷の痛みからでは無い。

　身体の芯が燃え上がる。あの時と同じだ。「あの時」と……。

──サレハ……！

　僕の消えかけていた記憶が、光弾の速さで甦る。星空、単月。結界を破ろうとして、何度も追突しては押し戻されるサレハ。飛び交う魔力の塊。降り注ぐ赤い雨。止めてと叫ぶ僕。

「（殺すな……僕の大事なものを、殺すな……！）」


　　


　

──殺すなら………！！


　　


　

　響き渡ったいくつもの「本物の」絶叫が、僕の鼓膜を震わせた。　　
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『……お前はここで待て、サマラトゥカーン』

　赤髪の竜騎士が、青い竜の背から降り立った。イベリスの立派なしつらえに感心しながらも、彼は異変をすぐに察知していた。夜更けにも関わらず門は開け放たれ、衛兵の詰め所が無人だ。


　　


　エル・メナでの任務を終えて自宅に戻っていたところに、突然息を切らせたアスランがやって来た。イベリスに急行して律を保護してくれと言われた時は何故自分がと苛立ったが、やはり何かあったらしい。

　屋敷の扉の前で精神を集中し、黒髪の、しなやかな異世界人の気配を思い浮かべる。

　そして「目」を使い、その居場所を探り当てる。その姿は、随分奥にあった。

　彼はひとり、暗闇に包まれていた屋敷中の明かりを灯しながら進んだ。

　そして見る前に、鼻で感じた。

──何事だ……！

　その廊下の天井に下がったランプに魔力を送った彼は、一瞬後悔した。

　彼は屈強な肉体と強い魔力を持ち、剣技に於いても高い腕前を誇る竜騎士であったが、ここアーダルベルト守護領が対人間との戦争状態になったことは一度も無い。あっても小競り合い程度で、彼が、または彼の主人であるクラウスが、圧倒的な力を見せれば大概の相手は振り上げた剣を下ろした。だから、こんなにも血にまみれた光景を見ることが無かったのだ。何人分かも分からぬほど散乱した「人だったもの」を前にメクネスは、自分の能力を疑いさえした。

『本当に、この中で、生きているのか……？』

　しかし彼も軍人だ。すぐに役目を思い出して律の姿を探した。「目」で死人は探せないのだから、生きていることは確かだ。

『ウ……』

『ウウ……ウ』

　いくつかのうめき声に、振り返る。しかし律ではない。恐らく、この惨状に関連した何者かだ。骨が覗く程に肉を削ぎ落とされた顔面が、死の縁で呟いた。

『シン、メトリ……が……』

　彼はその言葉に心臓を凍らせ、迷うことなく生残者共の命を奪う一撃を与えた。　

　本来ならばすぐに存命処置を施し、この惨状の説明をさせるべきだったが、そうしなかった。それがクラウスへの忠誠心なのか他の理由なのか、兎に角メクネスは彼らの口を塞がねばならぬと考えた──……いや、考える前に、身体が動いていた。

──……。

　彼は血だまりの中、瓦礫と肉片を掻き分け任務を続行し──先ず血まみれの隊服姿の衛兵達の亡骸を発見し、次に廊下の奥に積み上がった侍女らしき女三人を見つけ、最後に、崩れかけた壁に隠れるようにして、倒れている律を見つけた。

　息はしているものの重傷は間違いなく、全身、特に顔面から首にかけてが真っ赤に染まっていた。見れば、片耳が無い。意識せず、彼の喉がごくりと鳴った。頭に浮かぶのは、ある一つの理由と、筋書きだ。

『メクネス様……こ、これは……！』

　遅れて駆けつけて来た部下達に、彼は淡々と言った。

『イベリスが襲撃された……律様を守るために、やむを得ず魔力を使った。急を要する事態であった故少々雑だった……裁きを受けるかもしれぬな。先ずお前たちは律様の耳を探せ。それから生存者の確認だ。まあ……居ないだろうが』

『うえっ……』

　口を覆う部下達から目を逸らし、メクネスは腕の中の小さな異世界人を見た。

──お前、なのだな……。

　その目にはこれまで彼が向けていたのとはまるで違う、恐怖の色が浮かんでいた。
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　たくさんの白い花が見える。

　丸い形をしているように見えるけれど、良く見たら小さい花が集まってそう見える。

　その花の名前はイベリスと言って、僕の家と同じ名前だ。

　何故庭の花と家が同じ名前なんだろうと不思議に思って尋ねてみたら、屋敷が出来上がったときにロイが、その花が僕に似合いだからとたくさん庭に植えさせて、名付けたのだそうだ。


　　


　ロイは色々なものに僕を例えた。子どもだと言われることはしょっちゅうだったし、平原にいる間抜けな生き物に例えられたこともある。

　僕はその度むっとしてむくれる。そんな僕を見て、彼はいつも「かわいい」と言う。

　そしてその後、いなくなる。　

　戻ってこない。ずっといない。　

　今も勿論、いない──。

「あ！」


　　


　

　鋭い女の人の声に、右耳が震えた。

　起き上がって振り返ると、声の通り、やはり知らない人だった。ふわりと広がったスカートに首まで隠れたブラウス。あれは、侍女の服装だ。彼女もリネラみたいに、すらりと背が高い。

「お目覚めですね……！　誰か、誰か来てくださいな！　……どうですか、お加減は？　あ、あ、……こっちです！　律様が目を覚まされました……！　喉は乾いていませんこと？　欲しいものはありません？」

　僕に言ってるのやら、廊下の奥の誰かに言っているのやら分からないぐらい、彼女は素早く首を出したり引っ込めたりした。

「……水が、欲しいです」

「あ、お水ですね、お待ち下さいな」

──……。

　しばらくの間、僕は自分の異変に気が付かなかった。水をもらって喉が潤って、ようやく声を発したことが分かった。喉が、治っている。

「どこか、痛むところはございませんか？　すぐにお医者様と……クラウス様もお越しになりますからね！」

　僕は彼女から視線を外して、上を見上げた。

　さっき見えていた白い花は、僕が今いるベッドの天蓋に描かれた絵だった。

　天井まである大きな窓の向こうには、真っ青な空しか見えない。

──雨期、終わったんだな……。

　イベリスのテラスには屋根があって、雨の日でもみんなで食事が出来た。あと半月もしたら雨期が終わるから──そうしたら薬草園をいじって、ピクニックが出来る木陰を作ろうと、いつだったかティベットが提案したことがあった。それを聞いた衛兵達は、それなら自分達も手伝うと言った。泉も作って噴水を作ろうとか、サレハの為に石畳を敷こうとか素敵な案が次々出て、故郷を出た時はこんな風に楽しい時間を過ごせるなんて思ってもみなかったと彼らは話した。

　なのに、僕は……拗ねて。

「……パーティー、終わったのかな……」

　呟いた僕に、知らない女の人は垂れ気味の瞳を寄せて、不思議そうな顔をした。

　そしてどやどやと部屋に入って来た人達に遮られて、その顔は見えなくなった。

「律──様……！」

「様」を随分遅れて言ったムーロが、僕によろよろ近付いて来た。

　その歩き方がまるでおじいさんみたいでおかしくて僕が笑うと、ぼろぼろ涙を流して泣きだした。ベッドの脇で座り込んでしまったムーロに、上下共に真っ白な服を着た人たちが声を掛ける。

「ムーロ様、どうか、律様の診察を」

「ああ、ああ……分かっているよ」

　そう言ってムーロはまたよろよろ立ち上がり、診察というよりも抱擁をした。

「良かった、良かった……」

　何回もそう言って髪を撫でるから、僕はまたもや彼にとんでもない心配をかけてしまったのだなと思った。

　この前はお腹で……今は耳がじんじん痛い。

「ムーロさん、いつもごめんなさい。また……怪我、しちゃって」

「おお……」

　僕の記憶の中のムーロさんの目は、細くて存在感が無い……はずなのに、はじかれたように僕を見た彼の目は見開かれて、とても大きかった。

「律……そんな声をしていたんだな……とても……とても綺麗な声だ……」

「……そっか、話すの、初めてだね……ムーロさん、いつも僕を助けてくれて、ありがとう」

　言えばまたムーロは苦し気に眉を寄せて顔を逸らすから、僕の喉の診察は、別の人がした。

　言われるままに口を開けたり「あー」と声を出したりした。聞こえたら手を上げて、という聴力検査みたいなこともした。

「……よく、聴こえております……問題ありません。ムーロ様。耳朶の継ぎ目も完璧です。どれほど近寄ってみても分かりません……流石としか」

「そうか、そうか……」

　再び泣きだしたムーロに僕がまた謝っていたら、勢いよく扉が開いた。

　いつもは束ねている髪がそのまま肩に垂れて、少し乱れている。

──……あ……！

「律……！」

──……ロイだ……やっと、やっと、帰って来た……！

　歩み寄ってきた彼は、ベッドに屈んだままのムーロを一瞥してから僕を見た。　

　僕は、自然と笑顔になった。次会ったらどんな顔になっちゃうだろうって心配してたけど、ちゃんと笑えてよかった。ちょっと、泣きそうになったのは我慢する。

　相当険しい顔をしていた彼の顔も、次第にほぐれて柔らかな笑顔になる。天を仰ぐようにして大きく深呼吸をし、僕の傍までやって来る。

「ムーロ、診察は終わったのか」

「……は、はい。共に異常はありません」

「では下がれ」

「承知……しました……」

　涙声のまま返事をして、ムーロが両手を広げて促すようにしながら白い一団を連れて部屋を出て行く。やっぱりその歩き方はとてもぎこちなくて、ようやくといった様子で部屋を出た後には、知らない例の侍女だけが、ひっそり離れた所に立っていた。

「ふふ、ムーロさん、いつの間におじいちゃんになったのかな……何十年も寝てたわけじゃないの、に……」

　まだ言い終わらぬうちに、僕は抱き寄せられて、彼の腕の中にすっぽり収まった。

「……律、お前の声は、やはりとても美しい」

　また声を褒められた。恥ずかしくなって首をすくめていると、彼の親指が僕の顎を上向きに変える。目を閉じると、唇が重なる。最初は軽く、そのうち深く。

「んっ……、ン……」

　あの人が、すぐそこにいるのに、こんな……。　

　頭の片隅でそう思ったけど止められなくて、頭がぼうっとなった頃ようやく、唇が離れた。

　名残惜しいなと思いながら僕は懐かしい胸に頬を寄せる。ここは見覚えのない場所だけど、ロイが居るから安全な場所に違いない。だから、何も怖くない。

　抱き締める力が強すぎて、僕はちょっと窮屈に感じて身をよじりながら、彼を見上げた。

「どうした？」

　そう問い返す、彼の声はとにかく優しい。

「パーティーは終わったんですか？　みんなはイベリスにいますか？」

「……パーティー？」

「……そう……謝りたいんです。僕、あなたに会えなくて拗ねてしまって、皆に感じ悪くしてしまって……それで、パーティーに誘ってもらえなかった。多分ロワの実で何か作って皆で食べたんだと思う……僕も食べたかったな……昔リネラがお土産に用意してくれて、リヒトのサロンに持って行ったんだよ……懐かしいな……」

──イベリスに、帰りたい──。

　ところが、そう言った途端、穏やかだった彼の眉間は狭まり、みる間にどこか痛むような顔になった。

「律様は……先ほどもそのようなことを」

　遠くから、知らない侍女が言った。

　僕は、何かおかしなことを言っているんだろうか。　
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「イベリスに帰れない？　じゃあみんなはどこにいるの？」

　再び問われてクラウスは返答に詰まり、律の記憶の喪失を知った。メクネスから報告は受けている。あの惨状を、企みを、どう伝えるべきか迷った。そして、最も律にとって良いと思われる方法を選んだ。

「……お前は随分眠っていた、パーティーは、とっくに終わっている」

　即ち「今は知らせない」という方法だ。今の状態の律に真実を伝えて、良いことがあるとは思えなかった。

　それでも既に悲しみで染まった愛らしい顔はさらに曇り、目に涙が溜まっていく。

「そんな……終わっちゃった、の……」

「またすればいい」

　そして、イベリスには戻れないと伝えた。一部が激しく壊れてしまって、修繕に時間が掛かるのだと。

「そんな……嫌です。だって、ここはお城なんですよね？　お城は嫌だ、怖い……イベリスなら安全だって、リネラが言ったんだ……クラウス様は帰って来いって言ったけど、僕は嫌だった……早く皆に会いたい……謝りたいことがあるって言ったじゃないか。サレハだって、イベリスに誰もいなかったら驚くよ……すごく、可愛がられてたんだ。サレハだって、懐いてたんだから……」

　今までにない強い意志と激しい拒絶を示す律を、クラウスはひたすら抱き締め続けた。胸を叩く拳を受け止め、襟元を掴まれようとも、侍女が止めようとするのを制し、律の思うままにさせた。彼にはそうすることしか、できなかった。

「じゃあ、せめてリネラに、他の二人に会わせて……」

「彼女たちにも、今は会えない。今の状態のお前には会わせられない」

「そんな……！　何、何で？　全然分かんない……！」

　久しぶりに聞く愛しく想う者の声。それが涙交じりの絶叫であることが、クラウスには無念でならなかった。


　　


　

　そしてそれから数日が経ち、やや落ち着きを見せるようになった律を、クラウスはエル・メナの客室を潰して作った一室にいざなった。そこには神経毒で体の自由を失ったイベリスの侍女が収容されている。彼女達は一様に目を閉じ、眠っているように見えた。

　駆け入って飛び回る律を、クラウスは悲しげな表情で眺めていた。

「リネラ……ソミュール、マリアベル……どうしたの、眠っているの……？」

　彼は偽りや誤魔化しを嫌悪していた。けれど、言わずにいられなかった。

「そうだ……彼女たちは眠っている。婦人が寝ている所を騒がしくしてはいけない」

　律は部屋をぐるりと見回した。ゆったりした部屋には大きなベッドが四台並んでいる。三台に彼女達が横たえられ、一台は空いている。

「……衛兵の……皆は？　別の部屋？　……アンジーは赤茶の髪で、エヴァンズは髪を無理矢理結んでる。それから、それからね、一番身体が大きいのが……」

「……彼らは……」

　クラウスは静かに歩み寄って小さな肩を抱いた。今にも泣き出しそうな瞳で見上げられた彼は、自然に見える笑みを努力して作って言った。

「彼らは、故郷の国に帰ったよ……侍女達が眠っていたら、イベリスの修繕が済んでも暮らせないだろう。警備は必要ないからな」

　けれど黒い瞳からは、みるみる涙が溢れ始めた。

「そんな……ティベットさんの畑に噴水を作ってくれるって言ったのに……イベリスが楽しいって、この領土が好きだって、言ってたのに……酷いよ、クラウス様に感謝してるって、お金をたくさんくれるから、お父さんもお母さんもすごく助かってるって、皆言ってたのに……！」

　そのまま泣き崩れた律を、クラウスは抱き抱えて部屋へ連れ帰って休ませた。

「どうしてこんなことになったの？　リネラ達は眠り続けてて、僕は襲われて、耳を怪我したんだよね、それでイベリスは壊されちゃったんだよね、何で？　もしかして、衛兵さん達を罰してないよね？　僕が怪我するのを止められなかったからって、それで国に返したんじゃないよね？」

　返す言葉が無く、クラウスは俯いた。そして、敷物の柄の複雑さが目に留まる。彼はこの城の主として、いつも前を向いていた。俯いたことが、一度も無かったのだ。

「何か言ってよ……」

　そうしていつかの日と同じように、ただ泣きじゃくる律を抱き締め続けた。

──許さん……何者だ。

　怒りを抱きつつ泣き疲れて眠る律を眺めていると、扉がノックされた。応じれば、固い表情のアスランが立っていた。

「クラウス様、お話が」

　そう言う彼の聡明な青い瞳は、これからさらなる騒動が起こることを予見させるように、暗く沈んでいた。


　　


　まずクラウスが、その後ろにアスランが続いて執務室に入った。

　従者が扉を閉めて去るとクラウスは椅子に腰掛けることも無く、自身の領土を一望する窓を背に立った。

　彼は年若い秘書官・アスランに向けて厳しい声で問うた。

「進展の報告であろうな」

　アスランは薄い唇を引き結び、黒一色の壁に掲げられた額縁に視線を向けたまま、しばらく口を開かなかった。その絵には、雨期のアーダルベルト守護領の風景が精緻な筆で描かれている。　

　以前までは雄々しく指揮を取る彼の祖父を中心に当時の侍従達が並ぶ絵画だったのだが、クロムが更迭されて間もなく、クラウスが掛け替えさせたのだ。

　それをアーダルベルト家と共にあったグレンフリーズ家──家長であったクロムを失い没落した──との決別と受け取ったアスランは、身に余る地位を与えてくれた恩に報いるため、平和なエル・メナを一刻も早く取り戻そうと奮闘してきたつもりだった。にも関わらず、それから半年も経たぬうちにまた死者を何名も出す惨事が起こってしまった。

　せめて重症で床についている侍女達を回復させ、全容を解明することで償おうと東奔西走して辿りついた結論は、しかしながら彼にとって絶望的なものだった。

　だから問われてもすぐに、口を開くことが出来なかったのだ。

「早く話せ」

　苛立ったように再び尋ねられてようやく、彼はひと呼吸の後、一言一言区切りながら、言葉を発した。

「……神経毒の、……出所が……分かりました」

　間髪入れずに問い返された彼は、元から低かった声をまた一段、落とした。

「……サン・ヴォルテアです……」

　どこか心配げな色を浮かべていたクラウスの表情が一瞬で変わった。彼の表情に現れたのが狼狽や困惑ではなく率直な怒りだったのを見て、アスランも覚悟を決めた。

「……オリヨール様を始めとした皆さんの症状は、今から数百年前の戦争で使用された毒がもたらすものと同一です。最も愚かしい戦争として名を残すブラークヌィの戦いです。お聞き覚えはないでしょうか」

「……確か北方の……ヴォルテア前王の時代にどちらの国家も制圧した……そうか……指揮していたのは現王率いる軍であったな」

「左様でございます。毒には揮発性があり、水に溶けて密封状態であれば活性ですが、それ以外の状態では不活性になり無害です。故に開栓された果実酒から毒物は検出されなかったのです。しかしメクネス様がなされた現場の見分と、律様に加えられた暴行により、断定可能と致しました」

「……禁止植物を隠し持っているとすれば王都の研究機関……責任者は……マルドゥス卿……首謀者が知れたか……」

「クラウス様、いかが致しますか。あの方を罪人として罰したら最後、解毒薬を入手することが不可能になってしまいます……そもそもあの方を罰することが出来るのかという懸念もございます」

「……つまり、私の不在も仕組まれていたというわけだな」

　マルドゥス卿──トゥーレーヴェの父であるその人物のことを、クラウスは思い出していた。彼は末娘であるトゥーレーヴェを溺愛していた。ヴォルテア王が彼女をクラウスに娶らせることを決め彼女が承諾した時も、最後まで一人反対していた。顔を真っ赤にして「傍にいておくれ」と娘に縋りつく様にさすがに呆れたクラウスが、それなら破談で結構だと言って漸く承知した程だった。

「……律様を襲う計画が失敗してからも、あの方はあまりにも堂々としていらっしゃいましたので、本件は単に強奪を目的としたもので、ルサ・メナとは無関係なのかと思っておりました……もし露呈してもクラウス様は自分を罰しないと確信していたのですね……これでは八方塞がりです。こちらはこれ以上動くことができません。メクネス様がもう少し手加減してくださっておれば、実行犯の証言をもって有利に動けたのですが……らしくないことをなさいました」

　アスランの言葉を聞き、クラウスは喉を苦くした。メクネスから、個人的な報告を受けていたのだ。

『申し訳御座いません……しかし、彼らを生かしておくわけにはいかなかった。理由は言わずともお分かりですね』

　当然クラウスは理解した。律が侵入者を「破壊」した──そうとしか判断出来ない状況を、メクネスは伝えていた。何の得にもならぬ罪を犯した忠実な部下にクラウスは礼を言ったが、赤髪をぐしゃぐしゃと掻いてメクネスは呻いた。「ただ恐ろしかっただけかもしれない」と。

『あんまり無様なもんで……裁くにせよ、俺がやったってことにしといて下さい』

「メクネスに非は無い。我が妻を護ったのだ……そして何度も言わせるな。この領土で地位は関係ない。何人であれ、等しく裁かれる」

　淡々とした主の言葉に、アスランは食い下がる。それではメクネスは行き過ぎた防衛──つまり私刑を行ったとして裁かれねばならず、トゥーレーヴェを裁けばオリヨールや侍女たちを見捨てることになってしまうと。しかしクラウスは、それも一笑に付した。

「アスラン、裁きを焦ることはない。法はその期限を定めていない。翌朝、マルドゥス卿に急使を送る。準備をしておけ」

　何を考えているのだと背筋を寒くした彼の横をクラウスは通り過ぎ、そして戸口でふと振り返った。

「香炉は、今どこにある」

「……赤い香炉……でございますね。今宵はセラフィナ様の所に……律様のお部屋へ移動させますか」

「破棄しろ」

「……は……破棄でございますか？　……承知致しました……」

　律が来てから狂いがちだった順序を守るよう、進言したのはアスランだった。平等に扱われなくなった妻達の不満が、毒騒ぎを生んだと考えていたからだ。クラウスもその意見を受け入れ、律の回復を待って夫としての責務を最低限果たそうとした。しかしこうなった今、それも間違いであったと言わざるを得ない。年若い彼には妻達の……特にトゥーレーヴェの執念にも似た律への憎しみの理由に、理解が及ばない。

──トゥーレーヴェ様は、何が欲しかったのだろうか……そしてオリヨール様は何故、誰にも相談せず一人で毒を飲んだのだろうか……。

　眉を寄せながらジザベルを呼び、香炉を破棄することが決まったと告げた。

　そして自分の倍ほど年かさの彼女に、先ほどの疑問を投げかけてみた。勿論はっきりとは言わず、ただ「何故奥様方は十分大事に扱われているのに、律様にだけを憎悪をたぎらせるのか。また、オリヨール様や他の方々は、何故クラウス様に不穏を相談しなかったのか」と。

　その問いで、普段は無感情な顔面を冷笑に変えて、ジザベルは答えた。

「何かあれば法だの合理的な方法だのを持ち出すあなたには一生分かりますまい……落ち着いたら恋人の一人でもお作りになっては？　心優しい女性なら、きっと答えてくれるでしょう。まあ、答えてもらった所で理解出来ないと思いますが」

　その剣幕にたじろぐアスランを残して、ジザベルは乱暴に足音を立てながらルサ・メナに歩みを進めた。　

　長年ルサ・メナにいる彼女は様々な妻を見て来た。最初から野心を前面に出していたトゥーレーヴェや深い事情を抱えていたリヒトはともかく、他の妻達はそれぞれ皆初々しい様子で、見目良く有能なクラウスに恋をして、人生を捧げようとしていたのだ。

　そんな妻達の感情を歯牙にも掛けなかったクラウスが今このような状況にあることは、ある意味因果応報だと彼女は思った。

──……あの方は主としては有能……けれど男としては、……身勝手が過ぎる……。

　戸惑うセラフィナの侍女から受け取った赤い香炉を、彼女は下働きが集う洗濯場に持って行き、叩きつけて力任せに割った。

「あまりにも遅い……！」

　いつも冷静な侍女頭が感情を露にするのを、下働きの者達が呆気に取られたように見つめていた。けれどジザベルの気は収まらない。そして同時に戦慄していた。憎しみの炎が、未だルサ・メナのそこここで、消えずに燻っている。「どちらか」が消えねば終わらない──終わる筈がないのだと、悪い予感に唇を固く引き締めた。
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　ちょんちょんと頬をつつかれて、僕は目を開けた。

　瞼が腫れてうっすらしか開かなくて、眠る前に散々泣いたことを思い出した。そして、主人に対して、散々無礼な振舞いをしたことも。

「……クラウス様……あの……すみません、でした」

「ロイでいい。酷い顔をしているな」

「……あなたも……そう見える……」

　失礼な妻だ、と言ってロイは僕を抱き上げた。僕の具合を尋ね、耳や髪を優しく撫でる。

「せっかくエル・メナに居るのだから、広い風呂に入るのはどうだ？　それから、何か暖かい飲み物を……ああ、律はビールがいいか」

「ビール……あるんですか？」

「あるさ。グラスも冷えている。覚えているか？　お前の好物だ。風呂上りに、ビール」

「……」

　じく、と柔らかい場所が痛む。僕はロイと「ビール」を飲んだことがある……だけど、なんだか痛い。胸が、小さい針で突かれているみたいに。思い出せない、思い出したい。だけど……思い出したくない……。

「どうだ」と再び尋ねられ、僕はこくんと頷いた。そして、イベリスのことで罰したのは夜盗だけだと説明するロイの言葉を黙って聞いていた。まだ、ぐちゃぐちゃしてるところもたくさんあるけど、彼がそう言うのなら、僕は受け入れるしかないのだろう。リネラ達があんな風に眠り続けるなんて、どう考えたっておかしい。おかしいけど──今は彼の提案する通り、お風呂に入って、ビールを飲むしかない。

「お風呂……入る……入ります。じゃあ、リネラに準備を……あ、駄目だ……寝てるのか……」

　ロイは、すぐに皆良くなるから心配はいらないと僕の頬に軽く口づけた。そして僕は、例のくるくると騒がしい侍女が風呂の準備をする間に、今居る場所が、イベリスが破壊された後で目覚めたのとは別の部屋だと気が付いた。天蓋の絵も花では無くて、複雑な植物の柄だ。何となく見覚えがあるとぐるりと首を回すと、以前寝起きしていた僕の部屋だと教えられた。そのあたりの記憶がまるで無い。膝から降ろしてもらってうろうろ歩きまわると、ロイが後をついてその場所で僕がどうしていたか説明してくれた。下手な絵を描いたとか、下手な字を書いたとかろくでもないことばかりなのに、何故だかビールの話をした時よりも楽しい。僕の気持ちは定まらない。ロイが居て嬉しい……だけど、喉の奥が苦い。何かが引っ掛かって取れない。

　それにしても広い部屋だ。イベリスと、同じくらいの広さがあるんじゃないだろうか。

「……こっちは？」

　寝室から繋がる扉を開くと、小ぶりなテーブルが真ん中に置かれただけの、殺風景でガランとした部屋があった。椅子も飾りも、敷物さえない、木の床だ。

　けれど何故かそのテーブルにだけ唐突に、繊細なレース編みの立派なクロスが掛けられている。

「これ……とても綺麗ですね」

「そうだな……」

　ロイも不思議そうにそれを持ちあげている。そういえばさっきもキャビネットの上にこんなものが敷いてあった。そして僕は、ふと思い出した。

「……これ、リネラが編んだんだ。リネラは良くレース編みをしてた。サレハの背の上でだって編むくらい好きで……それで、ここはサロンだ……きちんと飾ろうって何回もリネラに誘われたけど、僕の部屋になんか誰も来ないからいいって、ずっと断ってたんだ……そうだ……僕はここで嫌われてた。皆、僕のことを嫌いだった……」

　そうでしょう？　と確認すれば、ロイは黙って、クロスに寄った皺を手で伸ばした。

「……そんなことはない。お前には友人がたくさんいる……ここでパーティーをしたらどうだ。リネラを驚かせるような、素敵なサロンを作っておくと良い」

「とも、だち……いた？」

「ああ。薬草園の主人と仲がいい妻なんて、お前ぐらいのものだ。それから、サレハルド……目覚めればリネラも二人の侍女も、医者のムーロだって喜んでやって来るだろう。他にも大勢、お前を好きな者は居る」

　誰が来なくても俺は居る──その言葉にかっと頬を染めた僕の腕を、ふいにロイが取った。

　そして、綺麗な青い石が嵌った細い腕輪を、両手に嵌めた。その瞬間、脚の先から寒気が這い上がって来た。

「……これは……？」

「悪く思わないで欲しい。これは魔力を封じる腕輪で、以前つけていたものと同様のものだ。風呂だろうがなんだろうが、付けておいてくれ」

「……僕に、魔力は無いんじゃ……貰わないと、使えないんじゃ……」

　ロイはゆっくり首を振り、優しい声で説明した。

　異世界人だからか、僕には他人が感じられない所に魔力があるのだと。でも僕にはそれが使えなくて、さらに、いつどこから出てくるか分からない。

　最悪の場合「暴走」するかもしれない、とロイは言った。そういう例が、たまにあるのだそうだ。

「生まれつき魔力が強い赤子が、泣いた弾みに壁を打ち抜くようなことだ。非常に稀だが……念のために、嵌めておいてくれ」

　制御することができるようになれば、外してもいいと彼は言った。

「お前はかつて、シンメトリーの能力と魔力を使い、サレハを死の縁から救ったことがある。だが、それで制御出来るとは言えない。そうだな……」

　目安は……と言いながら、ロイは壁の飾りかと思われた花の形をした金色のものを指さして、それを輝かせた。そして、消す。

「このように灯りをともし、消すことが出来れば良しとしよう」

　とはいえ魔力の制御は、言葉を習得するように赤子の頃から少しずつ感覚を掴んでいくものだというから直ぐには難しい、とロイの説明が続き、僕はしゅんと項垂れる。

「これ、嵌めた途端……力が抜けた気がして……」

「それこそ魔力がある証拠だ。腕輪の呪文を持続させようと、その青い石が少しずつ持ち主の力を吸い取ってしまう。吸い取るものが無くなれば、腕輪は外れる」

「でも……なんだか、嫌な感じも、して……」

「腕輪に取られる分は、俺が分けてやる」

　僕をなだめるように、彼は風呂場に僕を連れて行った。

　もうもうと湧く湯気といい香りを吸い込んでいると、何故だか彼が上着を脱ぎはじめるから、何かと思えば一緒に入ると言う。

「は？」

「いつもそうしていたが」

「え？　嘘だ……」

「嘘ではない」

「そんなの、嫌です……一人がいい」

「……律」

　もう面倒だと言うように、彼は寝巻のままの僕をかつぎ上げてお湯に落とした。

「っわ……けが人、なのに……！」

「すっかり治っているだろう……名医が老人の如く疲弊する程の力を使い、完璧に治したのだからな……」

　完璧に治した。

　その言葉に僕はぎくりとする。

「あ……額の、印……は？　僕はまだ、シンメトリーですか？　あの……なんだったかな、なんとかと、なんとか……」

　いつか誰かに説明されたその力。それが貴重で、僕はこの人の妻になれた……すごく大事なことを思い出して確認したのに、ロイは軽く頷いただけだった。でも僕は心からほっとした。これで僕は彼に変わらず大事にされるということだ。これが無いと、僕は駄目……誰かが、そう言ってた。

──価値があって、よかった……。

　僕は、自分では見えない印をたどり、びしょ濡れになった髪を後ろに流した。ふう、と湯の暖かさに安心を吐き出すと、ロイに抱き寄せられる。顎を持ち上げてまじまじと顔を見て、何も言わずにニヤリと笑った。

「さあ、魔力の補充だ……受け取れ」

「……あ、はい……」

　唇をつっつかれたのを合図に、なんとなくロイの首に手を回す。懐かしい、と彼は言った。機嫌が良いときだけ、僕はそうやって甘えたのだそうだ。

「悪いときは、ぷいと横を向いた」

「そ、そんな……失礼な、こと」

「ああ……そうだ。だが、それで良かった……もっと我儘に振舞っていい。俺を責め立てた時のようにな。俺は、あのように物をはっきり言うお前を初めて見た……こんな時でなければ、喜ばしいことだった」

──……ロイ。

　唇を合わせながら、湯で張りついた寝巻の上から彼が体を愛撫する。とくとくと、唇から熱いものを流し込まれ、僕の身体ははじめは小さく、次第に大きく震え始める。

「アっ──……あ」

「溜める場所は分かるか……？」

「ンッ……」

　僕の中心に、脈打つような力が溜まる。そこから、痺れる程の快感が手足へ広がった。吐息と一緒に遠慮なく声を上げると、もっと聞きたいとせがまれ、脚の間に手のひらを差し入れられた。くすぐるように恥ずかしい場所を触られて、息がどんどん苦しくなる。

「のぼせちゃ……よ」

「そうか、ならば冷やしてやる」

　突然氷みたいに冷たい手で背に触れられて、飛び上がった。

「っわ……っ」

　酷いよ。文句を言う僕に、「魔力を使いこなせるようになるといいな」とロイは言った。彼は笑っていたけれど、瞳は何故か、いつもより深い深い、青い色をして見えた。


　　


　湯上りにビールで乾杯をして喉を潤すと、一杯飲み終わるかどうかのうちにロイが僕をベッドに誘った。僕とロイはさほど大きくない瓶を分け合っていた。折角だから全部飲みたいと言ったけど、酔いつぶれられると困る、と苦笑いと共に片付けられてしまった。

「こうしてお前を抱くのは、何時以来だろうか……」

　抱き上げられて降ろされると、そのまますっぽりと覆われるように上から抱き締められる。重い、と僕が不平を言えば「余り自信が無い」とロイは呟いた。何の──と問い返す間もなく、風呂場で与えられたよりも深く、唇が重ねられる。

「ん……ン」

　眠る前の挨拶にしては濃厚で、僕は衣服を剥いでゆく指先を、ぼうっと眺めていた。そうだ、僕には「役割」があった。妻の、役割が──。

──……触媒……。

　ロイは無言で、僕の肌の上に指を、舌を、長い髪を……そして、そのどれでもないものを這わせた。魔力だ、きっと。僕はロイの全てに、触れられている。

「ッ……あ、待って……まって……」

　まだ思い出せていないのに──自分は、どうしたらいいのか──そのおろおろした僕の問いへの答えは「何も」だった。

「何もって……あ、あ！」

　脚が、見えない力に大きく拡げられた。けれど、閉じようとすれば大きな力に阻まれる。せめて真っ赤になった顔ぐらい隠したいけど、それも無理だ。ずっと正面を向かされたまま、両手もベッドに留めつけられている。それはもう、縛り付けられたのと同じで。

「やっ……うごけないの、嫌、」

　ねっとりと僕の性器に舌を這わせるロイに涙声で訴えれば、その場所に吐息をふうと吹き掛けられた。

「俺はお前に逃げられる方が「イヤ」だ。言ったろう……自信がない、と」

　自分を制する自信が──ロイはまたそこを舌で辿り、僕の身体の奥へとつながる秘部に、ぬめりけのあるものを塗りこめてゆく。そして、万歳をさせていた僕の指を、見えない力でそこへいざなった。

「あ、な、何……」

「何かしたいんだろう？　……無理にねじ込んでしまいたくなるから、丁度良い。手伝え」

　ロイの指が、僕の指に絡みつく。そうして、その部分をほぐすように動かした。

「え……や、気持ち悪い……よ、」

　口ではそう言ったし、ぐちゃぐちゃと生々しく響く音に、耳を塞ぎたくもなる。だけど、ロイの指と僕の細い指で次第にほぐれてくる感覚も、頭の芯がぼうっと蕩けるのも分かって、その間も含まれ舐め上げられる僕の未熟な性器は、どんどん固くなった。

「あ……あ。ぁあ……」

　ロイはそこからも魔力を流し込んでくる。熱くて焦げてしまいそうだ。いつまでも、湯上りの熱が冷めない。

「あ、っあ……嫌あ……」

　間を縫うように這い上がる不安や、言い表せないどろりとした感情までも、僕の身体の中でうごめく魔力が消し去ってゆく。僕はびくりびくりと身体を波打たせ、「もういい」「やめて」と「もっと」「もっとして」の間を行ったり来たりした。「やめて」というのはこれまでの僕で、「もっと」をせがむのは今と……それから、いつかの、僕。

　ロイに翻弄され、はしたなく体を擦り付けていた、記憶の中の僕だ。

『──あなたが、好き……』

　思い出した言葉が口をつけば、太ももに当たっていた彼の屹立が、固さを増すのが分かる。腰が浮いたのは、魔力でそうされたのか、僕が自分でそうしたのか分からない。

「あ……っ──……はいっ、て……」

　取り払われた指の代わりに、昂った男根があてがわれる。じっとりと濡れて、十分に拡げられた筈だったのに、まだ足りなかった。

「狭いな……」

　ロイは呟き、うかがうように先端を浅くそっと沈め、少しずつ腰を進めようとする。だけど脈打つそれは大きい。会えなかった時間の分も手伝って、なかなか受け入れられない。ロイが小さく舌打ちをするから申し訳なくなって謝ると、ロイは一度性器を引き抜き、潤滑剤をたくさん塗り足した。そして──「我慢しろ」と耳元で呟くと──僕の返答を待たず、強引に押し込んできた。

「いっ……ン！　あ！」

　身体の内部が、いっぱいに埋め尽くされる。ここに、お腹の中に、彼のモノがある。触れれば分かる程の存在感を持って、僕を満たしている。

「ね、……ロイ、ここ、一杯、なって……」

　僕は熱に浮かされたように、ぶつ切れの、幼児のような言葉を口にしていた。そして自分の、いつもはぺたんこの……今は固いものを咥え込んだ腹を撫でれば、ロイはふと腰を引いた。そして僕の腹を押して、撫でて確かめて──、

『……──』、

　歌の一節のような、何かを口にして──、

「あ！　ああっ──、！」

　指で探ったよりも、深い場所をずくりと貫いた。ロイは僕の腰を大きな手のひらに掴み、角度を微妙に操りながら、最奥からぎりぎりのところまで引き抜き、ひときわ響くその一点を擦り上げる。つま先まで突っ張っる程快感を感じるその場所が、固い先端で何度も繰り返し刺激された。　　

　僕の身体は、ベッドの上で跳ね、後ろ向きで激しく揺さぶられたかと思えば、欲望を隠さぬ彼の瞳に、真っすぐ見下ろされている。

「あ、ああ、っあ、……あ、あ……ぅ！」

　開いたままの口からこぼれた唾液は舐め取られ、僕の唾液で濡れた彼の舌は、突き出した胸の先を舐め上げ強く吸う。身体の奥とそこと、僕自身……そして体内を巡る魔力。あらゆる場所から嬲られるうちに、僕の視界は白い細かな星に埋め尽くされた。

「ひ、……あ、も、……や、やあっ、あ、」

　そして僕は我慢も何もなく、──気付けば、激しい快感と共に吐精してしまっている。弾けたそこから迸った生暖かいものが股間や腹を濡らしてたちまち不快にするのに、まだ抽送は止まない。びくびくと痙攣を続けるそこに、容赦のない刺激を与え続ける。

「や、また、出ちゃう……、……クラウス様、も……駄目、駄目！」

　叫べば、何故が強い目で睨まれた。名前で呼べだって。そんなことどうだっていいじゃないか。

　僕は余りにはしたない自分に恥ずかしくて泣きそうになっているのに、ロイは彼の固い腹筋で、だらだらといつまでも白濁を零すそこを刺激する。

「いや、それ、……嫌あ……止め……、」

　言い終わらぬうちに僕は大きな波に攫われ、また沢山の星を見る。

「あ、あ──……あ、ぁ」

「いいか？」低い甘い声音で尋ねられ、僕はうんうんと頷いた。それは声が出なかったときの名残の仕草じゃなく、もう言葉を持たぬ程の状態だったからなのだけど、ロイは僕に具体的に言わせたがり、名前を呼ばせたがった。あらゆる手管で僕を責め立てて、

「気持ちい……からっ……も……終わりにして……」

　ロイ……。

　息も絶え絶えに言って、ようやく満足してくれた。」

「愛している、──律……お前だけだ……」

　体内に直に放たれた彼の体液が、ぱっくりと開いた後孔から溢れ出る。そのはしたない姿をロイが満足げに見ているのにも気づかずに、僕はふわふわと、失神する程急速な眠りに落ちてゆく。

──……嘘、つき……。

　何故かそんなことを思った。けれど満ち足りた身体は正直に、彼の逞しく、汗ばんだ胸にくたりと体を預けている。

　そしてすぐに、幸福な夢の中の住人になったから──だからその後、ロイがそっとベッドを抜け出たことには、少しも気付いていなかった。　


　　


　　+++


　　


「あら、クラウス様お珍しい、こんな夜更けに怖いお顔をなさって……子どもたちが起きたら怖がりますわ」

　薄絹を揺らしながら応じたトゥーレーヴェは、訪問の理由に見当をつけながらも、まだ余裕を持っていた。眠る子達の元へ足音を立てて行き、肩を大袈裟に抱き頬ずりをして見せている。子達がこっそり目を覚まし、心の中でため息をついている事に彼女は気付いていない。

「都合の良いときだけ母の振りをするな」

「まあ、酷いおっしゃいよう。確かに侍女と乳母に任せてはおりますが、腹を痛めたのは私ですわよ」

　クラウスは人払いを要求し、トゥーレーヴェは快く応じた。侍女たちが青ざめていることにも、彼女は気付かない。そして、今夜は自分の番では無かったのでは？　としなを作って見せた。そんな彼女に、クラウスは眉ひとつ動かさず冷淡な視線を送った。

「お前はイベリスへの荷に要らぬものを入れ運ばせたな……祖国の姫から衛兵への労いだと……偽の書状をつけて」

　そこで、彼女は思った以上に把握されていることを知って、少し焦りを覚えた。トゥーレーヴェは、クラウスがいかに詳細に思念を読めるかを──どれほどの人数の思念を読み繋いだかを知らなかった。まだ、逃げられると思っていた。

「……何のことですの？　……そういえば律さんはお目覚めになったのでしたかしら？　……お怪我の具合はいかがですの？」

「何のつもりであのようなことを命じたのか知らぬが、残念だったな。律の耳は元通りだ。何も失われてはいない……詳細な記憶以外はな……」

　トゥーレーヴェはよろけた。よろけて見せた。

「なんと……私が命じたなどと……！　次々と不幸に見舞われて、おかわいそうにと皆で申しておりましたのよ……！　疑うなら、もっと他にいらっしゃるでしょう……今、祖国の姫、と仰っいましたわね……それは毒を飲んだオリヨールさんなのではありません？　どうしてあの方があのようなことを、と不思議でしたの……今理由が分かりましたわ……！　嫉妬の余りしてしまったことに、耐え切れなかったに違いありません」

「……」　

　白々しい演技を見たクラウスは、時間の無駄だと思った。

　悔いていないどころか、他人に罪を押し付けようとしている。

「……やり口がまた汚い……食糧の運搬係は困っていた……子が病気だったからな。褒美の金は、喉から手が出る程欲しかったろう」

　クラウスは腰に手をあて、鞘から剣を引き抜いた。

　トゥーレーヴェの目の色が、ようやく恐怖のそれに変わる。

「な……何故、何故剣を抜きますの？」

「何故……だと？　トゥーレーヴェ、お前は律の能力にはやたらと関心を持ち詳しいようだが、俺の能力には興味が無かったようだな……俺はお前と懇意の者共の思念を調べた。サン・ヴォルテアから連れて来た私兵から侍女、髪結い、オリヨールを除く他の妻もだ……お前が、侍女に命じた。お前が、毒を調達した……そして最初に毒の運び役に選んだのはオリヨール……全て分かっている」

　眠る直前まで拭い落とさない紅が、剥がれるほど彼女は唇を噛み締める。しかしその口角はぎりぎりのところで笑みの形を保っていた。全て露見した。それでも尚、最後の武器を、彼女は持っていると思っていた。

「クラウス様……わたくしが誰か忘れていませんわよね。ヴォルテア王の血縁にして、王国の重要研究機関の責任者マルドゥスの娘、トゥーレーヴェですわよ？　分かりました、罰は受けますわ……けれど、その剣を収めて頂けませんこと？」

「……収める理由は無い。お前は痛みを知らねばならない……愚かでは済まされぬ」

　クラウスが一歩近づき、彼女はそれが脅しの剣では無いと悟った。

「誰か、誰か……！　クラウス様がご乱心ですわ……！」

　しかし金色の妃がいくら呼べども誰も来ない。

　命を受けたメクネスが、子どもたちを含めた全ての者を、遠ざけていたからだ。

　クラウスは腰から抜いた長剣を、上から下に躊躇無く振り下ろした。

　金色の髪が血と共に千切れて飛び散り、トゥーレーヴェは金切り声をあげのたうちまわった。

　クラウスは彼女の体を避け、落ちた耳を無言で拾い上げる。

「トゥーレーヴェ……お前を領土に禁止毒物を持ち込んだ罪で離縁する。即刻ヴォルテア王国へ帰還せよ……今裁かぬのは、お前の言う通り……お前がヴォルテア王家に縁するからではない……裁く時間が惜しいからだ」

「……こんな、こんな、恐ろしいことを……よくも私に……お父様に……おじさまに……言って……」

　クラウスは全身をわなわなと震わせる彼女の眼前に、血まみれの耳を突きつけた。

「……解毒薬と交換だと父君に伝えろ。期限は五日間。出来ぬ場合は焼き捨てる……お前が傭兵に命じたようにな。残忍と、どの口が言うのだ……」

「……う、う……」

　痛みで倒れ込んだトゥーレーヴェを跨ぎ超え、クラウスは部屋を出た。シャラ、と音を鳴らしたのは彼の手にある血にまみれた耳朶だ。そこには、彼自身が贈った黄金の耳飾りが揺れていた。
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　目覚めると、僕はベッドで一人きりだった。

──ここは、どこ……だったかな……。

「律様、おはようございます……ご気分はいかがですか？　ようく眠っておいででしたわね！」

　テーブルから知った顔が笑顔を向けていた。僕が目覚めた日、首を出したり引っ込めたりしていた侍女で、それからも僕の世話をしてくれていた人。

──そうだ。ここは、ルサ・メナの僕の部屋だ。

　彼女は忙しそうにテーブルにパンや飲み物を所狭しと並べているけど一人分しかない。ロイの分は無いのかと尋ねると、もう朝食は終えたと教えられた。

「律様が眠られていましたので、いつも通りの時間に、他の奥様方とご一緒されたと思いますわよ。ご安心くださいな」

「ほかの、つま……？」

　僕の小さな呟きは聴こえなかったようで、空気に溶けて消えた。胸の中の何も無い空間のことを思い出し、そこがみるみる広がってゆく。

「では、ごゆっくりどうぞ」

　一緒に食べようと僕が誘うのを跳ねるように断ると、名前も知らない侍女は逃げるように部屋の隅まで行ってしまった。器に並々と注がれたスープが湯気を立て、カゴには焼きたてのパンがぎっしりだ。美しく皮を剥かれた果物はみずみずしい果肉を見せている。

　それなのに、座っているのが貧相な僕一人だなんてどういうことなんだろう。使われていない椅子も不満げに見える。イベリスではいつでも椅子は満員だった。時に衛兵たちは、狭いと感じたからなのかその方が落ち着くのか、木箱を裏返しにして座ったり、柱を支える縁石に腰かけたりしていた。彼らはご馳走を山盛りにしたお皿を膝に載せて豪快に食べた。その様子はいかにも男らしく、とても格好良く見えた。

──こんなに椅子があるのに……みんな、来ないのかな……一緒にご飯、食べたいな……。

　そこで、僕の思い出の風景から彼らが消えた。そして皆次々に食卓に次々と倒れこみ、動かなくなった。衛兵たちは、血まみれだ。

──あ……ああああ！

　胃を下から押し上げられるような寂しさが襲ってきた。ぽろぽろ涙がこぼれて落ちて、僕は両肘をついて顔を覆った。

「帰りたい」という言葉が何度も浮かんでは消えた。無いのだ。もう、あの場所は無い。それで、あの人たちは……。

「律様？　律様？」侍女に声を掛けられているのは分かったけれど、息苦しさに押しつぶされそうで、顔を上げられない。

　それでも時間が経つにつれて、僕の目は乾いていった。ロイが言ったことを思い出したからだ。

──そうだ……パーティーだ……部屋を飾らなきゃ……何がいいかな……花……花がいいな……イベリスの庭みたいに、花でいっぱいにしよう。

「……」

　早速準備をしようと立ち上がりかけると、首筋にたらりと冷たい何かが触れた。

「わ！」

　僕は咄嗟に長いぬめっとした生き物を連想して、それを払いのけた。

「何だいきなり……ようやく目覚めたと聞いて来たら、ひどい扱いだ」　

　払いのけたものは、ロイの長い髪だった。肩から力が抜けていったのは、腕輪の石のせいじゃない。　　

「………蛇…かと……」

「ヘビ？　なんだそれは」

「……知らない、ですか……？」

「描いてくれ」

　絵は苦手だと断ると、彼はとても残念がり、どうしても見たいと言った。しぶしぶ描けば、上手いと褒めてくれた。まさか僕が誰かに絵を褒められる日が来るとは思わないから、思わず顔が緩んだ。

「……ようやく笑ったな。さあ、たくさん食べろ」

　そう呟くと、クラウスはかごから一つのパンを取り、ちぎって僕に食べさせた。

「柔らかいパンだ。お前が好きなのはこれだとサラが言っていた」

　口に突っ込まれたパンには、甘い果物が混ぜ込まれている。サラ、サラか……。あの人は好きだ……僕が嫌いなのは……。

『クラウス様は、他の奥様方とお食事』

　侍女の言葉が蘇る。それは棘のように、ぐさりと僕の胸の真ん中を貫いた。

　他の奥様方、他の奥様方、他の奥様方……僕は、「六番目」の「嫌われ者」。

「──……ロイ、僕、パーティーがしたい……友だちを、パーティーに呼びたい」

「やる気になったか。とても良い考えだ」

「リネラの焼くパンも美味しかったけど、サラのはまたひと味違うね……なんていうか、ふわふわじゃなくて、ふわっふわ……」

「そうか、彼女は専門家だからな」

「ロイ、イベリスのみんなは、リネラ以外はサラのパンを食べたことがないよ、食べて欲しいな……アンジーが好きなのはちょっと固め、ソミュールはお茶の葉を入れたのが好きで……それからね……」

　僕はぺらぺら喋り続けた。間が空くと余計な事を言ってしまいそうで怖い。僕の胸の中の空洞に灯った火が、今にも暴れ出しそうだ。


　　


　あの日、目覚めて彼に会えた時、僕はすごく嬉しかった。やっとずっと一緒に居られると安心した。けれど、違った。肝心なことを忘れていた。いくら役に立ったって、何回抱かれたって、僕は六人のうちの一人に過ぎない。彼が優しくしてくれるのは、僕が怪我をしたからだ。元気になったら、またきっと放っておかれる。前みたいに。「また六日後に」って、言われる。そして、恐ろしいことが起こる。この人が居ないと、僕は──。

　守ってもらわないと駄目だなんだ。

　弱いから。魔力も使えなくて、なんだか分からないけど貴重な能力はあるみたいだけど、そんれがあったって、僕は……。

「……だれも……なかった……」

「どうした、律」

「ちょっと、頭が、痛い……少し、休みたい」

　そう言うなり、彼はとても心配そうに眉を顰める。腕輪を一旦外そうかとか、昨日無理をさせたせいか、とか僕を心の底から気遣ってくれた。そして、ベッドにもぐりこんで布団をかぶると、子供にするように何度も頭を撫でた。

「ゆっくり休むといい」

　立ち去ろうとする気配を感じて、僕は慌てて引き留めた。

「どこに、行くんですか……？」

「公務だが……どうした」

　反射的に、僕は彼の青いマントを掴んだ。「……行かないで、下さい……」クラウスはすぐに戻ると優しく僕を宥めるけど、頭が痛いのだと僕はめそめそ泣いた。頭痛は嘘じゃない。だけどその涙には、ずるい嘘泣きが混じっている。さすが「嫌われ者」だ。やることが汚い。

「……仕方ないな……おい！　誰かアスランを呼んで来い」

　ロイは小さい吐息をついて、足を組み換える。僕は布団をかぶって隠れて、ロイの仕草や、呼び寄せた「アスラン」という人との会話を聞いていた。だけどロイもアスランも僕を「拒絶」して話しているから、内容は分からない。

　何を話してるんだろう。僕のことを、困った妻だって言ってるのかな。

「……ごめんなさい」

　僕は謝って、もう大丈夫だと布団の中から告げた。

「無理をするな」

「いいえ……眠たいので、少し寝ます……」

　二人が出ていく気配を感じながら、僕ははじめは声を殺して、そして耐え切れなくなって大声をあげて泣いた。そして泣き疲れて眠り、目覚めた頃に訪れる彼を「気分が悪い」「寂しい」と言って引き留めた。きっと誰か他の奥さんの番だろうに、独り占めしようと躍起になっていた。毎夜抱かれながら何とあさましいことをしているんだろう……そう思いはするのに、彼がベッドから出る気配を感じれば、髪だろうが肩だろうが手に触れるどこかを掴んでしまう。

「まだ……行かないで……ください」

　だけど、その朝だけは違った。どうしても直ぐに行かねばならぬ用があるのだと、優しい声音で宥めながら、けれど力を込めて一本一本マントから指を剥がして出て行った。

「……律様、律様」

　わんわん泣く僕を必死で侍女が慰めてくれる。そういえば僕は彼女の名前を知らない。知りたいとも思ってなかった。こんなに世話してくれるのに。

──……僕、嫌な奴だ……。

「名前？　私のですか？」

　顔だって、初めてきちんと見た。僕は涙を拭い、発音が難しいその子の（多分僕より若い）名前を何度も練習した。彼女の笑い声が控えの間に消え、黄色かった魔石が緑になる頃ようやくロイが戻ってきた。「待たせたな。王都から使者が来ていたのを出迎えていた」

　そして、顔を涙でぐちゃぐちゃにしたままの僕に言った。

「リネラが目覚めた。使者が起こしてくれたのだ」

──え……！

　飛び起きた僕に、クラウスが苦笑した。

「ほん、とう……？　会いたい、会いたいです！」

「都合のいい病人だな。顔を見に行くか？　まだ若干本調子では無いが」

「そんなら僕が起こしてあげる……リネラはいっつも僕が寝ぼけてる時、冷たいタオルをいきなりくっつけてきたんだ」

　それはひどい、とロイが笑った。彼が笑うと、僕の胸の空洞が縮む。

「でも、すごい使者だ……！　僕が無理矢理起こそうとしても全然駄目だったのに……！　どうやって起こしたか、見た……見ましたか？」

　彼は僕の耳を何度か撫でて微笑みながら「それは秘密だ」と呟いた。

　そしてそのすぐ後、確かにロイの言う通り、僕はリネラの両目が開いているのを見ることができた。

「リネラ！　おはよう！」

「こ……え……りつ……」

　リネラは本当に寝ぼけているみたいで、何を言ってるか分からない。紙に書いてと言っても、それも無理なようだ。元気になるまでいろいろと手伝うようにと言われた僕は、勿論だと頷いた。

「僕が、リネラの侍女……じゃないや、召使い？　になります！」　

　ロイは笑っていたけれど、傍らでムーロが悲しそうな顔をしているように見えるのが、少し気になった。
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──まさか、リネラに使うとは。

　アスランはは主の決断にただ驚いていた。

　使者が持って来た解毒剤は、一人分しかなかった。

　解析し、必要量を精製すべきとムーロは訴えたがクラウスは聞き入れず、三分の一程をムーロに分け、残りをリネラに与えよと指示した。

「……オリヨール様では、ないのですか」

　アスランは言ったが、ムーロは別の理由でリネラへの投与を反対した。与える対象が不服だった訳ではない。全量与えないと解毒が不十分になることを心配したのだ。

　しかしそれも聞き入れられず、すぐに解毒剤が投与された。

　ムーロの懸念は的中した。リネラは目覚めたものの、酷い麻痺が残っている状態だった。

　けれどクラウスは満足げだった。


　　


　そもそもアスランは、一人分しか届かなかった解毒剤を受け取ったクラウスが、あっさりと使者に耳を返したことに合点がいかなかった。「トゥーレーヴェの耳を持っている」という圧倒的に有利な状態を捨ててしまっては、残りの三人は……不完全な状態のリネラはどうなるというのだ。

　解毒剤の成分が僅かな残りから解析できたとして、新たに精製するのにどの程度時間が必要か、又解毒剤を精製する素材がすぐ手に入るものなのか、全く分からないのだ。人数分をマルドゥスが送って来るか、解毒剤の精製法を知らせるよう、交渉を続けた方が良策だったのは明らかだ。

──何故このようなことをしたのだ……クラウス様は……。

　ぼんやりしているリネラを二人が複雑な思いで見守っていると、律がクラウスに伴われて来た。リネラの目が、大きく痙攣するように開かれる。

「り……つ、さ……ま……にげ……て」

「リネラ！　おはよう！」

　彼女の悲痛な呟きは聞こえなかったようで、律は輝くような笑顔で寝台に屈み込み、リネラの手を取った。

「こ、え……り、つ……さ」

「ん？　何？　分からないよ……あ、そうだ書いて……無理、無理なの……？　そうか……」

　クラウスに不自由なリネラを手伝えと勧められ、律は無邪気に自分が召使いになると言う。花が乱れ咲く庭園色に、頬を染めて。

「何でも言いつけてね……僕、何でもするから。何して欲しい？　あのね、パーティーをするんだけど、何食べたい？」

　そこで、後ろに佇んでいたクラウスが、そっと律の両肩に手を置いた。

「律、リネラは目覚めたばかりなのだから、あまり一度にたくさん尋ねてはいけない。主人をゆっくり休ませるのも召使いの務めだ。知っているだろう？」

「……そうか、そうだね……ごめんリネラ。先生によく診てもらってね」

「は……い……」

「リネラ、律は怪我をした。しかしすっかり良くなった……安心して休むと良い……さあ戻るぞ、律」

　何事かをクラウスが律に囁き、律はさっきまでリネラに見せていたのと同じ笑顔をクラウスに向けて頷いた。そんな律に、クラウスは見たことも無い優しい顔を返す。

　それで、アスランもムーロも悟った。クラウスは、ただ一刻も早く、律を喜ばせたかったのだ。

──リネラさえ目覚めれば……それで良かった……どんな状態でも……。

　思い出したように、律がアスランに気まずげな様子で頭を下げた。「この間は、すみませんでした」恭しく挨拶を返した彼に、律は大きな無垢な瞳を向けた。

「クロムさんはお元気ですか？」

　虚を突かれたアスランの代わりに、クラウスは笑顔を崩すことなく答える。

「彼は引退したよ。今頃故郷に戻ってのんびり暮らしているだろう」

「そうなんだね……ロイに会えなくて寂しがってるんじゃないかな。あの人、ロイをすごく尊敬してた。どんなに偉い人なのかって、僕に何回も何回も言って……もう、本当にしつこいほど……だから、今居たらきっと怒られたろうな、クラウス様って呼べって。気安い言葉を使わないで、きちんと話せって……ああ、駄目だな……きちんとしなくちゃ……敬わなくちゃ」

「そのような事があったのだな……だが、このアスランにその心配はない。居ない人間の言ったことなど忘れてしまえ。呼び方や言葉遣いを改める必要はない……分かったか？」

「はい、クラウス様」

「……さて律、お前の好きな茶の時間だ。今日は何やらサラが腕を振るったらしいから、愉しみにするといい……」

　アスランは彼らを見送りながら、笑顔を保つので精一杯だった。聡明な領主の中に見え隠れするものが、律の不安定が、恐ろしかった。

　同時に、見るからに疲弊しているムーロのことも気がかりだった。律の治療で著しく魔力を消耗し、回復する暇を取ることさえままならぬのに、解毒薬の解析という新たな任務が加わったのだ。

「クラウス様は何をお考えなのでしょうか。律様のことを想ったにせよ、このやり方では本当の意味では誰も幸せになれないではないですか」

　気遣おうとして言ったアスランの言葉に、ムーロは苦笑いを浮かべた。

「……クラウス様には、クラウス様のお考えがあってのことだ」

「それは勿論ですよ……でもこのところのクラウス様は律様のことばかりで、僕が知っているあの方の姿とはかけ離れています……あれほど理性的で合理的な方を私は他に知りませんし、だからこそ敬愛していたのです……ムーロさんだから言いますが、正直今回のことにはがっかりしたんですよ」

「……それは、我々が口を出すことではない……」

　そのまま黙り込んだ彼に、アスランはこの際だから、と続けた。

「律様のことも……分からなくなりました。来られた頃は随分控えめな方だと心配していたぐらいなんですが、ちょっと見ないうちに変わられましたね。天真爛漫というか、なんというか、混乱されているのは分かるのですが……クロム様が苦言を呈されたのも、分かりますよ」

　ムーロが表情を変えたことに、彼は気づかなかった。

「クラウス様にべったり甘えている様子はまるで子ども……──っ！　な、なんですか？」

　突然両肩をムーロに押さえつけられ、アスランはその力の強さに慌てた。苦笑いを浮かべていたはずの顔には、怒りさえ浮かんでいる。

「律のことをそんな風に言うのは許さん……あの子は散々な目に遭ってああなってしまったんだ……！」

「……散々な……って……、巻き込まれた方が散々……っ、わっああ！！」

　両肩を突き飛ばされ、壁に激突した。ムーロが魔力で圧を加えたせいで、すぐに立ち上がれないほどの衝撃を受けた彼は、自分が酷くまずいことを言ってしまったのだと気が付いた。

　ムーロは肩を押さえて呻いているアスランのために自分の部下を呼び、疲れた体を引きずって研究室に向かった。

「何にせよ、一刻も早く解毒薬を完成させねばならない……」

　あの方を……あの子を、救ってやらんと。

　一人言のように呟いて、彼は貴重な試薬を小さな小さな単位に分ける作業に取り掛かった。

──急がねば……クラウス様は、まだ何かを犠牲にするおつもりだ……。
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「花を飾るのだな」

「はい。レースに合わせて、白い花がいいと思います……庭からもらってきていいですか？」

「勿論だ。好きなだけ持って来るといい。活ける壺はどのようなものがいいだろうか」

「うーん……あんまり柄が無いのがいいかな？　僕はあんまり、そういうの分からない……」

　病室から引き揚げてからも、子供と大人を行き来する律の体に、喜びが満ちている様子をクラウスは感じた。

　そして、つい先刻まで行かないでくれと縋りついていたと思えないほどあっさりと、自身の元を離れて中庭に駆けて行くその姿に、彼は複雑なため息をついた。

──ひとまず、これで良い。

　目覚めてからの律にクラウスは強い懸念を抱いていた。あの夜、律は魔力を暴走させた。となると、街の結界を破ったのも律である可能性がある。どこにそんな魔力が潜んでいるのか分からないが、その力が強力で危険なものであることは明らかだ。

　しかしどちらの記憶も無い様子から、律はそれを意識的に使っていない。つまり、追い詰められた時にふいに発動する種類のものなのだろう。だとしたら、彼の心を安定させておかなければ、何かの拍子で同じことが起こる。メクネスから伝え聞いた惨状、クラウスの結界を破る程の魔力──腕輪だけでは、心許ない。加えて、あの姿。無邪気と混乱を併せ持つ律の心は、限界を超えた場所にある。「ロイ」と呼び甘える律と「クラウス様」と呼びじっと耐える律。その間に、クラウスさえも知らぬ「律」が居る──。

　幸いにも、これまで律の能力を見て生きているものはいない。メクネスが見たと言えなくはないが、メクネスから情報が洩れることは、彼の忠誠と自尊心を考慮すれば無いと断言出来るだろう。けれど「次」があれば分からない。律を「危険な異世界人」として裁くような事態に陥るのだけは、絶対に避けたかった。

　クラウスの領主である部分……これまでほぼ全てを占めていたその部分に深く侵食するように、彼は律を愛するようになっていた。その執着にも似た熱情を制御する術を、彼は知らない。

　一人残ったクラウスは、さっき来た廊下を逆戻りした。すれ違う侍従達は領主の姿を確認すると立ち止まり、恭しく礼をする。彼らの中に怪訝な気配があることにクラウスは気付き、それは、愚かしい決断に対する疑いの念だと考えていた。しかし、そんなことに構う気は無かった。

──……不幸にする為に、救ったのではない。

　岩の上で食われる寸前だった、律の大きな瞳のことを思い出す。何にも頼るものが無く、たった一人でずぶ濡れになっていた。腕の中で初めて笑った彼を見た時、クラウスは自分が幸せにしてやろう、自分ならできる、そう思っていた。なのに律は今でもずぶ濡れだ。そして、真っ白だったその手を、血に染めさせてしまった。

　病室に戻ったクラウスは、物言わず横たわる二人の侍女に心の中で詫びを言い、起きているかどうかも不確かなリネラに歩み寄った。

「ク……」

　呻いて動こうとする彼女に、そのままでいるようにと彼は告げ、力ない手を取った。

「……こんな状態にさせて、本当に済まない……解毒薬を完成させるためなら、いかなる犠牲でも払うつもりだ……どうか、律のために、今しばらく堪えて欲しい」

　リネラは返事をする代わりに、眼から涙を一筋こぼした。

　クラウスは再び謝罪して、彼女の涙をそっと拭った。

「薬草園の主人とサラと……他にも律が望む者を招いてパーティーをする。辛いだろうが、その場に参加してくれないか」

　リネラは手に少し力を込めた。そして、自分の方にクラウスを引き寄せるような仕草をかすかにした。

「なるほど、その手があったな」

　クラウスは額を彼女に近付けた。そして、しばらくしてから離れた。

「良く分かった。律に伝える……きっとはりきって準備するだろう。薬草園の件も承知した」

　全身が痺れ、別のものが手足の場所に付いているような不快感に覆われながらも、リネラは目覚めてから初めて安堵することができた。

──今度こそ、クラウス様は律様を守って下さる。

　そうして、同じことを思うのはこれで何度目だろうか、と苦笑した。

　彼女は心に決めていた。体が治ったら、思う存分クラウスに恨み辛みを言ってやろうと。その頬を打ってやってもいいと思っていた。

　永遠に出来ないであろう律の代わりに、そうしてやろうと思った。
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「律様！　もう抱えきれませんっ……！　飾るどころか、座る場所も無くなります……」

　花が山と盛られた荷車を見て納得した僕は、そろそろ引き上げることにした。けれどその時、荷車に小さい四本の手が伸びて、ひと抱え、花を盗るところを見てしまった。

「あ！　チーベル！　誰かが花を盗ったよ！」

　僕が声を上げると、その小さな手と花が逃げ出した。子供だ。

「駄目だよ、それはパーティーに使うんだから！」

「律様！　お待ちください！　衛兵を呼びますから！」

　チーベルの声が追いかけてきたけど──侍女の名前はチーベルナントカだった。僕が言えないでいたらチーベルでいいと言ってくれた──僕は許せなかった。子ども達が盗って逃げた花は、よりによってイベリスだ。

　二人連れが長い黒髪を揺らして逃げる。でも所詮子供だから、ひ弱な僕の足でも追いつけないはずがない。緑と花に彩られた中庭の噴水のあたりで、僕はその二人を捕まえた。　

「花が欲しいなら、自分でとればいいだろ……？　こんなにあるんだからさ！」

　子どもの手から、花が落ちて散らばった。

　二人は同じような恰好をしていて、姉妹のようだった。細く白い手足を白いヒラヒラしたワンピースから覗かせて、うなだれている。

　僕は散らばった花を一本一本拾いながら、彼女たちに言った。

「……これ、大事な人にあげようと思って……だから、困るんだ……特に、この、花は……だから、」

　こんな小さな子から、花を取り上げて言い訳している僕は何なのだろう、とだんだん悲しい気分になってきた。

　こんなにあるんだから、また取ればいいのは自分の方だ。

「あ……あの、これ、誰かにあげるんだったの？　だったら、あげても……いいけど」

　背の大きい方の子が、消えそうな声で言った。

「お母さまに……白い花が好きだから……でも、見つけられなくて……ごめんなさい」

　細い指が、イベリスを指さした。

　確かにこの花は、ちょっと藪が深い所に咲いていた。庭はどちらかといえば色鮮やかな花が多い。だから、彼女たちが言うのは嘘じゃない。

「そっか……じゃあ、……」　

　あげる──そう言いかけた時、小さい方の子が泣き出してしまった。

「お母様、病気なの」

　ああ、と僕は天を仰いで、自分のことばかりになっていたことを深く恥じた。

「はい、どうぞ……ごめんね、心配だね」

　拾って傷のないことを確認し、束にして差し出したけれど、やっぱりもらえないと彼女たちはしょげかえった。なら一緒に取りに行こうと二人を誘って、イベリスの藪まで連れて行ってあげた。「そのあたり、棘があるから気を付けて」と言った瞬間に僕が手を刺して、痛いと言うと下の子が笑った。それでやっと空気が緩んで、名前を聞くことができた

「私はラミアーナ、妹はネフェルアーナ」

「……」

　その名前と黒髪からある人のことを思い出した僕は、背筋を凍らせた。

　大きな風が吹き、頭上の大きな木の枝が、僕の心のようにざわめいた。

──アドリ、アーナ……。

　見れば、少女たちの顔には、彼女の面影がある。身に着けているものも高価なものだ。何故すぐに、気付かなかったんだろう。

　ラミアーナは暗い目で、両手いっぱいに摘んだイベリスを見つめた。

「お母様、わるい人のせいで、病気になったの」

「……え」

「お母様は、お父様にすごくいっぱい怒られて泣いてた……お母様はわるいことしてないのに……わるい人は他にいるのに……それからずっと、病気なの。頭が痛いの。なのにお父様は来てくれないの……わるい人のところに、ずっと居るんだって」

　僕の喉を、変な味のものが通り抜けた。それは鉄くさくて生臭い……まるで、血みたいに。

　ネフェルアーナが続けて言った。

「わるい人が、お父様をそその、そ、かして、こさせないようにしてるんだって」

「そそのかす、でしょう」

「そそのそかしてるの」

「そそのかす！」

　二人が言い合いをし始めて、僕はその隙にそっと離れようとした。けれど二人は後をついてきて、「悪い人」の話を続けた。


　　


　

　悪い人は、いきなり違う世界からやってきてお父様に呪いをかけた。

　それから変なことが次々起こって、お母様のお友達が次々いなくなった。

　その人は街を壊した。そのせいでたくさん人が死んだ。

　早くしんでほしい、毎日ヴォルテアの神様にお願いしてる。

　悪い人の名前は──りつ。


　　


「ありがと、綺麗なおにいちゃん」

　そう言ってぺこりとお辞儀をした二人に、僕は名乗ることができなかった。

　乳母らしき人が駆け寄って来て、彼女たちの肩を抱くようにして僕から引き離す。乳母は汚いものを見るような目で、僕を見ていた。

「手伝ってくれた──」

　遠ざかりながらラミアーナが僕を指さした。お願いだから、二人に僕の話をしないでくれと願った。けれどどうやら言ってしまったようで、二人は集めた花を地面に全部捨てて、何度も踏みつけた。そして姉はさっき乳母が向けたのと同じ視線を僕に投げ、妹は石を拾って、投げそこなって転んで泣いた。

「僕は悪くない」

　咄嗟に叫びかけたけど、思い直して口を閉じた。僕はロイを独り占めした。僕のせいで色々なことが起きたのも、人が……たくさん死んだのも……。

──死んだ……？　誰が……？

　僕の手からも花が零れ落ちたけれど、もう拾うことはできなかった。


　　


　　+++


　　


「律様……そんな顔をなさらないでくださいな。また私が後でどかーんとたくさん取って来ますから」

　子どもを逃がして落ち込んでいると勘違いしたチーベルが、僕を励ましながら荷車を力強く引いている。僕は手伝いもせずその後をのろのろ付いて行って、深い深い、自己嫌悪のため息をついた。

　夕食もそこそこにパーティーの飾りつけを始めてからも、気分は晴れない。

「お料理はどんなものが良いでしょうね？　お好みがあればサラに伝えますよ？」

「……ティベットは……なんでも食べるけど……きっと、リネラの料理が好きだよ」

「それは今一番難しい注文ですわ……リネラは手順を書いてくれるかしら」

「そう……そうだね……あんなに寝ぼけてちゃ……無理だ……」

　花を活けようとしていた手が震えはじめる。

　忘れていたかったのに、あの子たちのせいで自分がどれほど嫌われていたか、細かく思い出してしまった。突き飛ばされたり、食事を食べさせて貰えなかったり。泥まみれにされたこともあった。なのに。

──あの子たちの目……僕を見る……目……。

　テーブルに、どん、と手をついた。

　その衝撃で、天井が回り始めた。

──リネラ……寝ぼけてるリネラ……起きない二人……国に帰った、衛兵さん達……。

『お前のせいだ』

──え……？　どうして……？

『見ただろう。お前はあの時、何に躓いたんだ』

──……え……。

『掴んだろう。濡れてたろう……誰の何なんだ？』

「……」

「律様……？」

「気分が……悪い……」

　少し休もうと促されて、ベッドに倒れこんだ。何を祝うパーティーをしようとしているのか分からなくなった。さっき、唐突に頭の中に響いた声が怖い。僕の足に、何かが詰まった袋を蹴ってしまったような感触が残っている。思い切り躓いて倒れて、それでもそれは微動だにしなくて、温度もなかった。ただ、濡れてた。ごわごわしてた。嫌な臭いがした。それが夢の中の記憶なのか、いつの記憶なのか分からない。でも夢というには生々しすぎる感触だった。

「律が倒れたと聞いた……具合は？」

　ロイの声がして、髪に手が触れる気配がした。でも僕は知らない振りをしていた。

　彼は僕の頭を撫でながら、チーベルに事情を尋ねている。ムーロを呼ぼうかと言う彼女に、ロイが何と言ったかは聞こえなかったけれど、軽やかな足音が遠ざかり、扉が開いて閉まる音がした。

　彼の息遣いをすぐそばに感じて、僕は体を固くした。

──……ふ……えっ……？

「あ、あははっ」

　急に首のあたりをくすぐるように触れられて、僕はつい笑ってしまった。

　それで起きているのが、ばれてしまった。

「何故返事をしなかった」

「……今日、僕の番じゃない、よ……病気じゃないから、大丈夫……」

　何を言っているのかと聞かれて、夜を一緒に過ごせる順番だともごもごと答えた。知ってる癖にしらばっくれて、と不貞腐れながら。

「僕は六番目だから……なのに、クラウス様を独り占めして……だから、嫌われた」

「答えになっていない。順番のことなら心配はいらない。もう下らないことはやめたからな。俺は行きたい部屋に行く」

「え」

「つまりこの部屋だ。今後はお前の部屋にしか行かない。お前が病気だからではない、俺がそうしたいからするんだ」

　心が一瞬、ふわりと浮かぶ。

　けれど、二人の少女とアドリアーナの顔が浮かんで、すぐに沈んだ。


　　


　僕は消え入りそうな声で、子どもに会いに行かないのかと尋ねた。そして、その台詞をおばさんがつまらないと言って消したドラマのようだと思った。だけどロイはあの時の俳優さんみたいにため息をついたりはしないで、ただニヤリと笑い、僕にキスをした。

「意外なことを言うじゃないか。子どもなら会ってる。今目の前にいる」

──はあ……？

「僕は子どもじゃないよ……！」

「そうか？　では何だったかな？」

　さっきよりも小さい声で「おとな」と答えると「そうだったか」とベッドに押し付けられ、腰から手のひらを差し入れられる。肌を辿られ、抱かれる準備をしていない僕は慌てて飛び起きて、また押し戻された。

「庭でいっぱい動いたから……汚ないから……」

　そう言うと、ロイは僕を抱き締めて、甘い香りがすると言った。

「花を抱いているようだ」

　首筋をつ、と舐められ耳朶を優しく噛まれた。小さい吐息をもらした僕に、ロイは甘く囁く。

「ボタンを外してくれないか、それは苦手だ」

　僕が笑うと、お互い様だとロイは自分の胸元を指さした。

　一つ一つ、彼が留め金を外していく。一度手前に引いて、押しているようだ。

　そっと手を伸ばして真似してみると、簡単に外れた。こんなにあっさり外せたのは初めてだ。　

「……できた！　出来たよ！」

「簡単だろう。お前の服の丸い変なものよりよっぽどいい」

「そんなことない。ボタンの方が簡単なんだ……ほら、」

　片手でボタンを外して見せると「上手いものだ」と彼が感心したから、調子に乗って次々外した。全部外れたところで、僕の肩からシャツがさっと抜き取られる。

「ご苦労様」

　またニヤリとされ、自分から服を脱いでしまった恥ずかしさに顔が熱くなった。

「……あ……っ」

「また隠すのか？」

　慌てた手が捕まり、万歳をさせられた。

「痩せて……骨ばかりだな」

　浮き出たあばらを舌でなぞられて、貧相な体がより貧相になってしまったことを知った。他の妻たちと比べて、僕はきっと一番酷い体だと思う。

　でもそんな僕を、ロイは本当に優しく愛撫する。

　腰を撫でて、おへそにキスをして、指の一本一本を口に含んだ。

　イベリスで、このベッドで、幾度となく抱かれた幸せな記憶が蘇り、僕の頭は甘く溶け始めた。

　と同時に、足の感触のことを思い出してしまう。何かがまだそこにくっついているように感じて気持ちが悪い。

「どうした、……足が気になっているようだが」

「……躓いて……」

「庭でか？」

　そう言われて、庭でのことまで思い出し、僕は顔を曇らせた。

「……子どもに、花を盗られたと侍女に聞いた。どんな子どもだった？　髪の色は？」

　見上げると、ロイの目は少し怒っていた。

　花は子どもにあげたから盗られたんじゃないと僕は説明した。子ども達が怒られるようなことになったらあんまりだと思った。

「足も、痛くない……」

　ロイがまだ何か言いたげな顔をしていたから、僕は続きをしたいとキスをせがんだ。

「は……っあ、あ」

　舌を絡めても、しばらく僕はまだごちゃごちゃ考えてしまっていた。僕は何を忘れてる。何を知らないフリしてる。まず頭が真っ赤になって……それで、暗い廊下が一瞬、昼間みたいに光った──。

　でもそのうちロイの魔力が体内を巡り、まず頭が、次に身体が言うことをきかなくなった。

「んあ……んっ──……」

　指に胸の突起をつまみ上げられて擦られて、もうそこからは止まらなかった。

　僕は夢中で彼に抱きついた。途中で誰かが来たのを、ロイが「もういい」と言って帰らせたのに気付いたけど、僕は喘ぐのを止められなかった。

「あ、あ、あ……あ、いい、気持ち、い……」

　局部を握られ、先に滲む液体を絡ませながら先端をいじられ、そこがさらに勃ちあがるのを感じ、快楽の海にずぶずぶ沈む。

「どうされたい」

　聞かれて咄嗟に「忘れたい」と思った。

　けれど「何を」と聞かれると困るから、そうは言わなかった。

「滅茶苦茶に……なりたい」

「……」

　笑われるかと思ったけれど、ロイは笑わなかった。

　片目を少し開けて伺い見た彼は、情事の最中にしては、寂しげだった。

　どうしてだろう、このところ彼はよくこんな顔をしている。彼はこんなではなかった。いつでも堂々として、自信に満ち溢れて……それが威圧的ですら、あって。

「ロイ・クラウス・アーダルベルト、様……」

「急になんだ……？」

「思い出した……初めて、会った、ときのこと……」

　岩の上で叫んでいた僕を、強い腕が引き上げた。死にかけていた僕を、見つけて、救って。

　それで……。

「あの頃は……良かったな。やり直すことが出来れば、きっと……」

　そこで言葉を切った彼は、僕の脚を折り曲げて開き、抗う間もなくその中心にねっとりと舌を這わせてから、その口内に含んだ。

「あ、それ……っ嫌……っ」

「我を忘れたいと言ったのは……お前だ」

「……駄目、駄目……」

　口では言うけれど、僕のそこは悦んで、腰がふわりと浮く。大きな手のひらに尻がやわらかく揉まれ、その指先がふと秘部をかすめてはくすぐった。

──入って、る……ナカ……、

　出し入れの度にくちゅくちゅと恥ずかしい音が鳴るのは、ロイが何か塗り付けた所為だと思いたい。先走りを垂れ流す半身や、触れられるだけで緩んで体液を滲ませる僕自分じゃないと思いたい。

「ン、ッ……あ……あ！」

　苦しいほどの快感に、体が支配される。

「──駄目…もう…あ……口、離して……辛い」

　ロイには何度も口淫されたと思うけど、これほど濃厚に続けられたことは多分無い。いくらなんでも、彼の口の中を汚せない。

「おねがい……お願いします」

「……」

　先端を彼がひと舐めしたから、離してくれたとほっとしたら根元を掴まれてしまった。

──え……これじゃ……いけない、し、苦し……。

　戸惑い見上げると、さっきまでの悲しそうな表情は消えて、獲物を狩る肉食獣のような瞳があった。弄られて緩んだそこに、逞しい下半身があてがわれる。ひゅっと息を吸う間にずぶりと侵入され、僕は体を波打たせた。

「……あ、ぁぁあああっ！」

「──……お前の体は、やはり最高だ」

「うそ、そんな、の、嘘だ……僕、やせて、みっともなく、て」

　声が途切れる程ベッドが大きく軋み、何度も腰を打ち付けられる。

「これで分からないのか？　お前がこうさせたんだ」

　擦られ穿たれる内壁はとろけて、僕は言葉にならぬ声を上げた。戒められた性器はもう、とうに限界を超えてどくどくと脈を刻んでいる。

　いいか、と聞かれて泣きながら頷いた。

　膨らんだ陰嚢が痛い。そこを触らないで欲しい。でももう、分からない。痛いのまで、気持ちいい。

「────……ぁあああーー！」

　押し寄せるような快感の波にさらわれて、体が何度も痙攣した。

　真っ白になって、何度も意識が飛びかける。それでもその行為は終わらずに、僕はロイにされるがままになって空を飛んでは堕ちた。

「律、……愛しい」

　果てる時、果てた後、ロイは僕を胸にかき抱くようにして囁いたけど、誰にでも言う台詞だと思えない程の切実さがあった。僕がロイに抱かれるのは「役割」だったとしても、僕が能力者だから大事にされるのだったとしても、僕はただ与えられたものを受け取って、この淫猥な幸福に浸っていたい。


　　


『律、律……』

　優しい声に、羽のように撫でられる。二人きりで、僕はロイの膝に乗せられ、緑の草原に座っていた。他には誰も居ない。青空が痛いほど眩しい。遠くで鳴く、竜の甲高い声が響いている。　

　僕は声が出なかった頃の僕に戻っていて、何も言えずにただ、彼の胸に顔を寄せていた。

『お前だけだ……』

──……本当？　……本当に？　もう、僕だけ……？

　頷くロイを見上げると、太陽が、閉じた瞼に染みた。それで、これは夢だと知った。

　もう少し幸せの中にいたくてそのままでいたら、布がこすれる音と同時にふわりと後ろから抱かれた。目が醒めても、夢と同じだ。

「おはよ……ございます」

「ああ、おはよう」

　ロイが、頭にキスしながら言う。

「律、気力は残っているか？　人手が必要なら、誰か来させるが」

　パーティーの準備のことを言っているのだと少しの間の後理解した僕は、シーツに広がった彼の長い髪に指を通しながら、できる限り自分でやりたいと返事をした。

　あちこち痛いところはあるけれど（特に脚の付け根とか腰とか）魔力は分けてもらったし、それ以外の理由でも、僕は随分元気になっていた。情事のさなか何度も耳元で囁かれた愛の言葉が後ろめたくも嬉くて、まだ耳の奥に残っている。

　唇が指でなぞられると、それはこちらを向けという合図だ。

　僕は体をひねって、それに応えた。

「……ん、ん……」

　重なり合う吐息に、悩ましい色合いが混ざりだす。

　僕は一度顔をそむけかけて、思い直して再び唇を寄せた。

　何度も深く口づけ合っていると、遠慮がちなノックの音がした。ロイは今の状態を少しも気にすることなくその人物を招き入れ、慌てた僕は彼の腕の中に真っ裸の体を隠した。

「クラウス様、礼拝のお時間です」

「何だ、もうそんな時間か……たまにはお前も行くか？」

「れい、はい……？」

「ヴォルテアの四神に祈りを捧げる儀式だ。毎朝、特段の事情が無ければ行われる……が、お前はいつも眠っているから、神殿に行くのは儀式以来だな」

　威圧的に立ち並ぶ巨大な石像のイメージが浮かんだ僕は、咄嗟に首を振って断ろうとした。でも、イベリスの皆の事を思って、行くことにした。


　　


　まだ涼しい朝の空気が満ちる神殿は、とても静かだ。そして、恐ろしいと思っていた四体の石像が投げ掛ける視線は、ぼんやり残った記憶のそれよりも、随分優しいものだった。跪き、荘厳に響く神官の声を聞きながら僕は彼との初めての時を思い出していた。僕は不安と無知で震えていた。戸惑いながら誓いの言葉を述べるのも「言わされている」ようで、その後恐怖のあまり彼を拒もうとして怒りに触れた。それから……それから、本当に色々なことがあった。

　僕の頭の中に、たくさんの光景が次々と浮かび上がってくる。リネラのレース編みの糸に繋がって、するすると。シュテトルでの乾いた朝。整然と並び見送る竜騎士達、青い空を飛ぶサレハルド──そして……糸の先に居るリネラ。器用に針を動かして、僕を知った目で見詰めている。

『律様、どうかされまして？』

──どうか神様、リネラを助けて。みんなを助けて。そして、そして……彼らの魂を。

　もう認めざるを得なかった。衛兵たちはきっと、死んだのだ。

　リネラ達がろくに話せないのも、他の二人も眠ってるのじゃない。僕の所為で、ああなった。

──どうか、どうか……。

　僕は涙をこらえながら、かつて必死で覚えたこの世界の祈りの言葉を声に出した。

『慈悲の神よ、優しき御手が共にありますように』

　ロイが、涼しい瞳で僕を見た。

　間違えたかとどきりとすると、彼も僕と同じことを言ってくれた。

　神殿はシャツ一枚では肌寒いくらいなのに、心が温かい。

──僕は、この人が……好きだ。

「……ごめんなさい」

　連れ立って回廊を戻りながら、僕は彼に謝った。

「最初……嫌がって」

　彼の目は切れ長で、色は言うに及ばず形も綺麗だ。

　その目が丸くなるのを、初めて見た。

「──は……ははは…っ」

　高らかに声を上げて笑う、理由が分からなくてきょとんとする。

　礼拝に付き添う神官たちも、僕と同じだった。一体主はどうしたのだろうと、困惑顔を見合わせている。

　ふと、ロイが真顔に戻った。

「……ああ、そうだ……リネラから伝言を預かっていたのだった」

「──リネラから？」

「パーティーの料理についてだ。薬草園の主人の好物を聞いた。それから……お前が薬草園でまた働けるように手配してくれとも頼まれた」

──……！

　リネラのレース編みの先には、薬草園での日々もあった。初めて与えられた「仕事」と「報酬」が嬉しくて、その場所に居る自分が好きだった。

　僕の表情が華やいだのを見た彼は、けれど少し眉根を寄せて厳しい顔になった。

「しかし、残念だがイベリスには戻せない。結界を張ったから行こうとしても行けぬ。サレハと行くこと、それ以外の護衛も伴うこと……これらの決まりを全て守れるなら、という条件つきだ」

　信じられない思いで何度も頷いた。どんな条件をつけられても嬉しいに決まっている。僕は跳ねるようにして、回廊をロイと並んで戻った。

　取り囲む庭で、花が揺れている。

　大きく開いた天井から差し込む光がまぶしい。

「せっかくの晴天だ。こちらを通ろう」

　彼に手を取られ、さっきよりもっと明くなったそこを横切ってゆき、その後パーティーの準備に取り掛かった。頼んでいないはずなのに、アスランがたくさんの人を連れて来た。皆きびきびと立ち働き、瞬く間に部屋が花畑のようになる。部屋の一番目立つ所にイベリスが活けられた大きな壺が置かれるのを見て、無くなったはずなのにどうしたのかとチーベルに尋ねると、傷だらけの手を誇らしげに見せてくれた。僕達が礼拝に行く間に、藪を掻き分けて採ってきてくれたのだ。

「ここに来たての頃、随分リネラさんにお世話になったんです。私、こう見えて結構ドジなんです……でも失敗しないように、さりげなく助けてくださいました……今回、律様のお世話役を探していると言われて、一番に手を挙げました！」

「……そうなんだ……」

　こう見えてドジ、の所で若干の引っ掛かりを感じつつ、僕は微笑みを返す。

　チーベルはさあ、と手を打って腕まくりをした。

「次はメニュー作りですわよ！　招待主が書いて、それをぱぱっと魔力で複製するのが良いと思います。サラから案を受け取っていますから、それを元に書き写してまいりましょ！　少し絵や模様と添えるとぐっと映えてよろしいかと！」

　透かし模様のある綺麗な紙を差し出された僕は、困ってうーんと唸る。

　字は元々苦手だし、随分勉強をさぼったから怪しい事この上ない。さらに、絵……。

「とても無理だよ……チーベル、かいてくれない？」

　けれどチーベルは、細長い体を丸めて小さくなった。

「……その……こう見えて私、字も絵もとても不得手なんです……リネラさんに見られたら、怒られてしまう」

「そうなんだ……じゃあ……」

　僕がきょろきょろ周りを見回すと、アスランと何事かを話しているロイが目に入った。

「ロイに書いてもらおう。とても上手だから。絵は知らないけど、ロイが書く字は絵みたいに綺麗だから、それで十分だよ」

「あら、上手な方をご存じですの。それならそのロイさんとやらに頼みましょ。適材適所、リネラさんが良くおっしゃってましたわ！」

　紙を持ったチーベルが「ロイさーん、どこですかー！」と声を張り上げた。あっと思った時は、もう遅かった。

「ところでロイさんとやらはどこの下働きの方ですの？　聞かない名前ですわね」

「……チーベル！　待って……ロイは下働きじゃなくてね！」

　また僕にしても、こんな時に限ってやたらと声が通ってしまい、血相を変えたアスランが駆け寄って来た。

「君……なんということを……！　気安く呼ぶものではない……！」

　その声も通って、一部始終聞こえていたらしいロイは、声を上げて笑った。

「構わない、チーベル……紙を寄こせ」

「え……クラウス様……？」

　まだ事態が飲み込めていないチーベルは、手を差し出すロイの前で呆然と立ち尽くしている。

「あの……これはメニューで……ロイさんという、字の上手な下働きに……っ、うむっ！」

　アスランが咄嗟にチーベルの口を塞いだ。僕は苦笑いで、ロイはといえば、

「是非覚えていてくれ。私のファーストネームはロイだ」

　悠然と二枚の紙を受け取った。一枚はサラが書いたメニュー案。もう一枚は、チーベルが用意した、植物の繊維と花びらをすきこんだ、とても綺麗な紙。

「書き写せば良いのだな」

　ようやく理解した彼女は腰を抜かしてへなへなと座り込み、変な声を出した。

「……あわああああ……！　リネラさんに、怒られちゃうう……！　お願い、内緒に、内緒にしてくださいな……！」

　申し訳なかったけどとてもおかしくて、僕はお腹がよじれるぐらい笑った。ロイも、アスランもそこに居た人も、全員苦笑いだったけど笑ってた。

　それから僕とロイはメニューを一緒に考えた。前菜は新鮮な野菜と果物のサラダ、食べられる花を飾りに使い、暖かく煮詰めたソースを食べる直前にかける。それから綺麗な水にしか住めない僕の世界で言う鮎みたいな生き物のパテのゼリー寄せ。たくさんの「ふわふわパン」と、「おにぎり」そして、メインディッシュはティケットの香草焼きだ。

　決まったそれらを、流れるような文字で、ロイが書いていく。

　僕は組んだ手に顎を載せて、その様子を眺めていた。

「上手だね……」　

　僕の呟きに、クラウスは微笑みで応えてくれた。

　自分だけが幸せで泣きたくなった。このたくさんのご馳走を、食べられない人が居る。呼べない人が居る。

　それでも僕はパーティーをしたかった。これは決してお祝いじゃない。謝罪と──弔いだ。

　僕の為に傷つき、命を落とした人への。身体の自由を失って尚、僕を励まそうとしてくれている人への。

「律、どうだろう」

　僕は心の底からの感謝を持って、ロイに、手伝ってくれた皆にお礼を言った。「どうもありがとうございます」と。

「ごめんなさい」は言わずに、胸の奥にしまっておいた。


　　


　　+++


　　


「娘よ、喜べ……！」

　球体に近い顔に満面の笑みを浮かべ、ぶくぶくと太った身体の後ろから、アーダルベルト守護領から戻った従者が姿を現した。

　彼が得意顔で宝物を見せるように開いた小箱には、冷たく硬直し、血がこびりついた耳が入っていた。金の耳飾りは、外されている。

「……そんな……嘘よ……」

　娘が喜ばなかったことに、父──マルドゥスは驚きうろたえた。

「どうしたのだ愛しいトゥーレーヴェ、私の蝶……残忍な男にもがれた羽が戻って来たのだぞ……嬉しくは無いのか」

　答える代わりに、使者にグラスを投げつけた。

　彼の茶色の髪に濃い赤い色の果実酒がかかり、血のように見えた。

「何故……何故お前だけなの……！　あの男は、クラウスはどうしたのよ！」

　トゥーレーヴェは、金色の髪を振り乱し、あたりのものを手当たり次第に二人に投げつけた。

　黄金の水差しが空を切って飛び、けたたましい金音を立てて磨き抜かれた床を転がる。


　　


　解毒薬を一人分にすることを提案したのは彼女だった。クラウスはきっと人数分の解毒薬と引き換えでなければ耳を渡さないと考え、その時はこう言えと彼女は使者に伝えていた。

「人数分の薬が欲しければ、ヴォルテア王国に取りに来い」

　ところが、使者がそれを伝えるまでもなく、クラウスはあっさり小箱を手渡したと言う。

「トゥーレーヴェ様を慮ってのことでしょう……おそらく後悔を……」

　顔を拭き拭き説明する使者は、彼女の憤怒の表情に跳ね上がり逃げるように立ち去った。

　彼女の中に、新たな憎悪の炎がともった。

　それは、自分に最後まで冷たい視線しか向けなかった夫への、憎悪だった。　

──許さない……ロイ・クラウス・アーダルベルト……。

　彼女は色が変わり硬直した、自身の耳朶をつまみあげて言った。

「お父様……おじさまに、ヴォルテア王に会わせて……！」

　マルドゥスは、そんなことより早く耳を元に戻そう、と包帯代わりの金糸で編まれた布で覆われた彼女の頭部を見た。けれどトゥーレーヴェはそれよりも先に王に会いたいと強く主張した。

　父は戸惑いながらも、王宮に使いをやった。そして娘を伴い王宮に上がった。


　　


　　+++


　　


「……何用だ」

　クラウスに離縁された経緯を事細かく聞かされたヴォルテア王・ジナーフは、難しい顔で黄金の玉座からトゥーレーヴェを見下ろした。彼女は美しく着飾らず、わざと簡素なドレスを用意させて身に纏っている。それを見た彼は思った。小賢しい、と。


　　


　有能な、しかし一方で目触りでもあるクラウスを手駒として飼っておくために、王国一の美女として名が通っていたトゥーレーヴェを嫁がせた。なのに役に立つどころか不祥事を起こして離縁されたことを、王は苦々しく思っていた。

「余の顔に泥を塗りおって。よくも前に出てこられたものだな」

「おじ様……！」

　彼女は王に跪き、懇願するように言った。

「……わたくしは、間違っておりました……！　けれど、耳を失い、愛する子を取り上げられ、このままでは生き地獄でございます……！」

「ふん。耳は戻っているのであろう。先刻マルドゥスから聞き及んでおるわ……なんならその身の愚かしさを覚えておくためにそのままでいるがよい」

　マルドゥスが駆け出て、娘を守るように手を広げた。

「何と……お冷たい事を……！　娘は惑わされただけなのです……！　下層民に辱められたうえ、追い出されるよう仕向けられたのです」

　ジナーフは、浅黒い自身の頬を指一本で掻き、つまらなそうな顔をした。

「下層民か……クラウスが妻にしたとかいう異世界人のことだな。そうとも言えぬぞ。存外彼らは役に立つのだ……クラウスが目を掛ける異世界人は、シンメトリーなのだろう？　シンメトリーの能力は希少……且つ美しい姿をしているのが通常だ。お前はただ妬いたのだろう。甚だしく下らん」

　風向きが悪いと判断したトゥーレーヴェは、しかし諦めなかった。酷く気は進まなかったが、最後の手を使うことにした。

「……おじ様……おじ様はいつでも、利益には利益で応えると仰っておりましたわね」

「ああそうだ。お前がクラウスに嫁ぐことで得た利益を、マルドゥスに地位として与えたのだ。それを悪用して世界同盟の禁さえ破るとは……裁かれないだけありがたく思え」

「それはありがたく存じております……ではわたくしが、おじ様に新たな利益をもたらせばどうですの……？　おじ様もわたくしに利益で応えてくださいますか？」

　白と黒のコントラストがはっきりした瞳が、トゥーレーヴェに向けられた。

「その利益とやら、申してみよ」

「……南方民族へ嫁ぐ女は決まりまして？」

「アドゥ・アシーファの件か。既に相当やっているのだがな、まだ足りぬと言う……色欲の強い魔王だ」

「おじ様……！」

　トゥーレーヴェは殊勝に縮めていた体をのびやかに動かした。女性らしい魅力の詰まった凹凸のある肢体を見せつけるようにして、金に輝く髪を揺する。

「私が参りますわ」

　ジナーフは眉をぴくりと動かし、マルドゥスは悲鳴を上げた。また縋りついてこようとする父を跳ねのけ、彼女は王座に歩み寄る。

「いかがですの」

「……悪くない。黒蜥蜴は金を好む」

「では、わたくしのお願いを聞いて下さいますわね」

　彼は接見が始まって初めて、愉し気に口角を上げた。

「良かろう……何が望みだ」

　トゥーレーヴェは可能な限り美しく見える表情を作り、微笑んだ。

「──あの気取った男……クラウスの失脚ですわ……あの男から全てを奪って下さいな」

「……ハハ！」

　ジナーフは、天を仰いで高笑いをした。

　そしてそのまま、暫く笑い続けた。

「面白い……」

　ジナーフは大きく足を組み替えた。彼が好んで素足に履くサンダルの、瀟洒な飾りがサラサラと音を立てる。

「トゥーレーヴェ、しかし聞き入れられぬな……何故私がお前ごときのために優秀な部下を失わねばならんのだ。第一クラウスを放逐してみよ……こちらの首が危ないわ。余は確かに退屈している、しかし命を掛ける程ではない」

「なっ……！」

　マルドゥスとトゥーレーヴェは、同じ顔で絶句した。よくよく見てみれば、二人の顔は大きさの違いはあれども、良く似ていた。

「我々は王の血族なのですぞ……！　それを、ごとき、とは……！」

　王に掴みかからんばかりになったマルドゥスは、ジナーフがすうと差しだした指の一本で吹き飛ばされた。球のように何度か転がる丸い男を見て、ジナーフは喉の奥で醜悪だと笑った。

「──マルドゥス。血の繋がりを私に訴えるとは、愉快な男だ……」

　余の出自を知っておろう──纏った衣の胸元から覗く入れ墨は、腕まで繋がった宇宙を表す刻印だ。その刻印と、ヴォルテア王家に関りはない。それは彼が青年期迄を過ごした集落の慣習によるものだった。

　ジナーフは後宮に住まう正当な妃の子では無い。彼の浅黒い肌は前王が王宮内で密かに囲っていた愛妾であった母譲りである。だが彼が持つ特殊能力は、前王に仕える魔道士が持っていたものと同様だった。特殊能力は遺伝しないと言われている。しかし、彼の母親がひそかに魔道士と通じていたとの噂は王宮を出て城下に迄広がり、それを良しとしなかった前王が母親と魔道士を処刑し、子どもだったジナーフも同じ運命を辿るところを、不憫に思った彼の乳母により、辺境部族の長へ預けられたのだ。


　　


　そんな彼が前王が急逝した際に、出自を噂されながらも王座につくことが出来た理由は二つある。一つは彼が凄まじい魔力と戦闘力をもってして、数々の戦功をあげ、当時は世界同盟に属する一国家に過ぎなかったヴォルテア王国に多大なる利益をもたらし大国にしたこと。もう一つは、他に王位継承者が居なかったことだ。その死因は様々であったが、前王の血を引く後宮生まれの「正統な」子たちは皆死に絶えていた。

　結局彼は王の血を引くものとして即位したが、王国の者は皆確信している。

　ジナーフが王位継承者を死に至らしめ、前王の息の根さえ止めたのだということを。

　それでも誰も彼に異を唱えないのは、彼の功績によりヴォルテア王国が類を見ない速度で繁栄を遂げたからだ。王都には物資と情報が溢れ、飢えや貧困に苦しむ者はどこにもいない。

　何より圧倒的な国民の支持が、ジナーフにはあった。数々の戦果と共に凱旋する褐色の肌に派手な入れ墨をしたジナーフの魅力は、国民の耳目を集めに集めた。母を処刑され王宮を追われた不遇な身の上であったにも関わらず、献身的に国の為に戦い富をもたらした彼こそ王であると、世論が即位を強く後押ししたのだ。


　　


　ジナーフはやおら立ち上がり、マルドゥスと娘の前に立った。王の鍛錬を怠らぬ肉体は引き締まり逞しくはあるが、それほど大きくは無い。けれど二人には巨人程の重圧があるように思われた。彼は明らかに正当な王家の血統とは違う──けれど異国の気配を宿した整った顔に、再び皮肉な笑みを浮かべた。

「トゥーレーヴェ、あの鱗の魔物を籠絡し、同盟成立を成す道筋をつけて来い。その時また話を聞いてやる」

「……承知、致しました……」

　目をぎらつかせるトゥーレーヴェにジナーフは苦笑し、南方民族の長アドゥ・アシーファとトゥーレーヴェの縁談を進めるよう側近に伝えた。

「……」

　二人を下がらせた後、王座の手すりを撫でながら、彼は笑った。

──さて、面白くなって来た。クラウスを追い落とさんとする輩がまた来たか……あの男も短い間に随分敵を増やしたものだ……私は、嫌いではないがな。

「だが、可愛げは無い」

　ジナーフは誰にとはなしに呟き、王の象徴である、華やかで緩やかな上衣を脱ぎ捨てた。金糸と銀糸が織り込まれたその上衣を踏みつけんばかりに歩き出す彼の足元から、慌てたように侍従の一人が拾い上げ胸に抱く。純白の、寝間着とさほど違わぬ姿で王の間を出んとする彼に付き従おうと集まった侍従に、ジナーフは面倒そうに言った。

「いちいち来るな」

「どちらへ……後宮でございますか……？」

「出かける。用が済めば戻る」

「お、王……今は同盟締結の大事な局面です。王都を離れることは望ましくありません……！　王の不在が知れれば、アドゥ・アシーファがいつ国境を侵さんとも……！」

「だから……そっと行くのだ。同盟の件はトゥーレーヴェが時間を稼ぐだろう……中々の野心家だ」

「ジナーフ様……！」

　侍従長の叫び声は広大な広間に反響したがすぐに消えた。諦めたのだ。

──王は一度言い出すと考えを変えない……。

　侍従達は首を振りながら、自分たちの持ち場に戻って行った。これから彼らは、王の不在を隠す手段を講じるために、東奔西走する。


　　


　

　一人になったジナーフは、小さな城程の彼専用の格納庫まで行き、その扉を開けさせた。中には魔石を動力として飛翔する船が鎮座している。軍事用では無い為小ぶりではあるが、その佇まいは十二分に立派だ。

「王……！」

　中で整備をしていた男達が突然現れた王に慌てふためいた様子で整列する。ジナーフは責任者に何時間後に飛べるかと尋ねた。そしてぴったりその時間が経過した後、再び現れた。彼は一人身軽に浮遊船に飛び乗り、駆動部に鎮座する魔石に触れた。まばゆい光が彼の瞳に降り注いだが、眩しそうなそぶりはみせず、ただその輝きを眺めていた。

「素晴らしい石だ。やはりアーダルベルト鉱山が産出する石は純度が違う……」

「ジナーフ様！」

　騒々しく駆け寄る侍従達を蹴散らしながら船は前進し、浮かび上がった。

「どうか……！　行き先だけでもお聞かせ下さいませぬか……！」　

　王は小さくなっていく地上の者達に向けて聞こえぬように呟いた。

「行き先は……竜の棲み家だ」


　　


　　+++


　　


　

　日が暮れてから、パーティーが始まった。

　サロンは準備万端で、花で溢れている。

　長い間殺風景だった部屋は、生まれ変わったように賑やかだ。

　

　まずやってきたのはティベットだった。彼もまた、生まれ変わったようだった。髭をさっぱりと剃り、髪も後ろにしっかり梳かしつけている。服にも靴にも、泥ひとつついていない。花束を抱えてキョロキョロする彼の元に、僕は走った。

「ティベットさん、いらっしゃい……！　リネラの席はここだよ！　ここに花を置いておいたらどうかな？」

　リネラのための長椅子を示すと、背後にあった窓がばかん、と外から押し開けられて緑の大きな顔が飛び出した。

──あ……！

　僕は目を見開いて、その首に飛び付いた。

「サレハ……っ！」

　鱗がざらざらするのも構わず、僕はその顔に頬ずりをした。でもサレハから聞こえるのは荒い鼻息だけだ。

「何だよ……もう。ふうふう言ってさ……運動不足なんじゃないの」

「律……久しぶりだな」　

　後ろから声を掛けられて、我に返った僕はティベットにきちんと挨拶をした。

「……ティベットさん、サレハに乗ってきたんだね」

　見れば、彼の目に涙が浮かんでいた。

「……声が、本当に戻っとる……ムーロから聞いてはおったが……」

　そうだ、あの日以来彼に会うのは初めてだった。そしてあの日、薬草園の仕事が休みだと言いに来た彼に挨拶をしなかったことも思い出した。そのことを謝る僕を、ティベットがぎゅっと抱き締めた。謝るのはこっちだと、彼は涙交じりで鼻をすする。

「俺は、あの雨の日街にいた……元気が無いお前さんに何か買ってやろうとして、いなかった……もしいれば、あんな、あんなひどいことには……っ」

　声を詰まらせたティベットに続くように、低いうなり声が上がった。

『サレハも……とおくにいた……りつのこえ、きこえなかった……』

　サレハは歯をカチカチ鳴らし、ティベットは目頭を手で覆ってうなだれている。

　どうしたらいいのかと僕が二人の間で右往左往していると、コホン、と小さな咳払いが聞こえた。

「い……け、ません」

　繊細な、車いすのような車輪付きの椅子に腰かけたリネラが怖い顔をしていた。

「パーティーなのにしめっぽい、とリネラさんがおっしゃってますわ」

　押しているチーベルが翻訳をして、僕がどういう仕組みかと尋ねると、これまでの鍛錬でリネラが考えていることは顔を見れば大抵分かるようになったそうだ。

「怒っている時はこう、注意する直前はこう、それから……」

　彼女の顔真似は全部微妙に違う怖い顔だった。だけど、なんとなく伝わる。

　まず、サレハが例の音を出して笑った。それを見たティベットが、何かを言い聞かせるように一つ頷いてから笑顔になった。そしてリネラに歩み寄り、花束を掲げるようにしてから膝に乗せた。

「生きていてくれて、本当によかった……」

　その時リネラの顔に浮かんだのは、少しの強張りもない、自然で、綺麗な笑顔だった。


　　


　

　ティベットは王子様のように跪いて許可を取ると、リネラの体を抱き上げ、壊れ物を扱うようにそっと長椅子に横たえた。会話を通訳をすると張り切って首を伸ばすサレハを断り、たどたどしいリネラの言葉に耳を傾けている。しばらく二人きりにしようと、僕は不服げにしているサレハを誘ってテラスに出た。

「綺麗だね……星がいっぱい」

　二人から伝わって来た愛情にうっとりしている僕に、サレハは乱暴な鼻息で返事をした。

『サレハがかわりにしゃべってやったほうがはやいのに。なんでだめなんだ』

「……ほんっとに分かってないな……気遣いが無さ過ぎるよ。自分たちだけで話したいんだって」

『リネラはちゃんとはなせない』

「あのさあ……そういう問題じゃなくて……あ、さてはサレハ、恋人いないだろ？」

　突然サレハが『ぐわ』みたいな変な音を出した。

「え？　なに？　おなかすいた？」

『ちがう……！　きづかいがないのは、りつのほうだ』

　サレハはのしのし僕の部屋に足を踏み入れて、止める間も無く磨かれた床に泥の爪跡をつけた。

　そして果実酒が入った大きな樽に顔ごと突っ込んで、豪快に飲み始めた。その勢いであちこちにお酒が飛び散って、僕の服まで濡れた。

「わっ……！　お前まだ子ども……！　じゃないか、百歳だっけ……？」

『そうだ……。サレハは、ひゃくねんいきて……まだだれともつがいになれてない……竜は、おんなが、すくない……にんげんと、ぎゃく……』

　ごくりと喉を鳴らした後、悲しげに一声叫ぶとまた樽に首を突っ込んで、とうとう倒してしまった。慌てて樽を起こしたけれど、既に中は空っぽで、サレハは床に広がった分までしつこく舐めるようにして飲んだ。

「あー……ああ……なんてことするんだよ……リネラに怒られるよ……！　皆のなのに……！」

『りつは、いじわるだ、じぶんが、けっこん、してるからって……』

「そう言うけど、僕だって結構辛い立場なんだよ？　ロイにはたくさん奥さんがいるんだからさ」

　とろんとしてきたサレハの目を覗きこんで諭していると、開いたままだった窓が突風でガタガタ激しく揺れた。

『──下品な竜だ』

　サレハと同じ響きを持ち、サレハよりずっと凛とした声と共に、大きなものが灯りを遮り、僕に影を落とした。

「……ラ、ラド……」

──ってことは……。

「遅くなった」

　ラドの頭を飛び越えて、ロイが部屋に足を踏み入れた。ひらりと翻るマントと長い髪が嘘みたいに格好良い。僕は嬉しくて笑顔で迎えたけれど、ロイは眉をひそめていた。彼の視線の先には、お酒まみれで樽が転がった、散らかり放題の僕の部屋があった。

「なんだ、これは……？」

「あ、これは……ちょっと、僕がつまづいて」

『──どうせそこの品の無い緑竜がまき散らしたのだ。おおかた繁殖に失敗したというところか……愚か者め』

　サレハはまた鳴いたけど、今度はだいぶしょぼくれた『ぐわ……』だった。僕が主人らしく気遣いが無いと抗議すると、熱い鼻息で吹き飛ばされた。床にこけそうになったところを、ロイが抱きとめてくれる。

「止せ、ラドルファス……名を落とすような真似をするな」

　その言葉にラドは小さく呻いて、牙を剥いた。

『貴様ら……身の程を知れ』

　かちんと来て言い返そうとすると、ラドが赤い翼を広げて何度も大きく羽ばたいた。そして、突風に首をすくめているうちに、飛び去ってしまった。

　風が止んだ室内は、さっきよりもメチャクチャだ。敷物はよれてめくれ、タペストリーは斜めになってゆらゆら揺れている。

「──ラドって、なんであんな偉そうなのかな」

　口を尖らせた僕に、ロイが自身の乱れた髪を直しながら取りなすように言った。

「実際に偉いからだろう。赤竜が吐く魔焔は水では消えない。街一つを焼き尽くすのに一晩掛からないのだから、騎士団が束になるよりもまだ強い……その赤竜の王だからな」

　それを聞いた僕は見直した。ラドをではない。そんなラドを従えている彼をだ。

「……ロイは、すごいね」

「そんなことは無い。至らない所だらけだ……特に、お前が来てからは」

　僕の肩に置かれていた手が体に絡まってきた。伝わる体温に胸が一気に高鳴る。今日も彼が傍にいてくれていることが、心強くて──嬉しい。

──あなたが、好きだよ。

　気持ちをこめて見上げると、顎に手が添えられた。

　僕はそっと瞳を閉じて、その時を待つ。

　唇が重なろうか……という正にその時、何かが僕の足に激突した。

「イテッ……何？　樽？」

　はっとして見ると、サレハがわざとらしく尻尾をバタンバタンと振って地面を打っている。

「何してんだよ……酔っ払い……」

　知らんぷりをするサレハの棘をつまみあげてやろうと駆け寄ると、丸い目が潤んでいたから止めた。

『なかよく……するな……きづかいが、ない……』

「あ……ああ……ごめん……いい子が、見つかるといいね……」

『みつからない……みんなあいてがいる……』

　怪訝な顔のクラウスに見守られながら、ちょっとめんどくさくなっているサレハをなだめていると、たくさんの大皿を抱えたサラが調理場の人々を引き連れてやって来た。相変わらずふくよかで、頬がつやつやと輝いている。元気そうな姿が嬉しかった。

「──サラ……！」

「律様！　お久しぶりですねえ！　さあ、どんどん運びますよ……！　ティケットの香草焼きは少々お待ちくださいましね……！　ムーロさんも好きだったのに……来られなくて残念」

　そう言われてようやく、ムーロの不在に気が付いた。

　最近の僕は視野が狭い。とんでもない恩知らずだ。

「どうしたんだろう。招待したのに……」

　クラウスはちょっと難しい顔になって一言、都合が悪くなったと言った。僕が理由をしつこく聞くと、本当は寝込んでしまったのだと根負けしたように答えてくれた。

「僕を治したから？」

「それだけではない」

　もうおおよそ分かっているだろうが、とクラウスは前置きをしてから、リネラ達はただ眠っているのではない、と言った。

「毒……」

「そうだ」

　そして、飲んでしまった毒と解毒薬の話を始めた。少ししか手に入らなかった薬を増やそうと、ムーロは食事もろくに摂らずに不眠不休で研究を続けていた。そしてようやく成分が分かってさあ素材を揃えようとした時、最も重要な素材が手に入らないものだと分かり──その途端に、倒れてしまったのだそうだ。

「手に入らない素材って、どんな……？」

「……解毒に必要な素材とは、件の神経毒を含んだ植物そのものだ。王都の研究機関のみが保有しており、持ち出すことはできない」

「……王、都……」

　アスランがツテを辿って、入手を試みているとクラウスは言った。それなら大丈夫だと笑い返したけれど、内心は不安な気持ちでいっぱいだった。もし手に入らなかったら、一生、リネラは不自由なままで、二人は眠り続けたまま……。


　　


　楽師が演奏を始め、サロンから明るく軽快な音が溢れだした。すぐさま反応したサレハは、サラの後についてのそのそ歩いて行った。

　その姿を扉の向こうに見送ってから、僕はおそるおそるクラウスに尋ねた。

「……イベリスの……あの夜のことを、教えてもらえませんか」

　いつも揺らがない彼の肩が、一瞬ぴくりと震えた気がした。

「知らなくていい」

「……知りたい……知らなくちゃいけない。あの人たちは……リネラ達に毒を飲ませて、僕を襲ったあの人たちは処罰されたって……どう、なったんですか」　

「メクネスが殺した」

　あまりにもあっさり言われて、僕は息を飲んだ。そして、もう分かっていることを、確認した。

　真実を知っても決して泣くまいと、拳をぎゅっと、握りしめて。

「……じゃあ、アンジーと、エヴァンズは……？　他の、衛兵さんたちは……？」

　ロイは「国に、」といつか僕に告げた嘘をまた言いかけた。けれど視線が僕と合い、小さく首を振って吐息した。

「済まない……あの時のお前にはとても言えなかった。彼らは侵入者に殺された。しかし、彼らのこともリネラ達のことも、決してお前の所為ではない」

　ロイは本気で言っているようだった。でも、とてもそうとは思えなかった。何故なら、彼らは僕を狙っていた。彼らの目的は、僕からシンメトリーの能力を奪うことだった。そして、不要になった僕を、城から去らせること……。

「……僕がこの世界に来なければ……あの人たち、死ななかった……僕の、所為だ」

　ロイは、長いため息をつき、黙りこむ僕の肩を抱いた。

「彼らは皆、剣を抜いた姿で息絶えていたそうだ……あの毒は猛毒だ…・…それに侵されてなお、任務を……お前を護ろうとした勇敢な魂だ。神の元で癒され、安らかに眠っていることだろう」

　僕の喉が、変な音を立てて上下した。頭で分かったつもりではいても、死を明言されたことが想像以上に胸を刺した。体が裂かれるように痛い。でも、もうどうにもできない。ロイの言う通りだ。死んだ人は戻らない。僕は知っている。よく……知っている。

「……律」

　強く握りしめた僕の手を、ロイがそっと取った。

「そのように強く爪を立てては、怪我をしてしまう……その手を開け。そして俺の頬を打つがいい」

──え……？

「そ……そんなこと」

「いや、そうする権利がお前にはある。リネラにも、今も苦しんでいる侍女達にも……勇敢な彼らにも。俺は領主だ。領民を護るのは主の勤めだ……誰が咎人がと言うなら、俺だ。企てを事前に防げなかった。それでもまだお前が原因だというなら、なおのこと俺に罪がある。何故ならそのお前を連れて来たのは俺だからな。放っておけば、お前はラドに食われて死んでいた。そして彼らが生きていた可能性は高い」

　やれ、と言われて僕は、目覚めてすぐ、錯乱してロイに激しく詰め寄った自分を思い出した。だけど、あの時とは意味が違う。僕は激しく首を振った。

「でき、ない……」

「なら祈れ。死者に対しては祈ることしかできない」

　僕は再び黙り、頷いた。その通りだった。いくら悔やんでも、失われた命は戻らない。ただ、安らかにと……そして、感謝と謝罪を続けるしかできないのだ。

　皆……ありがとう……ありがとう──ごめんなさい。

　僕は目を拭い、ロイは僕を抱きしめる。そしてポン、と背を叩く。

「さあ、主役がいつまでも不在ではいけない……皆が待っている……笑顔のお前を」

　背中に手を添えられ、僕はサロンへ戻った。室内ではチーベルと、知らない侍女たちが楽師の音楽に合わせてスカートを翻してダンスをしていた。いつでも笑っているような彼女の顔は一段と明るく、くるくるした茶色い髪も一緒に跳ねている。

「律様！　一緒に踊りましょ！」

　僕は単純に、その姿に慰められた。さすがに踊るのは無理だから、手拍子で参加した。

　リネラはティベットの傍で、半分呆れたような、でも楽しそうな表情を浮かべている。

　サラは音楽に合わせて大きな体を揺らし、目がほとんど閉じかけのサレハはパンを次々と吸い込むように平らげている。

「……素敵だな……」

　哀しいけれど、素晴らしい光景だった。「みんなにいて欲しかった」その言葉を飲みこんで、僕はロイにパーティーのお礼を言った。けれどロイは窓を見やり、小さなため息をついた。

「……こんなことは大したことではない。それより、もう一人の客は間に合わなかったようだな。急すぎたか」

「え？　他に……？　誰……？」

「まあそのうち会えるだろう」

　首を傾げた時、足早にやってきたアスランがそっとクラウスに耳打ちをした。眉間が狭まり、金の瞳が一瞬、赤色に点滅したように見えた。

「……何だと……？」

「いかが致しましょうか……」

「出迎える……より仕方がなかろう」

　聞こえたのはそれだけだった。彼はまた後でと僕の頭に軽くキスをして、背を向けた時にはもう緊張感を漲らせた領主の横顔に変わっていた。

「──あ、あの……今晩、一緒に眠れますか……？」

　僕は慌てて背中に駆け寄った。アスランの視線を気にする余裕はない。今夜は絶対、一人で居たくない。

「ああ、起こさぬよう、そっと部屋に入るようにする」

「……起こして。寝ていても、必ず起こして欲しい」

　僕の訴えに、ロイはもう一度、笑顔を作り直して頷いてくれた。

「分かった。部屋で大人しく待っていろ」

　その言葉に安堵して、僕は小さく手を振り、パーティーの輪の中に戻った。

　そしてロイの不在で冷たくなりそうな胸をごまかすように、皆と一緒に笑って、歌を歌った。


    
        
宴の後


　　


　　　


──ロイ……？

　シーツの上を探ったけれど、何にも手が触れない。

──いない……。

　体をがばっと起こし、月明かりだけの部屋を見回す。

　魔石の色は殆ど真っ黒だ。もう夜更けなのに、ロイの姿がどこにも無い。

　タペストリーに描かれた獣たちがまっすぐ僕を見ている。ベッドを抜け出してテラスを見れば、赤い敷物の上で目をゆったりと閉じたサレハがとぐろを巻いていた。ちょっと顔が赤らんで見えるのは、気のせいだろうか。

「チーベルは……」

　遠慮がちに控えの間をノックしてみたけれど、気配はあっても起きる様子はまるでない。彼女も随分飲んでいたから、ぐっすり眠っているのだろう。

　扉が開いたままのサロンには花だけが残り、さっきまでの賑やかさが嘘みたいだ。

　急に不安になった僕は、そうっと扉を開けた。

「……」

　こんな夜更けに部屋から出たことがない僕は、まず廊下の暗さに怯んだ。点々と連なる灯りはぼんやりと頼りなく、どこまでも永遠に続いているようだ。なんだか、怖い夢を見ている気分になる。思えばここを一人で歩くのだって初めてだった。いつも誰に連れられて、行先は、決められていて。

　扉の横を通り過ぎるたび、そこが妻のうちの誰かの部屋で、そこにロイがいるんじゃないかと扉に耳をくっつけたくなった。そしてそんな衝動にかられる自分に寒気がした。ロイは言った。もう僕の所以外には行かないって。言った……言ったのに──いない。

──ロイ……どこ……。

　僕は寝巻き姿のままでふらふら歩いた。周りに聞こえそうな程、心臓が大きな音を立てている。角を曲がるたびに不安が増殖して、僕の胸の空間を埋めて行く。どれほど広いかも分からないルサ・メナをあてども無く歩き、ロイはこっち側にはいないのかもしれないと諦めかけた時、回廊の一部が、ぼうっと光っていることに気がついた。それは中庭に向かって解放されたところで、つまり、光の「元」は中庭だ。

──……なん、だろ……？

　吸い寄せられるように中庭に出て近付いてみれば、光っているのは船みたいな形の大きな物だった。たくさんの木をなぎ倒し、花を押しつぶした状態でそこにある。光り方がエル・メナと同じだから、きっと、魔石で出来ているのだろう。　

「……」　

　それにそっと手を伸ばした時、背後で草を踏む音がした。

『──誰だ』

「……！」

　びくんとして振り返った先には、見知らぬ男性が立っていた。といっても、こちら側が明るいせいで、不思議に揺れる輪郭しか見えない。逆に言うと、あっちから僕の姿は丸見えだろう。

『誰かと尋ねている』

「……」

　棒立ちになっている僕に、その人が歩み寄って来た。シャラシャラと音を立てているのは、彼が首や手首につけている金のアクセサリーだ。その輝きには、何も詳しくない僕が見ても本物だと思える重厚さがあった。そして、揺れる輪郭は、彼のゆったりとした衣服だと分かった。

──知らない人……だけど……きっと、すごく偉い人だ……。

　圧を感じて思わず後ずさりする。だけどもう、船のようなものに触れる程近づいていた僕の背は、すぐに「それ」にくっついた。

『……下働きか？』　

　再び声を掛けられた時には、もう目と鼻の先に居る。

　浅黒い肌をしたその人は、切り開いたようににくっきりした鋭い瞳で僕を見据えていた。年齢はロイと同じぐらいか、もう少し若いかもしれない。真っ白な、短めのゆったりしたズボンにガウンのようなものを纏っている。引き締まった四肢がいかにも俊敏そうで、胸元や袖から覗く腕には不思議な模様が……入れ墨があった。

──誰……？

　僕は見えない力に押されるようにまた後ろに下がろうとして、かかとを打ちつけた。

『それは俺の船だ。興味があるか』

　なんとか聞き取ることは出来たけど、答えることはできなかった。僕はその圧倒的な存在感に、口や手を、わなわなと震わせていた。

『……』

　ドン、と彼が僕の頭の上に手をついた。

　そして穴が開くかというほど、無遠慮に僕を上から下まで見下ろす。

『──粗末な服だ。庭師の助手か？』

　僕は首を曖昧に傾けた。と同時に、さっきロイが「出迎える」と言ったのはこの人のことかもしれないと思った。あの時の彼の表情は厳しかった。この人が誰なのか分からない以上、僕が異世界人だということや、ロイの妻だと知られていいのかどうか分からない。

『……船に乗せてやろうか？』

　顎から頬を撫で上げられて、背中が一瞬で粟立った。

『い、いいです……さようなら』

　異世界の言葉をかき集めてなんとか答え、腕の下をくぐろうとした。けれど、入れ墨の腕に捕まって、より強く、体が船に押しつけられた。

『……』

　また僕は上から下まで見られた。それはさっきとは違う、でも良く知っている種類の視線だった。僕の頭はじんじんするぐらい、はっきりと醒めた。部屋を出るべきじゃなかった。必ず行くと言われたのだから、待つべきだった──。

『美しいな……部屋に来い、可愛がってやる』

　頬を撫でる手を拒むように無言で首を振ったけど、当然僕に決める権利は無い。彼が胸元のボタンに触れて、迷いなく引きちぎって捨てた。剥き出しになった喉元に、彼の視線が滑って降りる。

『……ここは少し寒い。どうだ？　寝台の方がゆっくりできると思うが……お前の父に許しが必要か？　ここは面倒な法とやらがあるからな……領主が煩い』

　指で触れてもいないのに、残りのボタンが次々はじけ飛ぶ。そのうち上着も風に舞うように腕から抜けて、逃げようとすれば腕を強く引かれ後ろから抱かれた。浅黒い手のひらが、震える僕の胸の先を弄ぶように、つまんでねじる。

──っ……！

『……お、お許しください……僕は……』

　言ったとたん、涙があふれ出した。誰だか分からない人に体を触られているという恐怖よりも、このまま連れ去られて体を開かれてしまったら、きっとロイに叱られるという恐怖の方が強かった。

──馬鹿だ、僕……。

『おねがい、します……僕、』

　せめて異世界人であることを知られまいと、この世界の言葉を使って必死で許しを請う。けれどやすやすと体を返され、顎をきつく掴まれ口づけられた。涙の跡は舌に舐め上げられ、目を閉じればそこにも唇を落とされる。ひくひくと喉を鳴らして泣く僕の身体を、見知らぬその人が触れて回る。腰から入り込んだ手は尻を撫で、足を割るようにして恥ずかしい場所に筋肉の発達した腿を押し付けてくる。

「ぁ、嫌……いや……」

　無意識に、僕は自分の世界の言葉を話していた。それを合図にぴたりと愛撫が止まる。そして、僕の額の髪を痛いくらいに持ち上げて──「それ」を見つけた。

「そうか……！」

　彼は獲物を見つけた狩人のように、一層その目を輝かせ、声を上げて笑った。

「ハハ……赤い十字……！　そうか、お前が例の異世界人だな……！　クラウス気に入りの」

　もう、僕と同調して話をしている。異世界人だってこともシンメトリーだってこともバレてしまったし、それに──、

──僕を、知ってる……。

　僕の喉につう、と冷たいものが落ちた……その時だった。

「──あ、アアッ──……！」

　僕の体を、何かが……見えない矢のようなものが突き刺した。矢の勢いで突き飛ばされ、体が宙を舞った。かと思えば次の瞬間、背中から地面に打ちつけられる。

　体のどこかで鈍い、嫌な音がした。

「っ……うぅ……あ……あう」

　呻いて倒れている僕の上から、良く知っている声が降りて来た。　

「……王に、何をしている……！」

──ロイ……僕、だよ……。

　痛みに涙をにじませながら手を伸ばせば、髪を掴まれ持ち上げられて、仰向けをうつ伏せの状態にされた。頭は掴まれたままで、顔が、地面にきつく押しつけられている。

「……王。妻の躾が行き届いておらず、申し訳ございません……律、謝罪しろ」

──そんな……どうして……？

　早くしろ、とさらに力を込めて押さえつけられ、僕は訳も分からず謝った。胸が痛くて声を出すのも苦しい。

「も、申し訳……ございませんでした……」

　謝った途端、また背中から衝撃が加えられた。

「っ……──あう！」

　痛みに震えながら上を向くと、ロイが僕に輝く手のひらを向けていた。目が、赤い。

──ロ、イ……怒って……僕に……。

　意識が、遠くへ離れていった。


　　


　

『ごめんなさい、ごめんなさい』

　暗闇の中で、僕は必死に謝っていた。

　最初は雨の中のおばさんに。テレビの中で泣く人に、満員電車に乗り合わせた人に、髪がぐちゃぐちゃになった女の人に……そして、イベリスのみんなに、やがて見たこともないアンジーとエヴァンズの両親が現れて、彼らが縮んで二人の黒髪の女の子になって、最後にはロイになった。

「ご、めん……なさ……」

　自分の声で目覚めて、開いた瞳からたくさんの涙が流れ落ちた。それを拭ってくれたのは、ロイだった。

「……痛むか」

　彼の声は落ち着いていた。金の瞳から赤い色は消え、代わりに空色をした左目が、深い青に染まっていた。掌に頬を包まれた途端、僕は僕のしたことを思い出し、夢の中と同じように思い付いたありったけの言葉を吐きだした。「ごめんなさい。部屋にいなくてごめんなさい、船に近付いてごめんなさい、王様に見つかってしまってごめんなさい」伝わっているか分からなくて、もっとちゃんと謝ろうと起き上がろうとした。その途端、息が止まる程胸が痛んで、悲鳴を上げてしまった。

「いっ……」

「……動いてはいけない。骨が砕けて剥がれている……乱暴をして、済まなかった……」

　ロイは、両膝に手を置いて僕に深々と頭を下げた。長い艶のある髪がベッドのシーツにまで垂れ、高い鼻梁が初めて見る角度でそこにあった。それは精緻な彫刻のようで、なんて綺麗なんだろうと、不謹慎にも見とれてしまう。

「……状況はすぐ理解できた……一刻も早く王から引き離したかった。だが臣下の身で王を攻撃することは出来ない……だから、」

　そこでようやくロイは顔を上げ、僕の目を真っ直ぐ見た。

「しかしやり過ぎた……怒りのために、力を制御出来なかった……心から、謝罪する……」

「……怒って、る……？」

　ロイは苦い顔で、首を振った。怒りを覚えるにしても、自分に対してだと。

「悔いている……お前の部屋を封じておくべきだった」

「……ごめん、なさい……」

「謝るな……気詰まりだ……愛しい者を傷つけて、謝られる程辛いことは無い」

　その悲し気な様子に、ふっと喉のつかえが消えた。　

「……痛すぎるよ……」

　僕が受けた驚きと痛みにしては軽い抗議に、ロイは、ふっと苦笑する。

「お前は、何故そうなのだろうな……しかし済まなかった。気を失わせておかなければ、王に連れ去られていた。何故勝手に部屋を抜け出した」

「それは……あなたが、いなかったから」

「行くと言っただろう。お前が部屋にいなかった時、どれほど狼狽したか、分かっているのか？」

──……。

　僕はほんのちょっと動くのも痛い体を引きずって、彼の胸に頬を寄せた。ロイの鼓動がすぐそこに聞こえる。いつもより、少し早いかもしれない。

「不安だったから……とても」

　見上げると、待ち望んでいた口付けが与えられた。痛みは嘘のように遠のき、代わりに幸せで満ちていく。あの人に触れられたおぞましい感触を記憶を消したくて、僕は夢中で唇を重ねた。口を大きく開けて彼の舌を受け入れて、僕も彼の中に舌を滑りこませ絡ませた。

「んっ……ふ……」

　暖かさに、その唇の甘さに、吐息が漏れる。

　どちらのものか分からぬ唾液を呑み込み、もっと近付きたいと胸元の金具に伸ばした。けれど僕の指先は大きな手にそっと包まれ制される。そして僕を丁寧に横たえると、気遣うように体に触れながら、何をされたのかと尋ねた。

「ここ……触られた」

　胸のあたりに、僕はこそこそと手を彷徨わせる。

「どうされた」

「つね、られたり……」

「他には」

「……腰撫でられたりとか……後……は、」

　かなり危うい所まで触られたけれど、どこまで告げるべきか怖くて黙る。察したロイは、いかにも苦々しいというように吐き捨てた。

「……俺はこれから王を鉱山へ案内する。そのままお帰り下されば良いが、おそらくそうはならない」

「……え？」

「律、王はお前を王都へ連れ帰り、後宮に居を与えたいと仰っている……能力者としてのお前ではなく、王妃として差し出せと」

　僕は驚いて目を見開き、呆然として次の言葉を待った。

「当然断った。けれど王は一度決めたことは変えない。欲しいものは全て手に入れて来た方だ……簡単に諦めるとは思えない」

「……僕が……ウロウロしていたから……」

　ロイは、僕の額をさらりと撫でた。

「俺にも責任がある。碌に説明もせず、パーティーの途中で抜け出した挙句戻るのが遅かった。王は鉱山の産出量や治安について初めは尋ねていたが、途中から異世界人の妻……つまりお前のことをやたらと尋ねて来た。突然の来訪の目的は、恐らくお前だろう……今となっては、その理由に見当もついている。しかし、昨夜見つかったのはまずかった。もう少し時間があれば、どこかへ隠すなりできたものを」

「……王様は、僕の額を見てやっぱり、と言ってました」

「赤い十字を目印の一つにしていたのだろう」

「……僕なんか……何でもないのに」

　彼は口の端を少し上げて笑うと、僕のボタンを引っ張った。

「その何でも無い人間に、どうして俺はこんなに夢中になっているんだ。見る目が無いとでも言いたいのか」

「……あ、あの、そういう意味じゃ」

「お前は美しい、そして……とても愛らしい」

　彼の手が、片手でボタンを外していく。できるんだな、と見ていると、しっかり巻きつけられた胸元の包帯をずらされた。　

「ここを遊ばれたのだったな」

　小さな突起をはじかれて「ん」と体を縮めると、王にもそういう顔を見せたのかとキツくねじられた。

「痛っ……ちが……見せて、ない」

　言いながら、ぎゅっと下半身が悦ぶのが分かった。同じことをされてるのにどうしてこんなに違うんだろう……正直に言うと、ロイはやれやれという顔をした。

「元の世界でも、お前はきっとたくさんの人間に愛されていたのだろうな……恋人はいたのか？」

「……？　いません……あ！」

　強くそこを吸われて、歯が立てられた。

「嘘をつけ。どんな男だったんだ」

「だから、僕の世界では、滅多に男の人同士は……付き合わない……」

　クラウスが眉を上げて目を丸くした。つい最近、この目を見たばかりだ。

　そう、これは笑う前……。

「ふ、……ははは……！　お前が女を抱いていたのか？　これは面白い。この細い腰でか？」

　彼の手のひらにすっぽり収まってしまう程痩せた腰を包まれ、顔が火をふくかというぐらい熱くなった。

　違う違う、と僕は身体ごと否定して、やっぱり痛くて呻いた。

「いた……っ」

「ああ、済まない……大丈夫か」

　恥を忍んで、これまで誰とも経験が無かったということを告白した。

　その時、昨日のふてくされたサレハを思い出した。僕は確かに気遣いが無かった。

「……あなたが、初めて、です」

　彼は一瞬虚を突かれたような顔になり、そして真顔になった。

「……見る目が無いのは、お前の世界の人間達だな……このように美しい者を」

　ロイが僕の頬を撫でる。何度も、何度も。

　そして唇にもう一度キスをして、乱れた包帯と服を元に戻した。

「律、聞いて欲しい……今から話すのは、とても大事なことだ」

「……はい」

「薬草園での手伝いの話だが、王が帰るまでは保留だ。お前の居室をルサ・メナから、目立たぬ奥へ移す。無論快適な環境は保証する……だが、あの方は奔放に見えて狡猾だ。万が一王に会ってしまって、彼に何を言われようとも、決して耳に入れてはいけない」

　ロイは一つ言うごとに僕を見た。それに僕は一つずつ頷いた。

「それから……今後俺以外の誰にも抱かれてはいけない。お前の身体に触れて良いのは俺だけだ。もし何らかの理由で魔力が必要になったら、いくらでも分けてやる……」　

　言い終わると、ロイは僕を世界から覆い隠すようにして、胸に閉じ込め抱き締めた。

　僕は顔だけ横に向け、たくさんあるクッションの中に埋めた。バカみたいに火照って、口の端が溶けかかったような顔を見られたくなかった。

「守れるか？　隠し事はするな。何であれ、お前が望まぬ結果にはしない」

「はい」

　その言葉に頷いた時、ノックの音がした。ロイはため息をついて体を起こし、部屋の準備が出来次第案内すると告げ、扉の向こうに消えた。

　緩んでいた口はいつしか震えて、僕はまた恐ろしくなってすすり泣いた。

　ロイの言葉で心が一杯で、切なくて苦しかった。

　全力で守られている、そう思った。


　　


　

　その日の夜遅く、僕はジザベルの案内で、ルサ・メナから離れ、エル・メナとも違う建物の一室に隠された。リネラが作ってくれたレース編みもベッドも前使っていたものを運んでくれて、階数が高くなったのか、むしろ景色は良くなった。広さだって、内装だって、前よりも立派なぐらいで。聞けば、前領主……つまりロイのお父さんがが亡くなった時に大幅に縮小され閉じられたルサ・メナの一部だそうだ。この部屋は、お父さんが一番気に入っていた奥さまの居室だったそうだ。

『あまり縁起は良くない。父の死を知った彼女は、そこのテラスから身を投げた』

　僕はその言葉にぞくりとし、広々としたテラスから目を背けた。そこにたくさんの花を飾ってくれたのは、ロイの気遣いだろうけど、出来ればその話は聞きたくなかった。僕が不平を漏らせば、ロイは笑ったけど、「お前はそんなことをしてくれるなよ」と言われれば、そのテラスに抱いた恐れは悲しみに変わった。そんなことはしない。先に死ぬとしたら、間違いなく僕だ。そうでなくちゃいけない。

「わあ、わあ！　これは素晴らしいですわ！」

　何も知らないチーベルと新しい部屋を探検し、なんだか広すぎて落ち着かないという彼女が言うのに深く頷いて、ど真ん中にあったベッドを壁際に動かしてもらいたいと、その後訪れたロイに頼んだ。

「構わんが、不思議なことを望むものだ」

「狭い方が、落ち着くんです」

「解せぬ」

　言いながらもロイは目だけでベッドを浮かび上がらせて壁際に寄せてくれた。僕はそこに横たわり、両手を広げて思い切りロイに抱きついた。慌てて彼は体を離し、僕の体を心配する。

「大事にしろ」

「痛くないです」

「そんな筈はない」

　僕はしつこく、痛くないと繰り返した。本当にそうだった。脳が変な物質を出しているのかもしれない。骨が治るまでは──と気遣うロイにせがみ、僕は自ら服を脱ぎ、身体を彼にゆだねて隅々まで溶かしてもらった。挿入こそしなかったけれど、肩、足、太ももの内側……ロイは僕の体のあちこちに唇付けて、時には歯を当てて跡をつけた。ここにアーダルベルトの紋章を焼き付けようか、と魔力を宿らせた熱い指先を押し付け腰を撫で、やはり傷をつけるのは勿体ないから止めようと、他の場所と同じように柔らかく噛んだ。僕はどんな印をつけられても構わない。ただ、彼の傍にいたい。


　　


　けれど、そんな僕らの気持ちを弄ぶように、何日たっても王は帰らなかった。それどころか部下を大勢呼び寄せて、エル・メナの一角を占領した。

　表向きはアーダルベルト守護領の鉱山から採れる魔石の調査ということになっていて、毎日毎日クラウスは王と一緒にあちこち飛び回っていた。彼は毎晩とても遅く僕の部屋に来て、印をつけ直した。


　　


　　+++


　　


「なんだか城が仰々しいことになっとるな……ここに来るのも一苦労だった」

　大きな袋を持って来たティベットが、床に敷いた布の上に薬草をぶちまけながら肩を落とした。

「せっかくまたお前さんが手伝ってくれると思ったのにな、また怪我しちまって、しかも外出禁止だって？」

「……ごめんなさい」

　いやいや、と彼はすぐに謝った。

「辛いのにすまなかった……こっちもなかなか大変でな……」

　一緒に来たサレハがふんふん、と草を匂うのを慌ててティベットが注意した。

「だめだ、これは毒草が混じってる。律、すまんがこれとこれを分けてくれ。俺には見分けがつかん」

　頷きながら、そんなはずはないと思った。彼に見分けられないものなんか無いのだから。なのにこうやってわざわざ来たということは、何か話があるんだろう。

　僕はティベットが話し始めるのを、模様の入り方が微妙に違う葉をより分けながら待った。そして終わる頃になってようやく、彼は口を開いた。

「ムーロは……どうなんだ。ちっとも家に戻っている様子が無い。研究が進んでいるかどうか、知らないか？」

　やはりそのことか、と思った。リネラは今、一人の侍女を伴ってティベットの所にいる。治療の目途が立っていない今、ルサ・メナにいると自分の無能が歯がゆいから、離れた所で過ごしたいというリネラの希望で、そうしていた。

「ムーロさんはまた研究を始めたって……でも、やっぱり材料が手に入らなくて、そこから先へ進めないんだ。リネラ……どうしてる……？」

「あの人は、今まで他人に頼らないで何でもやってきた人だ。助けられることに慣れていない。だからと言って、今の自分の状況を恨んだりはしていない……それが、傍で見ていて辛くてな……俺にぐらい弱音を吐いてくれてもいいのに」

　喉が、ぎゅっと締め付けられるように痛んだ。

　僕は、王様がいるなら毒草のことを頼めないかとクラウスに言ったことがある。けれどこちらから弱みを見せるような真似は絶対に出来ないと言われた。

──引き換えに、僕を要求されるから。

「……ああ、さすがに早いな……ありがとう、律。助かったよ」

　テラスに出ることも禁じられている僕は、部屋の中から彼らを見送った。サレハの首には、たくさんパンを入れた袋をひっかけてやっている。リネラが好きなパンも、そこに入れた。

──僕が行けば、薬が出来る……皆が治る……。

　それでも僕は、クラウスの腕の中を捨てる事が出来ない。彼が僕を守ると言ってくれる以上、僕の方から捨てることなんか出来ない。そんなことをするのなら、僕はあの時、自分から身を投げなくてはいけなかった。。

　彼を裏切るくらいなら、僕はいくらでも残酷にならなくてはいけない。　

『分かっているのか、全部お前の所為だぞ』

　知らない声に、いくら罵られようとも。


　　


「今日、サレハとティベットが来たよ」

　ロイと向かい合って座り、僕は彼のためにお酒を注ごうとして、胸が痛んで失敗した。

「あ……」

　チーベルが飛んできて、さっと机を綺麗にした。そうして、ロイは自分でお酒を注ぎ、気持ちは受け取った、と疲れの滲んだ目元を緩ませ杯を掲げて一息で飲み干した。

　魔石の色は、今夜も真っ黒だ。

「……リネラの具合はどうだ」

「変わらないって」

「……そうか。時間で解毒が進むことも、無いか」

「……」

　変な間が出来てしまい、僕は彼の顔を見た。

　凛々しい眉の下に出来ている影が、いつもより濃い。ロイは、明らかに消耗している。きっと、あの王様に無理難題ばかり突き付けられているんだろう。

「ロイ……僕……あなたに迷惑……」

「迷惑など掛けられていない」

　被せ気味に答えたクラウスが、新たに酒でグラスを満たして煽るのを、ただ僕は見ていた。何もできず、見ているだけだった。
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　二人の男が執務室の机を挟んで向かい合っていた。一人は忠実さを表すように背筋を正して直立し、もう一人は片頬に笑みを浮かべて君主らしくゆったりと腰かけている。けれど彼らは内心では睨み合っており、互いにそれを知っている。背後に立ち並ぶそれぞれの衛兵の交差する視線は、それを物語るように双方威圧的だった。

「クラウス、昨日見た鉱山の最奥はなかなか興味深かった。死罪を言い渡されたはずの罪人たちが逆に生き生きしておるような──ところで、お前の側近……クロムとかいう爺さんは元気かな」

「……彼は引退しました」

「はは、知らんとでも思っているのか？　お前はあの異世界人のために、何代、何十年と仕えた側近とその一族をを無慈悲に更迭した、そうであろう？　……もう一度尋ねる。罪人たちは脱走することは無いのか？　竜に食われたのか逃げたのか、判別がつかぬのではないか？」

「罪人は何人たりとも逃亡できません。鉱山は断崖と何重もの門で完全に封鎖されております。管理官はリストを作成し、日夜生存と死亡を確認しております」

　クラウスはジナーフに微笑みかけながら、まさか、と思った。


　　


　ここ、アーダルベルト守護領において、最も重罪の者は鉱山の最奥、ハラザ渓谷に送り込まれる。そこは言わずと知れた灰竜が封じ込められている死の谷だ。灰竜たちは生きるために魔石をも食らう。魔石を採取しなくては食事も与えられない罪の重い罪人と灰竜は、日々魔石を奪い合って生きている。姿を隠せるぎりぎりの穴に罪人たちは身を潜め、命を掛けて魔石を採り、門番から引き換えの食事を投げ寄越されるのだ。


　　


　先ほど王に告げた通り、誰が送り込まれ、誰が食われたか監視はしている。ところが食われた形跡も無いのに、クロムの姿が無いとハラザから連絡があったのは王が来る半月程前のことだった。シュテトルに指示して探らせたが見つからず、西の砦にいたメクネスをわざわざ呼び寄せて探させても見つからなかった。

　彼の「目」の能力は優れており、ハラザ渓谷全体を見通せる。しかし「目」で死人は探せないから、食われたところを管理官が見落としたのだろうとリスト上で彼は「死亡者」として記録されていた。しかし今の王の口ぶりだと、王都に逃れた可能性が濃厚だと思われた。

──メクネスを、行かせるか……王都なら、二回程目を使えば……。

　彼の思考を分断するように、ジナーフは伸びをしながら大げさな欠伸をした。

「クラウス、ところで私はそろそろ飽きた」

「……辺境の地にて、たいしたおもてなしも出来ず恐れ入ります」

「しかしこう長居をして、手ぶらでは戻れぬ」

　白々しい会話だ、とクラウスは思った。だが、ようやくジナーフから申し出があったことに安堵してもいた。できる限りの献上物を渡すことで王を機嫌よく帰還させたいと考え、アスランに算段させていたのだ。

「鉱石を浮遊船一機分ご用意致します」

「石か……つまらんな。黙っていてもお前はせっせと石を運んでくるではないか。もっと他のものが良い」

「特に稀少なものばかりです。初めてお目に掛けるものもあるかと」

「……まだ隠していたか。しかし石は抱けぬからな」

　ジナーフはもの言いたげな視線をクラウスに向けた。

「あくまで私の要求はあの異世界人だ」

　王がまだ律を諦めていないと知って、クラウスは不快に思うと同時に不思議になった。確かに律は美しいが、そうはいっても王の妃たちが住む後宮に入れば一瞬でかすむだろう。

──トゥーレーヴェが離縁の恨みを訴え、律の存在を知ったのに恐らく間違いは無い。トゥーレーヴェごときに与する器の方とはとても思えぬが。

　クラウスは、興味本位で覗きに来た程度だとタカをくくっていた。しかし実際律に会い、その肌に触れ気が変わったか。それとも、単に権力を誇示したい気紛れか。

──……たまに王は、俺を試すような真似をする……。

　困惑は深まり、彼は沈黙した。

　ジナーフが、いつもはクラウスが座る椅子から机の上に足を投げ出した。彼はサンダルではなく、岩場が多いアーダルベルト守護領の大地に合った重たいブーツを履いている。その靴底からぼろぼろと泥が零れ落ち、磨かれた机を汚した。

「お前の忠誠を信じたい。愛する妻を私に差し出せ」

　その足裏を見つめながら、クラウスは頭を巡らせた。控えているアスランに視線を移し、最終手段を提案した。

「では私が治める領土の一部を王国に返還致します」

「──……何？」

　これにはジナーフも意表を突かれ、机の上の足を下げた。

「南方民族の領土と接する国境線から南へ十里、東西に二十里を王国に返還致します。大変豊かな穀倉地帯です。サン・ヴォルテアはさらに豊かになることでしょう」

　ジナーフは表情を変え、世界地図を配下に広げさせた。そしてクラウスが言った部分に印をつけ、地形を指さし眺めた。

「──なるほど、急流で分断された奥だな。友好を示すためにアドゥ・アシーファに渡すも良い、要塞を築き圧力をかけるのも良いという訳か……なかなか面白い地だ。平地故、獰猛な竜共も好んで棲まぬしな」

　広げた地図を元通りに筒状にし、クラウスに投げると、ジナーフは衣服の裾を翻して立ち上がった。

「では帰り支度だ」


　　


　　+++


　　


　なんとなく外が騒がしい。僕はテラスの窓の隙間から外を伺った。乾いた風に乗って、たくさんの声が聞こえる。地響きのような音も。

「あ……あれ」

　一瞬、あの夜見た光る船のようなものが見えた気がしたけれど、部屋の中からはちゃんと確認できない。

「チーベル、ちょっと外を見てくれないかな。王様の船があったように見えたんだ」

　はいはーい、と明るい声がして、チーベルがテラスへ出て見てくれた。

　僕ははらはらしながら、手すりから大きく身を乗り出すチーベルが落っこちやしないか見ていた。

「確かに船が飛んでましたわ。小さめのが一台と、その後ろに大きいのが一つ。北西へ……！」

──北西……なら、王都に……帰った？

　僕はそわそわと、誰かが説明しに来るのを待った。しばらくして、アスランが僕の部屋の鍵を開けに来た。

「律様。もう安心ですから、どうぞ散歩なり。部屋はいかがいたしましょう。こちらがよろしければ、そのままでも……エル・メナから近いですし、クラウス様も律様の良いように、と申されております」

「アスランさん……じゃあ、王様は」

「王都へ戻られました」

　彼は僕より頭一つ分ぐらい高い所から、いつものように落ち着いた、聡明な目で僕を見ていた。でもその視線には、複雑な感情が含まれているように感じられた。

　どうして王様は帰ったのかと尋ねると、ロイが持ち掛けた取引に満足されたのだと説明してくれた。それがどんな取引だったのか、詳しい内容は教えてくれなかったけれど、アスランの表情から、大体の予想はついた。

「……不利な取引だったんですね……僕の、ために」

「はっきり申し上げるとそうです」

　僕は項垂れた。せめて解毒剤の材料が手に入れば少しは気が楽だったのだけれど、アスランはその問いに首を振った。ロイは、一言もその件について話さなかったという。僕が言うことじゃないですが、と一言前置きをしてから彼は言った。

「律様、どうかこれから先もずっと、クラウス様を裏切らないでください。あの方は心から律様を大事にされているんです。クラウス様がそうされる以上、臣下は皆どんな決定にも従います」

　僕は頷いた。言われるまでもなく、ロイを裏切る気なんか少しも無い。これまでだって、一度も無かった。

──無かった、のに……。

　部屋から出ても良いと言われて、まず僕が向かったのは薬草園ではなくて、大きなお風呂だった。

　包帯を外すと、左胸に大きなアザがあった。ロイの魔力の矢に貫かれた跡だ。他にもたくさんの痕がある。僕はそれらを辿りながら、体を隅々まで洗った。奥の奥まで丁寧に、彼にまた抱かれるために。香油を垂らし、後ろに指を一本、二本と差し入れながら、彼がここに入りやすいようにほぐしておく。逞しい体や息遣いのことを思い出して、僕の息は乱れた。

「……あの人は、僕を捨てなかった……」

　誰もいない浴室に、声が反響する。

「僕は……一人じゃない……あの人が、守ってくれ、る……」

　指を三本に増やした時、彼がいつも突いてくる秘所に触れて、体がびくりと跳ねた。気持ちいい、ここを擦りながら、前を触れば、もっと……。

「ン……」

──あ……ぁ、駄目……一人でするな、って、言われてたんだ……。

　血がそこに集中しそうになるのを堪えて、べったりと香油がついた指を引き抜いた。

　そこに泡をつけて湯をかけると、きらきらと、光る筋になって流れて行く。


　　


　

　　母と死に別れた時、僕は置いて行かれたと思った。行かないでと何度も言ったのに、母は行ってしまった。そして今度は、手を差し伸べてくれたおばさんに縋りついた。厄介者なのだから、せめて役に立とう、表向きはそう思っていたけれど、心のどこかではこう思っていた──役に立てば、捨てられない。そして高校卒業と同時に離れようとしたのだって、おばさんを自由にしたかったからじゃない。本当は、いつか捨てられるのが怖かったからだ。だから、自分から手を離した。

「……ロイは、僕を捨てなかった……王様に、僕を渡さなかった……」

　胸の中にじわじわと広がる幸福感に嫌な味が混じるのを、噛み潰して飲み込む。早く抱かれたい。もう、何も考えたくない。

『あんなに僕に良くしてくれたリネラ達が苦しんでいるのに、選ばれて喜んでるのか？』

「違う、だって、ロイが決めるんだから……」

『ふーん、楽だな』

「違うよ！　ロイが僕を助けたんだ！　ロイがそうしろって、言ったんだから！」

「──律様？　お呼びですかー？」

　チーベルが顔を出してはっと我に返った僕は、何でもないと言った。

　何でもない……薬はできる。きっと……ムーロが作ってくれる……。

　そしたら、きっと何もかもうまくいく。死んだ人は、戻らなくても。僕がたくさんの恨みを、背負っていても。


　　


「うふふ、もう、律様ったら」

　部屋に戻ると、チーベルがニヤニヤしながらベッドのシーツをなんだかかわいい色に変えていた。

「何か、その色……明るすぎない」

「律様のお顔の色ですわ。リュッカの花びら色」

　指さす先には、桜によく似た、花が活けられた花瓶があった。

「お風呂のせいだし……別に揃えなくてもいいんじゃないかな」

「でも、こうした時、良いと思うんですの」

　ベッドに仰向けになるような形を僕に見せて、さらにニカっと彼女が笑った。

「クラウス様、きっとこう言いますわ……お前の頬の色と同じだ」

──……！

　うっかりまた忘れていた。抱かれている間、控えの間にずっとチーベルがいることを。

「あ。あの……ちょっと、お願いが……」

「なんですの？」

「え、えと……」

　言い始めたものの気恥ずかしく、僕はもう一つ、風呂の中で思いついたことを言った。

「お祈りを、したくて……あの、神様の像が、有るところ……また僕、礼拝に行けてないから」

　ところがそれはできないと言われた。神殿への礼拝が許されているのは、神官を伴った上で朝と夕昏の二度だけ。ロイでもそうなのだと言われた。

「そっか」

　けれど、チーベルがジザベルに伝えたのか、お茶と一緒にヴォルテア四神が彫られたレリーフと、花を供える器が届けられた。僕は小窓の出っ張りにそれらを置いて祭壇を作り、それにお祈りをすることにした。

「……律様、本当に、貴方の所為ではないのですよ。あまり、ご自分を責めぬよう」

　ジザベルが、いつまでも跪いている僕に声をかけ、チーベルがお茶が冷めると騒ぐから、僕はようやく立ち上がってテーブルについた。用意されたお茶は、誰が伝えたのかミルクティだ。甘いそれに胸がぎゅっと苦しくなって、僕の瞳から、ぽろりと雫が一筋落ちた。

「り、り、律様、とっておきの変な顔をしますから見て下さいな！」

「……おやめなさい」

　チーベルがジザベルに引っ張られて扉の向こうに消えるのを、僕は泣き笑いで見送った。お茶を終えた後は、魔石を眺めながらぼんやりしていた。王が帰ったのなら、すぐ来てくれると思ったのに、ちっともロイは来ない。そのまま、夕時になった。一人分の食事を持って、チーベルがやって来る。寂しい……単純に思って一緒に食べないかと性懲りもなく誘ったけれど、やっぱり凄まじい勢いで拒否された、それはもう、ここに最初に来た時の、リネラの百倍の強さだ。ところが、思わぬ来客があった。コツコツ、窓を叩く音がする。

「あ、お客様……酔いどれサレハですわ！」

──……サレハ！

　僕はチーベルがバタバタと駆け寄って、テラスの扉を開けるのを見送る。なんて嬉しいタイミングで来てくれるんだ……胸をあたたかくして、食卓の上からサレハの好きなパンを手に取って、振り返る──と同時に、どーんという音と共に、チーベルの悲鳴が聞こえた。

「ちょっと、サレハ……！　重たいわよう、どいて、どいて！」

「……？」

　パンを放り投げて慌てて行くと、チーベルがサレハの大きな体の下敷きになり、ばたばたと手を動かしていた。何をやっているんだとサレハの大きな顔の前に回ってみれば、ぴったりと大きな瞼が閉じている。「……？」とりあえずチーベルを体の下から必死で引っ張り出して、サレハを叩き起こそうとしたけど、なんの反応も無い。

「もう、どれだけ疲れてるのかしらねえ。到着からの、寝落ち？」

「……サレハ……」

「頭に水ぶっかけちゃいましょうか？　埃まみれですし」

「サレハ？　ねえ、サレハ？」

「あ、律様、ちょっと乱暴な気が……」

　僕はチーベルが驚くほど、サレハの角や手足を思い切り引っ張って揺さぶった。だけどそうしないと気が収まらなかった。この体の固さと無反応さが、僕の知っている誰かと同じに見えて、嫌な予感でいっぱいになる。

『（……りつ）』

「あ！　サレハ……？」

　心の中に響いくサレハの声は、ひどく弱弱しかった。

『（うごけない……まっくらだ……こわい……）』

　そして次の一言で、僕は膝から崩れ落ちた。

『（にわのみず、のんだら、こうなった……）』

──毒だ……！

「チーベル、ムーロさんを呼んで来て……！　サレハが毒を飲んだ、飲まされたんだ！」

「ど、毒……？」　

「急いで！　お願い！」

「は……はい！」

　スカートを翻し、チーベルが駆けていく。僕はサレハに庭のどこの水を飲んだのか尋ねて、廊下にいた人を捕まえて、ロイを呼んでくれと頼んだ。けれど不在だと言われた。

「クラウス様は、南部に行かれました……火急の用件で」

「……じゃあ、アスランさんを！」

　アスランはすぐに来てくれた。サレハの様子と僕の話を聞いて、驚いて庭中の全ての水場を調べに行ってくれた。

──どうして……？　どうしてサレハが……？　イベリスを襲った人は、皆死んだんだろ？

「サレハ……痛い？　苦しい？　どうして欲しい？」

　少し間が開いて、ようやくサレハがぽつりと言った。　

『（……さっきより、くらくなった……こわい……しぬのか……ばらばらになりそうだ……りつのこえも、……きこえ、にくい……）』

　リネラの話が嘘だったことが分かって、僕は茫然とした。ずっと眠ってるみたいだったと彼女は言ったけど、そんなんじゃない。ソミュールとマリアベルは、今も暗闇の中で、ずっと苦しんでる。

　テラスに出て、僕は王都の方角を見た。もうそこには何も見えない。

「王様……行っちゃった……」

　取り返しがつかないことをしてしまったと、僕の頬を涙が伝った。

　チーベルに連れられて、ムーロがやってきた。ムーロはサレハの関節をあちこち触り、閉じた瞼を持ち上げて大きな目に光を当てている。

「言いたくはないが……同じ毒だろう……律、サレハに怪しい人影を見なかった尋ねてくれ。あの毒は空気に触れたら無害になるのに、水飲み場で飲む筈がない……しかし毒が何らかの方法で水と遮断された状態にあり、それごと飲み込まされたのであれば……律？　律？　しっかりせんか」

　ゆさゆさと、僕の体が揺れる。これも僕のせいなのか。祭壇を作った。祈った。そんなことは、何一つ役に立たないのか。

　サレハまでこんな目に遭って、いつまた、誰が毒を飲まされるか分からない。

「……王様に……会いたい、話したい」

「王は帰られた、そんなことより、サレハに尋ねてくれ」

「……薬が欲しい……薬の材料が……」

　パチン、と頬が打たれた。アスランだった。

「律さん……あなたおかしなことを考えていないでしょうね？　早くムーロさんの質問に答えてください」

「あ……」

　僕は熱くなった頬をさすりながら、サレハに尋ねた。けれど帰って来た答えは「こわい」だけだった。


　　


──まただね。サレハ。また側にいることしか出来ない。

　問いかけるたびに「こわい」を繰り返すサレハにもたれて、それも負担かもしれないと思い直して石畳に寝転び爪の端を握った。泥が詰まっていたから、丁寧に取り除く。

「洗って、あげたいなあ……」

　今日も星が明るい。月は一つ。一つの月を見るのはこれで何回目だろう。この世界に来て何ケ月が経ったんだろう。僕の世界は、今はもう、正しく動いているだろうか。それともまだあちこち間違えて、止まったり崩れたりしているんだろうか。皆は、どうしてるんだろう。おばさんは、みかんは……。

　目を閉じると、風の音がする。ごうごうと鳴るその音は不吉だ。けれど最初はかすかに、次第にはっきりと、綺麗な音が混ざり始めた。

──なんだろう。楽器かな、サラサラ、キラキラ……。

「──異世界人。お前はよくよく外が好きなようだな」

──……！

　跳ね起きた僕の目の前に──あの人がいた。

「王様……」

　彼はひらりと手すりから舞い降りた。重さが無いのかというぐらい軽々と、素足に履いたサンダルを石畳の上に載せる。彼が首を一回しすれば、さっきの良い音がする。どこかに鈴でもつけているんだろうか。

「……どう、して……」

　月を背負った王に、僕は違和感を覚えた。この人に月は似合わない。彼に似合うのは太陽だ。それも砂漠を容赦なく照らして何もかも焼き尽くしてしまうような……輪郭が滲んで、橙色をした、ただただ強い。

「戻って来た。忘れ物をしたのでな」

　彼は細工の施された瓶を掲げ見せて、言った。

「お前の望むものを持って来たのを、すっかり忘れていた。利益と利益を、交換せぬか」

  綺麗な音を響かせて、彼が近付いてくる。サンダルだ。鈴の音は、サンダルの飾りだ。

　そして何の前触れも無く、倒れているサレハを蹴った。

　中身の詰まった鈍い音に、頭の芯がカっと熱を持つ。

「何て酷いこと……サレハ……！」

　間に割り入った僕の目前に、瓶が突きつけられた。

　薄い緑色のガラス瓶には、切子のように複雑な模様が入っている。

　中の液体が、ゆらゆらと揺れていた。

「解毒薬だ。気の毒な竜を救いたくはないか？　……確か他にも二、三人いた筈だ……お前の侍女二人と……それから、誰だったかな」

　その言葉に思わず息を飲む。

──ロイは、話していないのに……？

「……どうして。それ……」

　さあ？　彼がしゃがみこんで大きな瞳で僕を覗き込んだ。

「王に知らぬことがあると言うのか？　異世界人」

　気さくな仕草が、逆に恐怖を駆り立てる。

　汗が首筋を伝って、寝巻の中に落ちて行った。

「何にせよお前はこれが欲しい。そして私の要求は……分かっているな」

──あ。

　伸びてきた手を避けるように、僕はサレハに目一杯くっついた。でも、そうしながらも、瓶から目が離せない。

「──僕、は……クラウス様と約束しました……あなたに何を言われても、言うことを……聞いては……いけないって……」

　「僕」だけははっきり言えたけど、その後はどんどん声が小さくなって頼りなく消え、王はそんな僕を喉の奥で笑った。

「そうか、交渉決裂で残念だ。これは持ち帰るとしよう」

　僕のぐらつく心を揺さぶるように、瓶が左右に揺らされる。

　その手から瓶が落とされやしないか不安で、僕の鼓動はどんどん早くなった。

　背中から、いつもよりゆっくりで浅い、サレハの呼吸を感じる。

──サレハ……。僕、どうしたらいい……？

「異世界人。もし薬に興味が湧いたら王都まで取りに来い。歓迎する……」

　王は躊躇なく背を向ける。白いローブのような衣が、夜を裂く。

──待って……！

　咄嗟に、翻ったその裾を掴んでしまった。

　振り返り、勝ち誇った瞳に、僕は見下ろされた。

「……他の事なら、何でもします……だから、だから薬を下さい、お願いします……」

　はっとして裾から手を離し、石畳に手を突き額を擦りつけた。

「お願いします……！」

　そんな僕を、彼は嘲笑する。

「ハハ……他のこと、か……」

　頬に瓶がちょんちょん、とくっつけられた。細工が痛い。瓶が冷たい……とても、冷たい。

「お願い……」

　涙で語尾が崩れる。僕の顎を掴んで上を向かせ、瞳を輝かせた彼は、心底楽しそうに見えた。

　僕は直感的に思った。この人は毒で苦しむ人々のことも、選べなくて苦しんでいる僕のことも、配られたゲームの手札ぐらいにしか思っていない。そして、ただ思い通りの役が揃いそうな予感に、わくわくしているだけだ。

「では、お前に何ができる？　言ってみろ。からかっているのでは無い。大変興味がある」

　彼のサンダルが、僕のわき腹を小突いた。

　ほんの少し蹴られただけなのに、クラウスに貫かれた傷まで響いて、鈍く痛んだ。

「異世界人、王が尋ねているのだ。お前がこの世界に迷い込んだのはいつだ？　それから一体何をしてきた？　クラウスに何を与えた？　なぜクラウスは、必死になってお前を守る？　何故、お前はこうまで疎まれる？」　

──僕が、ロイに、与えたもの……？　僕が、嫌われる理由……？

　無意識の僕の仕草に、王が頷いた。

「身体……シンメトリー……それだけか？」

──……ロイにも、みんなにも、迷惑ばっかりだ……。

　僕はより強く自分の体を抱いた。

「……わ、から……ない、です」　

　このまま丸まってどんどん小さくなって、庭にいた、あの小さな生き物になってしまいたい。

　王はそんな僕を前に、思案顔になった。

「……そうだな。俺にも分からん。お前は美しい。そして貴重な能力者だ……だがそれ以上にどこか、心惹かれるものがある。しかしこのまま連れ去ってしまっては、クラウスが黙ってはいない。奴は奴で私に利益を与えた……そうだな……」

　一本の指が、目の前に示される。

「一晩で良い。一晩、その体を貸せ。お前の全てを余に見せれば薬をやる。悪い話ではないはずだ」

「……ひと、ばん……」

　テラスと部屋を繋ぐ窓が、手も触れずに開いた。

　王は、視線だけで、何もかもを動かしていく。

　僕も腕や脚をずるずると見えない力に引っ張られて、ベッドの上に投げ出された。

「一晩だ」

　王様が僕を組み敷く。また、視線だけでボタンがはじけ飛ぶ。

　僕はそこではっとなり、強靭な腕を掴んだ。いや、の声が出ない、やっぱりこの人は怖い。身体の大きさ以上に、大きなものを纏っている。

──……誰か……誰か。

　僕の叫びを気取ったように、ノックがあった。この叩き方は、チーベルだ。

「律様……もうお休みでしょうか……？　お茶が入りましたので……っきゃあ！　誰です？」

　王に気付いた途端、チーベルの体が吹っ飛んで床を滑った。

　僕がいつも寝る前に飲む温かいお茶だけが、トレーごとふわりと宙に浮かび、サイドテーブルに真っすぐ着地する。

「──……！　チーベル！」

　起き上ろうとする僕は見えない力に阻まれて動けない。倒れているチーベルに近付いて行く王に、止めてと叫ぼうとした。

　けれど、ひと睨みされただけで、金縛りにあったように喉まで閉じる。

　王が、チーベルの頭に手をあてる。

　その褐色の手のひらが、金の光を放って昼間のように部屋全体が明るくなった。

　僕はただ、口を開けたまま見ていることしかできない。

──……何？　何をしてるんだ……？

　間もなく光が消え、部屋がまた、いつもの明るさになった。

「どこで眠っている……チーベル」

　呼ばれたチーベルはむくりと体を起こして、王の視線と出会って両手で口を塞いだ。

　また叫ぶかと思ったけれど、彼女はそうしなかった。

「あ……あら？　クラウス様？　お戻りになったのですね」

──え……？　今、……何て……？

「夢を見るなら自分の寝台にしろ。今日はもうよいから自室に下がれ……何かと疲れただろう」

　チーベルは王と僕を何度も見比べながら髪を揺らし、「お言葉に甘えます」と一礼して、控えの間を横切り飛び出て行った。

　扉が閉まるのを見届けて、彼が振り向く。

　彼とクラウスは似ても似つかない。どんなに暗くても、見間違うはずがない。声ひとつ取っても、全然違うのに……。

「好い顔だ……」

　床にあったトレーが宙に浮かんで、ベッドに座り込んでいる僕の目の前にやって来た。王は鼻歌でも歌い出しそうな様子で、双月模様のカップにお茶を注いで差し出す。どうにか気持ちを落ち着けようと一口含めば、茶葉の柔らかい香りと熱くも温くも無い液体に、テラスで冷えた体が温められた。いつもは、これを飲んだらチーベルにおやすみを言ってベッドにもぐりこむ。

　そして頭のどこかを目覚めさせたまま、扉が開く音を待っている。

　でも今は違う。僕の隣には王様がいて、額に落ちた僕の髪をすくって撫でている。

「さて、その表情の疑問に答えようか。あれは私の能力だ。頭の中をいじって、幻を見せることができる……久しく用途が無かったが、役に立った」

　次の瞬間、彼の目にあったくっきりとした白い部分が無くなって、穴ぼこのように真っ黒になる。僕は驚いてカップを取り落としたけれど、やっぱりそれはふわっと浮かんでトレーの上に載った。

「驚かせたか。これも私の能力だ。誰がどこに居るかすぐに分かる……この能力はクラウスの部下も持っていたはずだ。さてお前の主人は今、どこかな……ああ、南部か……誰かと話しているな……相手はなかなかの剣幕だ……詰め寄っているのは……地主共か。あの様子ではしばらく戻っては来れまい」

　目がぐるりと元に戻り、僕はベッドに押しつけられた。

「さて、次はお前のことを教えてもらおう。前は邪魔が入ったからな──お前がシンメトリーであることは知っている。私はお前の、他の能力のことを知りたい」

「他、の……？」

　両腕にはめられた腕輪が、彼の手の中で音を立てて外れた。

「そうだ、少なくとももう一つはあるだろう。この腕輪はさしずめそれが発動しないようにつけられているものではないのか」

「……？　これは……僕が、魔力を制御できないから……」

「能力を制御できないのか？」

「……能力……？　じゃなくて、魔力……って聞いてます……僕は、分からないところに魔力があって、いつ暴走するか、分からないから……って」

　王は首を傾げた。

　そして、アテが外れたような顔をした。

「そうか……お前は「開く者」ではないのか……あの男の話では、お前が結界を破ったとしか思えなかったが」

「……？　何のこと……ですか……？」

　ふう、と僕の上で彼がため息をついた。なんだか知らないけれど、王を落胆させてしまったようだ。興味を失ったのかと、僕は一瞬期待した。それなら──。

「まあ良い……一晩ぐらいなら楽しめるだろう。好みの容姿であることに違いはない」

「……っあ！」

　額の髪を思い切り掴まれて、一瞬抱いた期待が、部屋の中に霧散した。


　　


「……いい解れ具合だ。クラウスの為に、準備していたのか？」

　湿った音を立てて、体の中がかき回されている。

──……ああ……嫌、いやだよ……。

　僕は自分の手首を噛んで、声を出すまいと耐えている。　

　早く終わって、そう思ってじっと耐えている。

「……つまらんな、なんとか言え」

「……薬……は、ほんもの、な……ですよね」

「俺を誰だと思っている。ならばお前が毒を飲んで試してみるか？」　

　答えようと開いた僕の唇に、王の唇が押し付けられる。割り入った生ぬるい舌が、必死で逃れる僕の舌を捕らえて、王の口内に引っ張りこんだ。

「う、っ……ン」

「絹を舐めているようだな……流石にシンメトリーだ。細部まで良く出来ている」

　嫌嫌と首を振り回すと、砕かれそうな程強く顎を掴まれた上、まだ軋む胸に体重をかけられた。

「痛……っ」

　耳に伸びた舌が、柔らかくそこを吸ってえぐる。

「嫌っ……！」

　あまりにぞっとして僕が手当たり次第王の衣を引っ張ると、逞しい腕で羽交い締めにされた。

「……嫌だ、放して、嫌だ……」

「全く気に入らんな。取引を受け入れたのだろう？　往生際が悪いにも程があろう……まあ気持ちは分からんでもない。少し協力してやろう」

　え、と思った時、鼻に冷たい何かが押し当てられた。

「吸え」

「んっ……ぐ！」

　本能的に従ってはいけないと思ったけれど、同時に口が塞がれてしまっていた。

「……ぅ……」

「これは毒だ……毒といってもこれはそのうち消える、大層愉快な毒だ……存分に乱れるが良い」

　呼吸が解放されて激しく咳き込むうちに、ひどい目眩がしてぐるぐる天井が回転し始めた。そして、その効果はすぐに表れる。元々強く打っていた心臓が、別の意味で鼓動を速め始めたのだ。

──体、変……。

　僕は脚を擦りあわせたくなるのを必死で耐えた。手をそこにやりたくなって、僕を見下ろす人物が放つ芳香に、くらりと眩暈を覚える。

「──……っ、──ん、」

　僕は手や脚をもじもじさせる。口を閉じようにも閉じなくて、つう、と端から唾液が垂れた。頭にもぼんやりと霞がかかり──「あ、ン……あ」裸の背に触れるシーツの「しわ」にさえも、刺激されているような気分になった。しばらく放っておかれた僕は、そろそろか、と背骨の上をつ、と撫で上げられる。

「──ぁ、あ……！」

　絶対にあげないでおこうと思っていた声が、ほんの少し漏れた。

　腰が浮き上がるような快感に、下腹部が一気に固くなっていくのが分かる。だけど、理性で止められない

──嘘、こんなの……こんなの。

　僕は記憶の中に、その毒の正体を見つけた。

「──淫魔の……」

「そうだ、クラウスに使われたことがあるのか？　意外だな」

「つか、わない……ロイは、そんなこと……しない……！」

　乱暴に体をひっくり返され、突然貫かれた。

　声にならない悲鳴をあげながら、同時に意に反して反応してしまっていた僕の半身が、たったそれだけで白い液をシーツの上に吐きだした。

「……──っ！」

　一層敏感になった体が、固い肉棒に何度も抉られる。

　痛いのに、辛いのに、感じる──そんな自分の体を、僕は嫌悪した。

「嫌っ……だ……嫌……あ！　いやあ……っ」

　骨に直接腰を打ちつけられるような感覚が、脳を溶かす。

──……早く、早く終わって……。

　思い切り唇を噛むとぷちりと皮膚が割れて、新しい血の味が広がった。

　しびれるような痛みのお陰で、僕を連れ去ろうとする波が、少しだけ遠のいた。

「ロイ、……ごめんなさい、ロイ……」

　誰にも触れさせるなと言われたのに、また僕は、約束を破った。

──……やくそく、した……のに。

「う、うう……」

　声を上げて泣く僕に、王は興が削がれる、と不服げに顔を歪めた。

「無粋……ならば、いつも通りにして見せろ」

　ひたりと頭が手に覆われた。ぎゅっと閉じた瞼の裏が、明るくなる。

──……？

　それだけだ。ただ、それだけ。不快も何もない。ただ光って、明るかった……それだけ……。

「……律」

　ふいに愛しい声で呼ばれた。恐る恐る目を開けると、ロイがいた。

　いつも通りの笑顔で、僕を抱いて微笑んでいる。

──……ロイ……どうして……？　違う……これは、そうだ……王様の能力だ……幻覚を見せられるんだってさっき……でも……。

　幻のはずなのに、頬に触れる長い髪の感触が本物だ。

──どう、して……？

　もう一度目を閉じて、幻が消えるように願って何度も首を振った。　

「律、どうした？　恐ろしい夢でも見たか？」

──……。

　首を撫でられた。唇も。ロイはよくこうする。

　包帯をずらされ、尖った胸が愛撫される。これも、よくされる。

　それから、それから

「いいか？　痛みはしないか？」

　こうして、僕の様子を尋ねることも。

「……気持ち、い……よ」

「そうか」

　吸い寄せられるように、両手を伸ばして長い髪ごと抱いた。指を通せば、引っ掛かり一つない。

──……幻のはずない……本物だ……。

　これまで気味悪いだけだった愛撫の一つひとつに、激しく感じるようになり……僕はため息を漏らした……なんて恐ろしい夢を、見ていたんだろう。


　　


　　+++


　　


「あぁ……ン、……あ、」

　明らかに様子の変わった律に、ジナーフは舌打ちした。

──……これはこれで癪だな。

　彼の心のさざ波に気付かず、淫魔の毒に侵された律は、いつもより積極的な姿を見せた。　

「お願い、あつい……挿れて、いれて欲しい……僕ね、頑張って、準備、した……一人でするなって言われたから、がまん、したよ……」

「……なら、その気にさせてみろ」

　やや萎えかけたモノを、口に入れろと小さな頭を掴んで押しつけた。

　柔らかな黒髪が腹に触れて、小さな舌がおずおずと伸び、性器を舐め始めた。そのあまりに稚拙な技に、不快が増した。

──ヘタクソめ……クラウスは一体何を考えている……やはり、「開くもの」の能力を知って寵愛しているのか。知っていて、律には隠しているのか……。

　片手で掴めるほど小さな頭を、股間に押し付けた。

「……咥えろ、奥までな」

「ん、ふ……ン、」

──苛々する。

　頭を強く押さえ揺さぶれば、喉を突かれた律は苦しげに呻く。

　それでも吸いついて、必死に主の命に従おうと舌を懸命に動かした。

「……もう良い」

「……駄目、だった……？」

　今にも泣きだしそうな、揺れる瞳に見つめられて、ジナーフの胸が再びざわついた。

　細い体を抱えて上に乗せ、小さく柔らかな尻を掴んで屹立した自身を沈めた。

「──んん……は……あぁ」

　それだけでまた、ぴしゃりと控えめに白濁した液がジナーフの腹に散った。

「あ、ご、めんなさ……い」

「……そんなにいいか」

　律は恥じ入るように両手で顔を塞いで、何度もこくりこくりと頷いた。

「動いたら……また……きっとイッちゃう……から……ゆっくり、してください」

「……」

　彼はまた頭をいじってやりたい衝動に駆られた。真実を知って律の顔に失望が浮かぶのを見てやるのも一興だ。そう思って手をかざし掛けた時──、

『あなたが、好き……、大、好き……』

　律が、たどたどしいこの世界の言葉を口にした。

──……。　

　その呟きに、ジナーフはこれまで意識したことがなかった部分を打たれた。上げていた手を無言で下ろし、律の背中に回して抱き寄せる。

　その仕草に合わせるように、律が自ら重ねて来た唇は、甘く柔らかく、彼の頭の奥まで溶かされるようだ。これまで数え切れぬ程の男女と肌を合わせて来た。けれど、このような感覚は知らない。もし遡るとしたら……。

『ジナーフ、私のかわいい子……大好きよ……』

──……やはりこのまま、連れ帰るか。

　精魂尽きたとばかりに腕の中で眠る律を眺める時間が、無遠慮に開かれた扉の音に邪魔された。

「……早かったな」

「何故……」

　物音に、律はゆるゆると起き上がった。

「……ロイ……え、……？」

　そして呆然とした様子で二人を代わる代わる、眺めていた。

「え、……あ……そんな」

　言いながら、喉のあたりをしきりに触っていた律は、浮き出た肩甲骨をジナーフにたわむれに撫でられた。それで火傷でもしたかのように飛び退くと、そのまま布団の中に白い足先だけを残して隠れた。

「なあクラウス……律はノイに似ているな。草原を跳ねまわって穴を掘るあれだ……」

　その言葉に、クラウスの腰の剣がわずかに金音を立てる。けれどジナーフは動じずゆったり片膝を立てたまま、精悍に引き締まった裸体を晒していた。

「ところでだ、私はお前という人間が実は今までよく分からなかった……けれど存外普通の男なのだな。愛しい者を愛でて守る……男らしく、人間味に溢れている」

　傍らの小さな山が、かすかに震えていることにジナーフは気がついた。どんな様子で息を潜めているのか暴いてやりたくなるが、それはあまりに意地が悪いと苦笑した。

「微笑ましい程の所有欲を見せられたぞ。痛かったのでは無いか？ ……あのようにあちこちかじりついては……可哀想ではないか」

「……お迎えが、来たようですが」

　挑発に動じないクラウスの無表情がジナーフには不服だった。しかし部屋全体が目映い光に照らされて、楽しい遊びの時間が終わったことを知った。王の不在に気付いた浮遊船が、戻ったのだ。

「余りの心地良さに長居し過ぎた」

　いたずらが見つかってしまったとばかりに王は寝台から下りた。そして乱れた衣服を纏い直し、屈みこんで律に何事かを呟いた後、鈴の音と共にテラスの向こうに消えた。

　クラウスは光が完全に消えるまで深々と頭を下げて見送っていた。その両の拳は青いマントに隠されている。

　だからどれ程そこが震え、その爪が皮膚を突き破らんばかりに食い込んでいるのか、彼以外の誰も知ることはなかった。


　　


　　+++


　　


　王の気配がベッドから消えた。回りからは何の音もしない。

──……何が……あったんだっけ……。

『捨てられたらいつでも来い。良い立場で迎えてやる……俺はお前が気に入った』

　去り際の王の声が、耳に残っている。

「……」

　そろそろと布団から出ると、まだそこに隠れた時と同じようにクラウスが立っていた。僕を見ないで、床の、床でも無い、どこでも無いところを見ている。

──違う、ロイは、何も見てない……。

「ご、ごめんなさ……僕、約束、を」

　そこまで言ったところで、強い視線を向けられた。

「そんなに……！」

　彼は一言吐き捨てると、ブーツの底を鳴らして近付いて来た。汚れきった体を隠す間もなくベッドから引きずり下ろされ、その衝撃で王の白濁が、太ももを伝い落ちる。

　僕の顔のすぐ側に、黒いブーツに覆われた彼の足が来た。「蹴られる」そう覚悟した僕は、予想に反して上からふわりと舞い降りた布に包まれた。

「──そんなに……俺は信ずるに足りぬ男か……」

　その布は薄暗がりの中でも目が覚めるぐらいの青色をしていた。涼やかな香りがする──ロイの、マントだ。

「薬と引き換えに、身を差し出したのだな。俺には到底手に入れられないと、そう思ったのだな」

　その声色があまりにも悲しげで、思わずその足に手を伸ばした。

「……僕、は……」

　言い訳をしよう、そう思った。サレハが毒を飲まされた。サレハの苦しんでいる声を聞いて、自分のせいで他にもそんな状態のままでいる人がいることが耐えられなかった。王様は僕の身体と引き換えだと言ったけど、ロイとの約束があったから、他のことなら何でもすると言った。だけど、僕に出来るのは「これ」以外無くて、王様が要求したのも「これ」だけだった。だから断ったし、激しく抵抗した筈……なのに、こうなっていた。幻を見せられていると分かっていて、それでも余りの現実感に、完全に僕は騙されたのだ。愛撫された肌の感覚も、僕を貫く熱も、体の奥に何度も放たれた体液の温さも、まだ残っている。でも悲しいことに、汗が冷え切った今では確かに全て、「王のもの」に置き換わっていた。

「……」

　何一つ言えないまま、僕は手を引っ込めた。ロイに何を言っても、伝わることはひとつだ。

　僕はロイを裏切った……帰ろうとする王を引き留めた……その、事実だ。

「薬はこれか……ムーロに解析させてから飲ませる。サレハにはそう伝えろ」

　身体を起こした時、ロイの姿はもう消えていた。


　　


　

　部屋にはまだ王の強い香りが残っている。野性味のある、官能的な香りだ。

　僕はロイのマントで顔を覆った。みるみるそれが濡れていく。泣く権利なんて僕にはない。だから、声をあげるのだけは我慢した。

「……っ、う、……あ。ぁ」

　何もかも枯れ果てても、ずっとそこに座ってそうしていた。


　　


　ムーロは太陽が真上に上った頃にやって来た。僕はいつしか眠っていたようで、清められた体に、清潔な服を着せられていた。　

「律、これは確かに解毒剤だった。まずサレハに使おう。体の大きさからしたら、この程度飲ませてやれば足るだろう」

　小さな水差しを渡されて、僕は痛む身体とよろける脚に耐えながら、昨日の姿のまま横たわっているサレハの口の端を持ち上げて、丁寧に注いだ。僕たちの上に、温かい日が差している。空は今日も晴れていて、千切れた雲がゆっくり流れて岩山の陰に隠れては、また姿を表した。

「サレハ……起きて……もう昼だよ」

　僕の声掛けと、小鳥みたいな生き物がサレハの上に舞い降りて目が開いたのは殆ど同時だった。

　尻尾が風を切って石畳を打つ。次に足が動いて、何度か確かめるように地面を踏みしめる。

『ふつうだ……』

　僕が笑ってみせると、サレハが変な顔だと笑う。

『なんだか……きもちわるいぞ』

「……酷いこと言うなよ……」

『……サレハはこわいゆめをみてた。からだがうごかなくなるゆめだ。まっくらで、なにもない……』

「……夢で、よかったね」

　サレハがぶる、と身震いをひとつした。

『はらが、へった……』

　サレハの翼が、飛び立つ前の形に大きく広がる。

　僕は慌てて太い脚に抱きついた。

「もう少し、いてよ」

『……またくる。サレハはつかれてる……ほんとうに、くるしい、ゆめだった……』

　サレハは風を起こし、あっさり行ってしまった。

　その姿が空に溶けていく。

　いつもよりふらつきながら、それでもしっかり飛んでいる。

　昨日の夜のことが嘘だったように、青の中を飛んでいる。

──本当に、夢だったらいいのにな。

　水差しを持って座り込んだままの僕の肩に、ムーロの節くれだった手が触れた。

「……すまなかった、律」

　そう言った彼の声は、細かく震えていた。

　手も震えている。

「私が、不甲斐ないばかりに……」

　ずしりと胃が重くなった。

　さっき起き抜けに飲んだ果汁が、そのまま出てきそうだった。

「……ロイに……きいた……？」

「いいや。クラウス様は何も言わんかった。アスランだって、ただ驚いていただけだ。でもな、クラウス様の顔と律を見たら分かった……律、自分を責めるな。王に只一人で立ち向かえなど……無茶な話だ」

　僕は、力なく首を振った。

「……王様は、どっちでもいいって、言った……嫌なら帰るって……でも僕は、自分の意思で、あの人の……服の裾を掴んだんだ……」

「律、クラウス様に何か罰を与えられやせんか？　もし何か力になれるのなら、」

　僕はまた首を振った。

　これからそうなるのかもしれないけど、今のところは何もない。ただ、もうここには居させてもらえないと思うと話した。

「本当に、そう思うのか」

　その問いに頷いてから、僕はムーロを伺い見た。

　彼の目は濁って充血していた。

　その下には、疲労の深さを現わす影がどんよりと落ちている。

　毎日毎日、研究を続けていたからだろう。

　倒れても起き上がって、みんなを助けようとしていたからだろう。

「クラウス様が、本当にお前を追い出すと思ってるのか？」

　ムーロが、同じことをまた聞くから、当たり前だと僕は答えた。

　だって、彼は怒ってる。

　あれほど言ったのに、約束を守らなかった僕に、怒って……。　

『……残念だ』

　ふいに部屋を出る前のクラウスの言葉が甦って、僕の口が変な呼吸を始めた。

──違う……。

　ロイは怒ってない。ムーロだって、そうだ。

　ただ、失望しているんだ。僕の選択に──僕自身に。

「……う、うう、う……」

　目からありえないぐらいの量の涙があふれ出て、僕は優しくムーロに手を取られ、室内に連れ戻された。

　そして、朝食の支度を持ってきたチーベルと一緒に来たジザベルが僕をベッドに横たえた。

「律様？　どうなさいましたの？」

「体調が悪いようだから、少し休ませてやってくれ。チーベル、隣で歌を歌ったり踊ったりしてはいけないよ。ジザベル、薬を持って来る。皆、律から目を離してはいかん」

「はいっ！　わかりましたわ！」

「チーベル。もう少し小さな声でおっしゃい。承知致しました、ムーロ様。ありがとうございます」

「律様、ゆっくりお休みくださいね！　今日もかわいい色にしておきましたから！」

「チーベル、静かになさい。律様、チーベルは控えの間に……私は少し離れます……ですが律様のご様子が分かる場所に、おりますからね」

──僕が死ぬとでも、思ってるのかな……。

　僕は腫れあがった瞳で、ぼんやり思い、それを悪くない考えだと思った。昨夜、めちゃくちゃに乱れていたのと同じ色のシーツが、僕の体の下にぴんと張られている。僕はこの上で、王様に抱かれた。ロイに何度もされたけど、一度もしたことがなかった口での奉仕も、この上でした。

「……！」

　さっき堪えた吐き気が、また込み上げて来た。なんとか洗面台まで駆けよって、胃の中のものを全部出す。顔を上げると、酷い顔が鏡に映っていた。

　青ざめていて、皆を悲しませて落胆ばかりさせる顔だ。

　誰のことも信じない、人を傷つける顔だ。

「律様」

　そっとジザベルが僕を後ろから抱いてくれる。優しく胸のところで組み合わされた手が、僕の唇の端から錠剤を流し込む。背に手を添えられ戻る間に、頭がぼんやりしてきた。

──このまま眠って、それで……僕こそ、目覚めなければ良いのにな……。

　どこからともなく、轟音が聞こえてきた。

　それはごうごうと、絶え間なく流れる水の音だ。

　いつの間にか僕は、岩の上にいた。

　途方に暮れて困っている。

　誰も来ない。

『助けて！　助けて……！』

　いくら待っても叫んでも、来ない。　

　絶望しかけた時、赤い竜が遠くに見えた。

　あの堂々とした姿はラドだ。背にはロイが乗っている。

　来てくれた、そう思って手を振ろうと思ったけれど、どうしてかできなかった。

『……』

　そして、彼らは僕に気付かないで行ってしまった。

　僕は、激流を見つめる。

　手招きするように踊る飛沫と、その流れの先の断崖を、ずっと見つめて続けていた。


　　


『明日……そんな、すぐに……』

『もう少し……話したけれど……どうしても……』

　小さな声で誰かが歌ってると思ったらそれはこの世界の言葉で、ジザベルとチーベルだった。大きなテーブルにお皿が並んでいる。グラスもカトラリーも二人分、綺麗に整列していた。

「申し訳ございません、騒々しく致しまして」おしゃべりを止めたジザベルに、僕はぼんやり挨拶をした。彼女はうっすら笑顔を浮かべ、真顔に戻って僕に深々と頭を下げた。

「律様、ありがとうございます……侍女頭として、御礼を申し上げます」

　一つに小さくまとめられたお団子髪とキョトンとするチーベルを見て、僕は悟った。ジザベルは知っていて、チーベルは知らない。

「……お礼……言われるようなことは、無い、です……」

　そもそも僕が彼女に──この世界の人に、謝られること自体おかしな話だ。僕がこの世界に迷い込まなければ、何も起こってないのだから。

『じゃあ消えてやれば？　お前だっていい考えだって思ったじゃないか』

　前にも聞いたことがある卑屈な声が響いた。きょろきょろしたけど誰もいないし、二人は気に留めていない。

──僕だけ……？

　何かあったかと心配されて、誤魔化すように食器が二人分ある理由を尋ねた。一緒に食べてくれるのかと冗談めかしてチーベルに聞くと、即座に笑顔で否定された。「まさか！　これはクラウス様の分ですわ。一緒にお食事は久しぶりですわね！」今度は僕がまさか、と言う番だった。

「……ロイが、僕と食事するはずないよ」

「何故ですの？　まあ確かに、旦那様は近頃お忙しくしていらしたけれど、もう王様は帰りましたし……奥さま方との会食も、無くなりましたし」

「……無くなった……？」

「ええ……クラウス様のご指示でこうしていますよ。律様」

「嘘だ……そんなの」

「どうしてですの？　……おかしな律様」

　チーベルは口を尖らせて、ジザベルは黙って食事の準備を続けた。

　どうやらチーベルには知られていないということを嬉しく思う僕は、やっぱり自分がしたことは誤りだったんだと改めて思った。ジザベルが知ってるということは、きっとアスランも知っているだろう。誰にも、「王様と寝て薬をもらった」なんてことは知られたくなかった。もしたくさんの人に知られても、たった一人……ロイだけには、知られたくなかった。だけど僕はロイに、抱かれた直後の汚れた身体で、あのベッドに居る所を見られてしまった。もう、流石に無理だろう。僕が、他の奥さんの存在を知って、胸をもやもやさせたのとはわけが違う──次元が、違う。

「ジザベル……解毒薬のことで、ムーロさんと、知ってる皆に、頼みたいことがある……」

　今更遅いかもしれないと思いつつ耳打ちすると、分かっていると頷きが返ってきた。「毒草はアスラン様のお知り合いが融通してくださり、ムーロ様が解毒薬を調合なさいました。その認識で間違いはありません。これから目覚める者は皆、ムーロ様とアスラン様に感謝なさいます……リネラも、あの薬草園の主人もそうです」安堵の息を漏らした僕に、ジザベルは小さな声で付け加えた。

「ですからもう、お忘れになってください。クラウス様は、きっとお許し下さいます。だからこそ、こうしてお食事を共にされるのです」

　ありがたい言葉だった。けれどそんな虫のいいことが許されるはずははない。きっとこれが、ロイとの最後の食事だ。

　優しい人だ。たった一言、紙一枚で、追い出したっていい筈なのに。


　　


　小さく震えながら、時に空っぽの胃から訳の分からないものを吐き出しながら、夕食の時間をひたすら待った。配膳係が訪れて、冷えても良い前菜の皿を並べ、それから次々と温かい食事が運ばれてくる。そうして全てが整って少しもしないうちに、本当にロイが来た。エル・メナで領主として過ごす時と同じ、彼に似合いの色柄の長い上衣を腰ベルトで留め、青いマントを纏った正装だ。もし昨夜が普通の夜だったなら、この部屋に一歩入ったその時に駆け寄って抱きつきたいくらい素敵だった。実際の僕は壁際に立って、カチリと首元の留め金を外し、恭しく控える侍従の一人にマントを手渡すのを、見ているだけなのだけど。

　ジザベルの招きで、ロイが席につく。ロイは僕をチラと見て、顎で座れと僕に命じた。真正面に食事が用意されているけど、せめてひとつ横にずらして欲しかった。ロイと視線を合わせるのが──違う、僕が顔を上げてもロイと視線が合わないのが──怖くて怖くて、ナイフとフォークを扱う手を見ていた。でもその手が僕に優しく触れた夜のことを思い出してしまったから、そこも見られなくなって、自分のお皿によそわれたシチューの肉を見ていた。食べなくちゃ、そう思うのだけど、スプーンを手に取ることさえできない。その乳の匂いが、白濁した液体が、あの夜を思い起こさせる。僕はそっとシチューの皿を脇へどけ、籠に盛られたパンを手に取った。

「体調はどうだ」そのタイミングで、ロイが僕に尋ねた。答えようと息を吸ったけれど声が出せない。黙っていたら、「ゆっくり休め」と言われ、それから無言になった。

　ナイフとフォークが規則正しく動き、静かな音を立てる。

『ゆっくり休め』

　それはどういう意味なんだろう。言葉通りに受け取っていいのなら、それは労いだ。だけどもしも、「妻としての役割は今後不要」──そんな意味だったなら。

　僕は、手に取ったパンを落としかけ、拾って二つにちぎった。その片方をもう半分にちぎり、また、それを小さくちぎる。

　たまにクラウスが僕に視線をやるのが分かって、その度謝りたくなる。泣きながら、そうしたくなる。

　でも僕はそれを言うための息を吸うことはできても、声に出そうとすると喉が閉まって結局水を飲むか、パンをバラバラにすることしかできなかった。

「……食欲が無いのか」

　かすかに頷けば、ロイが手を上げ、食卓が瞬時に片付けられる。残ったのは、水の入ったグラスと、ロイの為の食後のお茶と、僕と、ロイだけ。

「……皆、目を覚ました。長い間動けなかったから、筋力が弱っていてすぐには元通りにならない。けれどリネラは、」

　そこで僕はうっかり彼を見てしまって、今日、初めて視線が合った。

　なんて綺麗な人なのだろう──この人に愛されて大事にされていたなんて、本当に信じられないことだ。

──元々あり得ない、ことだったんだ。

　苦笑いしそうになった時視線が外され、クラウスはお茶ではなく、酒の入ったグラスを取って、一息で飲み干した。　

「……リネラは、明日からでもお前の侍女に戻りたいと言っているそうだ。ジザベルが拒否しても、聞き入れない……よって、お前の身体が回復し次第薬草園を見舞い、最低でもあと月一巡りは休むよう、お前の口から命じろ」

「……わ、かり……ました」

　あまりに久しぶりに声を出したから、それだけで咳き込んでしまった。

　ロイが水の入ったグラスを僕の方に押しやって、僕は受け取ろうと手を伸ばす。

　ほんの一瞬、指先がかすめた。

　はじかれたように手を引いたのは、やっぱりロイの方だった。

──……。

　すぐに滲み始める僕の視線を避けるように、彼は立ち上がり、お休みもさよならも言わないまま、部屋を出て行った。

　そうして一人になった僕は、思う。

　やっぱりロイは怒っているんじゃない。逸らされた視線、遠のいた指が、全てを表している。でも、言葉で「こう」と表すことは出来ない。近いように思うのは「軽蔑」だろうか。それとも「失望」だろうか。とにかく、僕を拒否していることだけは確かだった。

　それでも僕は、「追い出されていない」「リネラに休養を伝える役目を与えられた」この二つの事実だけを頼りに、未だに途方もない願いを抱いている。


　　


　ここに居て欲しい。一緒に寝て欲しい。

　口づけも何もしないでもいいから、僕に触らないように、離れててもいいから。

　そうじゃないと。

「怖い夢、見るから……」

　誰もいない食卓に向けてそうつぶやいた途端酷い吐き気が襲ってきて、胃液交じりの水を吐き出した。臭くて苦くて、何度も口をゆすいでうがいをする。呼吸を乱しながら口を拭う僕の耳に、また轟音が聞こえる。

　風の音のようにも聞こえるけれど、それが水の……僕を誘う急流の音だってことを、僕はよく分かってる。


　　


　

　それから僕は、チーベルやジザベルが散歩や読書、思いつく限りの暇つぶしを提案するのを全て断って、ずっと一人、窓辺で過ごした。薬のお陰で心は凪いで、うとうとする間に食事の準備が二人分されている。けれど、朝も昼も夜も、整ったと思った瞬間片方が下げられて、僕は最初は一口たりとも手を付けられなかった。だけど、配膳係の人がふと漏らした吐息にはっとして、それからは、自分の分は無理やり全部胃に詰め込むようにした。そして、配膳係が去って、チーベルもジザベルも居ないときに、こっそり吐いた。僕の耳にはその間、ずっと轟音が響いている。


　　


　ある朝、ムーロさんに処方された薬の効果が切れて目覚めると、緑の鱗が見えた。久しぶりのサレハだ。やっと、元気になったのだろうか。

　僕の足の方角で珍しくきちんと竜座り──前脚と後ろ脚を揃えて座って、しっぽを巻き付ける、みかんも良くしてたポーズ──をしている。サレハは普段はどーんと横になったり、せかせか足を動かしたりしているから珍しい。それに随分綺麗だ。僕が一生懸命磨きあげた直後みたいにぴかぴか光っている。とはいえ、パーティーの時に部屋を滅茶苦茶にした前科があるから、僕は目をこすりながら、サレハに注意した。

「サレハ……久しぶりだね。でも勝手に部屋に入っちゃダメだよ。チーベルよりだいぶ怖いジザベルって人がいてね……」

　僕は実際、もうジザベルを怖いと思っていない。だけど厳しいことには変わりはないから……そんなことをぼんやり考えていたら、爽やかな笑い声が僕の思考を遮った。

「はは……律、違うよ、サレハじゃない。彼女の名はアストラハン」

「え……アストラ……ハン？」

「足も爪も綺麗に拭いたしね、ちゃんとジザベルに了解も取ってる」

「ああ……そうですか……」

──って……誰？

　むくりと体を起こすと、まずパンとスープの香りが鼻に届いて、次にそれを覗き込んでいる人の姿が目に入った。眩しいほどの銀髪に、アストラハンやサレハと同じ色のマントを纏っている。

「久しぶり、律。パーティーに行かれなくてごめんよ」

──……あ。

「もしかして名前忘れちゃった？　俺は良く覚えてる。かわいいかわいい、ちっちゃい律」

──ああ……！

　彼と一緒に過ごしたほんの数日の間ことが、ついこの間のことのように思い出された。僕にココアをくれて、いろんな話をしてくれて、洋服をくれて、死んだ婚約者を想って、僕を抱きしめた人。

「……リヒト、さん……」

　髪をばっさり切って短くした彼が、凛々しく美しい騎士の姿で僕に微笑んだ。

「さあ、一緒に朝ご飯を食べないか？　丁度二人分あって、なんだか片方が下げられそうになってたからちょっと図々しいけど止めたんだ……夜通し飛んで、俺もアストラも疲れて腹ペコだ」

「……！」

　湧き上がる感情が抑えられない。ジザベルやチーベルが目を丸くするのも構わないで、僕は寝間着のまま駆け寄って、その胸に飛びついた。「もう会えないかと思った」どういう言葉遣いで話していたかも忘れて、不在を悲しんだ日々のことも忘れて、その後に起こったことを全部忘れて、あの日の僕のままで彼に泣きついた。懐かしんでいるだけにしては大げさすぎるのに、リヒトは戸惑いも嫌がりもしない。僕が落ち着くまで、背中を抱いてくれていた。

「──律はシュテトルに一度行ったことがあったよな、俺は今そこで、鉱山と国境の警備をしてるんだ……一応責任者だよ。もっと早く来られたら良かったんだけど……人探しとか……色々あってさ」

　僕は、あの時の疑問を……何故、此処から突然いなくなったのかを、尋ねた。リヒトはうーん、と少し唸って、「ま、いいか」と話し始めた。

「誰かがさ……俺と律が恋仲だってクラウスに吹き込んだらしいよ。ただ、それは直接的な理由じゃない。クラウスは山の民を支配するために俺を妻にしたけど、いつか部下にするつもりだったんだとさ……使えると、思ってたんだって」

　あまりにあっけらかんとロイの話をするリヒトのことが不思議になって、恨んでいたんじゃないのかと尋ねると、誤解があったのだとため息をついた。彼の大事な人がいる村を焼いたのはロイでは無く、クロムだったのだそうだ。

「そのことをクラウスが知ったのは……新月三回分くらい前の話らしい。上手い事言って、爺さんに誤魔化されてたんだって。財産を盗られないために僕ら山の民が集落に火を点けて回ったなんて……バカかよ。俺たちはそんなに豊かじゃない」

　でも、と少し声色を変えて、リヒトは透き通った青い目を僕に向けた。

「いくら誤解が解けるのが遅かったとしたって、俺は救われた。あんなことをした奴の妻でいた自分のことがずっと、許せなかったから。謝られた時は正直びっくりしたけどね……あいつ謝ること知ってたんだな……あっと、ごめん。律はクラウスが大好きなんだよな」

「うん……好きだよ……大好き……」

「なんだ、相変わらずだな。完敗ってわけか」

　何も知らないリヒトは、僕がまだロイに愛されていると思っている。僕もそれをいいことに、何もなかったかのように振舞い、僕の胃までその気になって食事を受付け始めた。「このパン最高」そう言いながら人形みたいに整った顔の片頬が膨らんでいるのがおかしくて僕は笑って、同じようにふざけながら朝食を食べた。そして、リネラのお見舞いに一緒に行くことになった。サレハを呼んで何の気なしにアストラハンを紹介すると、突然サレハはぎくしゃくし始める。どうやら照れているらしい。僕は泥酔したサレハのことを思い出し、こっそりリヒトに耳打ちした。

「リヒト、アストラハンは誰かとつがいなの？」

「ああ……アストラは、アレが好きなんだよ、クラウスの赤竜」

「嘘っ」

「何でさ？　ラドルファスは赤竜の長なんだから、モテて当たり前だろ。彼のハーレムに入りたい竜は山ほどいるさ。見ろよ、鱗ピカピカだろ？　ラドに会えるかもしれないからって、やる気満々でシュテトルの下働きに磨かせた」

「……それ……なんとかならない？　ラドとアストラは、色が違うし」

「色は関係ない。何色とつがいになったって緑竜は緑竜の子を産むんだから。色が混じったりはしないよ」

「はあ……そっか」

　僕はとりあえずできるだけ早くサレハを磨いてやろうと思って、ふと見た鏡に映った顔に驚いた。不謹慎な程、晴れやかだったからだ。

「どうしたの？　律。行こうよ」

「……う、うん」

　リヒトの後ろを歩きながらこのまま彼に嘘をついているのはずるいと思った。

「待って」

　僕は彼のマントをそっと掴んだ。

「後で……聞いて欲しいことがある」

　リヒトは僕の髪をさらりと撫でて、何でも聞くよと笑ってくれた。
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　侍従達は、クラウスが議場に現れるのを今か今かと待っていた。


　　


　

　一人は頭痛がするというようにこめかみを揉み、数人は印がつけられた大地図を取り囲み厳しい目で眺め、その他の者も皆一様にしかめ面をしていた。

「この広大で肥沃な土地を捨てて得たものが、あの異世界人一人だというのは本当なのか、アスラン。お前はその場に同席していたのだろう？　どのような取り決めでそうなったのだ」

　侍従の一人が腕組みしたまま声を張り上げた。アスランの方が職位は上ではあったけれど、侍従達は未だに彼を経験の浅い秘書官補佐だと見ている節があり、アスランもそれは重々承知していた。彼は呼吸を整え、年長者への礼儀を失わぬよう、丁寧に言葉を選んで回答した。

「……その見方はあまり正確ではありません。ここ数年で増加した領民の八割が王都からの移民であることは皆さんご存知でしょう。移住の自由は認められていますが、王の心中は穏やかでは無かったはずです。律様のことはある意味口実に過ぎなかったと思われますし、この件で王の信頼を取り戻せたのであれば、それほど悪い取引でもありません」

「しかし、あのイベリスでの……トゥーレーヴェ様との離縁の一件が、つけ入る隙だったのは確かであろう。クロム様の時といい、あの異世界人は、この領土にとって疫病神としか思えん」

「……律様は何も……」

　何もしていない、そう言いかけた彼の口が強張った。何もしていないというのは最早真実では無いし、あの夜以降、クラウスの様子がおかしいことが気になっていた。

──あれ程気落ちされた様子を見たことが無い……本来ならばゆっくりとお休み頂いて、律様との時間を取って頂きたいが……。

　アスランはブツクサと文句を言う侍従をぐるりと眺めて吐息した。

　恥ずべきことに、ここに、クラウスの指示無く動ける者はいない。勿論、彼も含めてだ。

「ところでアスラン。数日前の夜だが……丁度王がお帰りになった日の夜更けだ。何故浮遊船が城の周りをうろついておったのだ」

　唐突に問われてぎくりとした。知らない振りをすると、さらに別の侍従も続いた。「知らなかったのか？　ほんの二周り程だったが、確かにおったぞ」「秘書官の自覚が足らんな。騎士団に警戒させる間もなく立ち去ったから良かったものの」思いの外大勢が見ていたことに彼は内心慌てた。一度去った王が戻った理由まで知られてしまったら、そんなことを許したクラウスへの不信が募り、律への反感が強まると思った。忘れ物でもしたのか、土産が足りなかったのではと苦い笑いが起きる中、ようやくクラウスが現れた。

「遅くなった……」

　静まり返る侍従達を前に、クラウスは前置きも無く領土を明け渡す手順を話し始めた。新たな開墾地と労働力の提供、実りまでの補償、税率の抑制、矢継ぎ早に与えられる指示の全てに、彼らは戸惑いを覚えていた。

「……お待ちください。それではまるで……まるで、領民たちを移住させるようでは無いですか」

「その通りだ。地主たちにはそれで納得させた。彼らは南方との緩衝地帯に住むことを望まなかった」

　さざ波のようなどよめきが議場を満たし、その波の最終地点にいた侍従がローブの裾を持ち上げながら挙手した。「ヴォルテア王はご承知なのでしょうか？　当然領民も返還されるとお考えなのでは」

　しかしクラウスは動じず、毅然としていた。

「私が王に返還したのは領土のみだ。文書にもはっきりと記載されている」

　そんな詭弁が通るはずがないとの声がほうぼうから上がり、数十人余りが集まる議場は騒然となった。アスランはこんなことは今まで無かったと皆を見回し、それぞれの顔を始めてはっきりと認識した。これまでこの土地ではクラウスの言葉が絶対であり、何か言うとしたらクロムだった。なのに今、黒子のようだった彼らが堂々と反対意見を述べ、クラウスもそれに丁寧に回答をしている。アスランはそれを権威の失墜かと危惧したが、次第にそうではないと感じ始めた。

「少し、財政を引き締めねばなりませんな。早速対策を講じます」

「同時に収入を増やす努力をすべきでしょうな。新たな貿易開拓の線を探ります」

「支援国への寄付も見直さねば……アスラン、ここ数年の資料を出してくれないか」

　数々の案を出す彼らの名を、クラウスが順に呼んだ。

「どうかよろしく頼む──皆に面倒をかけて済まない。今回のことは納得できない者も多いだろうが、この件は……残念ながらただの私の我儘だ。そんなものに付き合わせてしまって申し訳無い。お前たちは恐らく我が妻……律のことを相当面倒に思っていることだろう。だが、私が救った命だ。責任がある……律の為に、無論毒に侵された者たちにとって、どうしても薬は必要だった……何と引き換えにしても、見捨てるわけにはいかぬ」

　侍従達は目を見張り、そして胸に手を当てた。

「……承知致しました。我々は認識を新たに、まい進致します。これまでクラウス様が築かれた強固な土台は、理不尽な企てや搾取で揺らぐものでは無いというところを、横暴なヴォルテア王に見せてやりましょう」　

　頼もしい。そう告げてクラウスは議場を去った。見送る彼らの胸の内には、複雑な感情が入り混じっていた。それは、これまで止まることなく領土を発展させてきた領主の、初めての躓きに触れた不安と、ある意味独断専行だった領主の変化に触れた期待だった。彼らは実務について相談し合い、立ち去り際に同じ方角を仰ぎ見た。それは、律のいる旧ルサ・メナのある方角だった

──あの異世界人の判断については……先送りだ。

　彼らはともかく自らの責をまっとうすべく、方々に散った。
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「クラウス様……顔色が優れぬように見えますが、ムーロさんを呼びましょうか」廊下でアスランは、クラウスの背中に問いかけたが、必要ないとばかりに別の言葉を返した。

「アスラン、この城は、この領土はなんと脆いのだろうか──余所者の侵入を、再三許すとはな」

「余所者……しかし王の船を衛兵が止めるわけにはいきません」

「そうだな。全てはこの私の不甲斐なさが引き起こしたことなのだから、怒りをぶつける先も無い……感情とは厄介なものだ……上に立つ者には、必要無いのかもしれぬ」

「そんなことはありません。少なくとも私は、クラウス様は変わらず、いえ、前よりも立派だと感じております」

「……立派か。妻の一人も守れず、挙句その苦しみを癒しも出来ず放っている者を、そのように褒める筋は無い。それともお前もクロムのように、二枚舌を覚えたか？」

「滅相もございません」

　片膝をついて忠誠を誓う言葉が、クラウスの苦笑にむなしく吸い込まれて行った。

「少し外を歩いて来る」

　アスランの胸の内に何故、という思いが渦巻いていた。

──何故だ……何故、この聡明な方が愛を知った途端に不幸にならねばならぬのだ……神よ。慈愛の神よ……彼らをお救い下さらぬのか。

　胸のレリーフを、アスランは握りしめる。けれど装飾が手のひらを刺すだけで、神は無言のままだった。
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「──リネラが結婚してたなんて知らなかった。お祝いを送るよ……何がいいかな」

「それはこれから」「結婚はしませんわ」ティベットとリネラの声が重なって、少し気まずい空気が流れた。ティベットの申し出をリネラが保留にしていると知って、複雑な気持ちになった。

「そんな悠長な場合ではありません。私にはお役目がありますから……律様を、せめてこの世界に来られた時ほどの、体格に戻すことです。やせ細って……ルサ・メナの料理人たちは、何をしているのでしょう。サラはお休みですの？」

　背筋を伸ばして真っすぐ立っているリネラは、僕から見て完全に元通りのようだった。激しい痺れが残っている状態なのに、ティベットに手を貸りて毎日毎日薬草園を歩き、作業の手伝いをしていた賜物だそうだ。「チーベルにはとても任せておけません。いくら教えてもあの子はどうも妹気質というか、お世話係には向いていないのです。何度田舎へ帰れと言ったことか……ジザベル様は、他に仕事がございますし、きっと行き届かぬことが多々あるのでしょう。あと月一巡り？　冗談はよしてくださいな。律様が消えて無くなります」

「チーベルか……あの子面白いよな。俺が窓をノックした時何て言ったと思う？　王子様！　結婚してください！　だよ。可笑しいな」

「……まあ、なんてこと！」

「積極的なお嬢さんだ」

　彼らが軽快に笑い合い、薬草園でサレハとアストラがじゃれているのを見る僕は、まるで夢を見ているようだ。

「いけない、おもてなしもしないで」リネラがせかせかとお茶の用意をしようと台所へ向かうのを追いかけるティベットの視線に触れなければ、僕もその輪にうっかり加わってしまっていたかもしれない。

「お茶はいいよリネラ、また来るからね。今日は、まだお休みが必要だって、それを伝えに来ただけ」

「律様！」

「チーベルは大丈夫、ちゃんとしてくれる。僕は確かにちょっと痩せたかもしれないけど、ね、今朝はたくさんたべたよね」

　ああ、とリヒトは頷いた。

「俺が見張って、ちゃんと食わせるよ」

「……そうですか」

「……後、二人には幸せになって欲しいって、僕は心から願ってる……その邪魔を僕がしてるなんて、耐えられないよ」

　邪魔だなんて、とそこにいた全員の声が揃って、ティベットが僕の頭をいつものように優しく撫でた。

「そんな風に言うもんじゃない……リネラは誰にも何も強制されてない。その上でお前さんの傍にいたいと願っているんだから、俺はそれを尊重するよ。いつまでだってしぶとく待つさ」

「……」

　僕は顔を下げたまま、薬草園を後にした。前を飛んでいたアストラが、お城に着く前に高度を下げて、後をついて来いと合図した。右に旋回しながら降り立ったのは、サレハと何度か来たことがある湖のほとりだった。

「なんとなく、外の方が話せるかなと思って……話、あるんだろ？」

「……うん」

　薬草園で鈍りそうになっていた決心をもう一度奮い立たせて、手元の草をちぎりながら僕はぽつぽつ話した。知っているかなと思いながら、リヒトのいないルサ・メナであったこと、その結果、一時期薬草園の近くの家に住むことになったこと、そして、そこで恐ろしい事件があったこと、それで。

「薬が、どうしても欲しくて」

「王様の言うことを聞いてしまったんだね」

　僕は口をわななかせながら、ロイとはもう駄目だと思うと告げた。

「でもロイは優しいから、もういらないって、出ていけって言えないんだ……僕が、自分で出て行くって言わなきゃいけないのに、出来ない……まだ、ロイに決めて欲しいって思ってる」

　リヒトがため息をついた。「大方聞いてはいたけど……最後の一件は知らなかった。酷いな……」さすがに呆れられたかと肩を落とした僕に、リヒトが尋ねた。

「で、その時クラウスはどこにいたのさ。律がたった一人で王様に決めろって脅かされてるとき、どこで何してたんだよ」

「──……何かの……急な用事で……」

　草をちぎっていた手が、ひんやりしたリヒトの手に包まれた。

「律、真面目な話するよ──俺、守護騎士になってすぐにでも律に会いに行きたかった。お城できっとまた意地悪されてんだろうなって心配だったし、さっき聞いた話も、薬のこと以外は全部クラウスから聞いてた。もう飛んで帰りたいって本当に思ってた……でも、仕事があって来れなかった……律の命を狙って、大怪我させた奴……クロムを、取り逃がしてしまったんだ」

「え……クロム、さん？」

「そうだ。あいつは領土の病巣だった。城下町の一件だって、その後にサレハが焼かれたのだって、全部あの爺さんの差し金だ。奴は裁かれ、最も重い刑を受けてハラザに送られた……なのに、消えた」

　指にリヒトの細い指が絡まって、彼の膝の上に置かれた。

「随分探した。律のことを恨んでるに違いないからな……でも、結局見つけられなかった……こんな間抜けな俺だし、まだまだだけど……でも、少なくとも傍にいることはできる。傷ついた律を、こんなに骨と皮になるまで痩せた律を、放っておいたりしない──律、お前がクラウスに捨てられるんじゃない。お前が捨てろ。大好きだって言ったな、でも居ない人間を愛して何になる。幸せなのか、律は。それでも幸せだって言うなら、はっきり俺の目を見て言えよ」

「……」

　質問も反論も差しはさむこともできずに、おろおろする僕と彼の間に、一陣の風が吹いた。湖面を波立たせて模様を作り、大きく遠くへ広げてゆく。水を飲んでいたサレハがそれを面白がってすれすれを飛んで、アストラが翼で風を起こして模様を変えた。盛大な水音がした後、二つの長い首が水面から顔を出す。長い首を絡まり合わせて、まるで愛を語り合っているようだ。「良かったね」と思う気持ちよりも、羨ましさがはるかに勝っている自分が嫌だ。

「……仲良しだな」

「うん……そうだね」

「アストラも、ああいう関係の方がいいのかもしれない。対等な──なあ律、君がクラウスと仲良くしてたなら言うつもり無かったんだけど、今みたいな状態ならもう遠慮なく言うよ」

　一瞬逸れていた気が、リヒトの握力で引き戻された。

「一緒にシュテトルで暮らそう。クラウスには俺から話す。勿論結婚を条件になんて言わない。律の気持ちを待つ」

　呆気に取られた僕の唇が、リヒトの唇で塞がれた。

「これは友達のキスだよ……だけど、きっとそのうち本物になる」

「……」

　嫌悪感は湧いていなかった。一緒に暮らそう、と言われて嬉しいとも思った。

　だけど──動く心の場所が違う。ロイと唇を合わせる僕は、こんなに普通ではいられない。

──リヒト……ごめん。僕は、それでもロイが……ロイのことが。

　なのに、王を拒まなかった。そして、差し伸べられる優しい手を……きっと僕を幸せにしてくれる人の手を、取ることもしない。


　　


　

　どこまでも愚かな自分に、僕は静かに絶望していた。


    
        
暴走


　　


　　　


　ルサ・メナに戻った頃、もう日は傾きかけていた。

　サレハは西日に照らされて、何とか飛んではいるけど夢の中にいるみたいに始終とろけた目をしていた。

　リヒトは、アストラと共に暫くエル・メナに滞在するらしい。

「たくさん遊べてよかったな、サレハ……明日も、どこかへ行くといいよ」

『……りつ……ここをでてリヒトとくらすのか？』

「え……」

『アストラがいってた。リヒトはりつがすきなんだって。サレハは大さんせいだ……元々、サレハはしゅてとるのちかくにすんでた。だからサレハもりつといく。エサ場もちかいし、あたたかいいずみもある』

「素直にアストラといたいって言えよ」お腹にもたれてからかうと、ぐう、という音がした。

「あれ？　お腹空いてる？」

『──へってない……いっぱいだ』

「でもぐうぐういってるよ」

　サレハがもう一度、いっぱいだ、と言った。そうかもしれない。サレハはアストラとの幸せな時間で、胸が一杯なんだろう。

　そういう気持ちを、僕も知ってる。嬉しい、照れくさい、待ちきれない……全部が混ぜ混ぜになって胸を満たして、浮かび上がるほど幸せな気持ちを。

「でも食べないと……鱗の艶が悪くなるよ。そうだ、磨いてやろうか」

『もう、きょうはおそいから、こんどでいい』

「──今度じゃなくて、今しよう。また明日、アストラと遊ぶだろ？」

　僕は了解を取らず洗い始めた。サレハは迷惑そうに鼻息を吹いたけど、したいようにさせてくれた。まず全体に水をかける。それからブラシで鱗の間に入った砂や埃を落とす。ここをちゃんとしないと、磨いても光らないから丁寧に。しっかり水分を拭き取って、仕上げに布に油をつけて鱗に広げていく。アストラが素敵だと思うように──ラドと並んでも、負けないように。

「……」

　無言でこすりながら、僕はさっきまでのことを思い返していた。一緒に来ないかと言った後、リヒトは返事を促すことは無く、シュテトルでの暮らしがどんな風か楽しげに話した。

　砦のある岩山には、果樹園農家と魔石研磨の職工達が暮らす街があって、彼は岩壁の凹凸を利用した素敵な家を持っている。緑が少ない分、壁にはモザイク模様が施され、造形の凝った灯りがそここを照らしている。魔石研磨で出た「くず」を使ったステンドグラスの窓は昼でも夜でも美しく、とても彩り鮮やかな街なのだそうだ。リヒトは毎朝その街から砦に出勤して、今回のように問題が起きさえしなければ、基本的に日没過ぎまで仕事をし、残りの時間は自宅で過ごす。落ち着いていれば毎週休暇を取ることも、纏めて休むこともできるそうだ。サラリーマンみたいだと言った僕にそれは何かと尋ね、元いた世界の思い出した話をすれば、とても面白がってくれた。

「デンシャってのが面白いな……俺も乗ってみたい……そうだ、律は休みの日はどうしてた？　俺はね、ナツメと街を歩いて楽師がいる食堂に行ったり、アストラの背でのんびり夜空を散歩したりしているよ」

「……休み」

　けれど僕は、その問いに答えられなかった。僕が休日に……余暇の時間に楽しみにしてたのは、ゆっくりお風呂に入って、よく冷えたビールを片手に野球の試合を見ることだ。リヒトにそれを言えば、きっとまたそれは何だと聞かれる。そうしたら僕は、ロイを思い出して泣いてしまう。


　　


　あの頃の僕も、不安で一杯だった。でも今ほど酷い状態じゃなかったし、今ほど自分を嫌いじゃなかった。もう彼に野球のことを説明する日は来ない。そして僕は、昔誰かがそうされたように、リヒトに与えられる。

「出世払いにしてくれるといいんだけどな、俺はメクネス様程有能じゃない。クロム爺さんを捕まえられてたらな」

　そう言うリヒトの言葉が悲しかった。。僕はリヒトが好きだ、好きだけど。出会った頃共有できていたはずの何かが、失われてしまったと思った。

「消えたい」

　僕の頭に、僕にだけ聞こえた声の返事が浮かぶ。

　消えたい。それが無理なら戻りたい。

　あの岩の上に戻って、水の中に落っこちて、行くべきところへ行きたい。

　それだけがロイを裏切った償いになると思う。この世界で僕に優しくしてくれた人達のためにもなると思う。そして、僕自身も救われる。こんな、苦い汁を吸わせた綿をいっぱい詰め込まれたまま、「楽しそうに」生きるのは嫌だ。

　もう日が半分沈みかけている。じきに夕食の時間だけれど、昨日この時間に準備されていた二人分の食器が、今日は無い。一人分だけだ。リヒトは今日は、メクネスさんに誘いを受けているらしい。「ここに居る間はずっと律と食べたいよ。あの赤頭、俺を変な目で見やがる」リヒトはそう言って、綺麗な顔を歪めて見せた。エロいことしようとしたらブっとばしてやる、そう言うリヒトの手のひらはギラリと光って、彼の魔力の強さを窺わせた。

　僕があんな風に強ければ。

　魔力を制御して、使えれば……。

「さ、出来たよ……」

　せいぜい竜を磨くことしか出来ない僕の、役目が終わった。確かめるようにサレハが首を伸ばして自分の体を眺め、満足そうににんまりと笑う。

『……きれいになった……』

　喜んでもらえて、何よりだ。

「だろ……じゃあ、次はご飯だね。僕を食べて？」

　できるだけ、気軽に言ったつもりだった。けれどサレハのいつでも眠たげな瞳に、一瞬で力がこもるから、僕は焦った。

『……なんといった？』

「あ……あのね、実は、僕にも魔力あるらしいよ。ロイがそう言ってたから間違いない。今は……ほら、腕輪も外れてる。王様が外してそれっきりなんだ。だから元気一杯。きっと美味しいよ」

　僕はいつもよりも早口でまくし立てた。

「魔力があれば、肉がなくてもいいんだろ？　但し跡形もなく食べてくれよ、お願いだから……いなくなったって、思われたいんだ……」

　でも、いつもはかわいいサレハの瞳は、冷えたガラス玉みたいになった、

　そして無機質に、必死な僕を映し出す。

『……サレハは、りつはくわない』

「どうして」僕はやけみたいにサレハの尻尾のとげを強く掴んで前後に揺らした。

「サレハ、僕は主人だろ？　主人の言うことを聞いてくれるだろ？」

『……主人をくう竜はいない……それから、ともだちをくう竜もいない』

「じゃあ……じゃあ、ラドの所へ僕を連れて行ってよ。あいつなら僕を食ってくれる。主人でも友達でもないんだから！　あいつは元々僕を食おうとしてた……気付いてたんだよ、魔力があるって」

『……』

　サレハは尻尾を大きく振った。僕は思いきり、跳ね飛ばされた。

「いった……！　何すんだよ……！」

『……きょうのりつは、ぜんぜんおもしろくない』

　ぶっきらぼうにそう言うと、わざとか偶然か後ろ脚を僕にぶつけながら飛翔して、あっという間に夕方の色に溶けて見えなくなってしまった。僕の肩に、水草がくっついている。きっとさっきぶつかった時に、落ちたんだろう。

「あ……爪の仕上げ……忘れてた……」

　空に向かって呟いたけれど、風の中で、僕はいつまでも一人だった。


　　


　そのまま夕食の時間になった。僕は食卓について、また吐くことを前提に黙々とご飯を詰め込む。そうして、早くチーベルがいなくなってくれないかな、と思いながらお茶で胃にふたをして、チーベルが言う冗談に、生返事を繰り返す。話題はもっぱら、リヒトが綺麗だってこと。

「律様、お済みでしょうか」

　配膳係と共に、ジザベルが現われた。何か用があるらしく、僕は今にも吐きそうなのを堪えて促されて部屋を出た。廊下を歩くうち、何だか吐き気が強くなる。向きは違うけど、この廊下のタペストリーに、絨毯に、見覚えがある。

「もしかして……食堂……」

　ジザベルはそうだ、と頷いた。ロイから妻へ話があるから、僕も行かなきゃいけないらしい。何の話かと恐る恐る尋ねると、首を傾げられた。

「本当に知りません……申し上げた通り、イベリスの事件のあと、クラウス様は奥さま方との会食を取りやめにされました。それで、奥さま方も各々のお部屋でお食事をされるようになっていたのです……律様は、何かお聞きではないですか？」

「……知らない……です」

　ロイとはあの気詰まりな食事を最後に、一度も顔を合わせてない。だから聞いてないけど、なんとなく察しはついた。ロイは、あの人たちの前できっとこう言うんだろう。

「律を離縁する。ここを出て、シュテトルへ行くことになった」

　そして、こんなことも付け足すかもしれない。色々と騒がせて済まなかったが、これからは元通りだ──。


　　


　目的地の扉が見えた途端に、酷く頭が痛み出す。

　食堂にはいい思い出が何一つない。背中を思い切りぶつけた壁、ひたすら壁際で、悪口を聞き続けた朝。近付けば近づくほど、僕は思い出して行く。遠くに座っていたロイ。その隣に居たリヒト……どんどん歩く速度が遅くなる僕の背を、チーベルがちょんちょん、と押した。

「律様、きっと律様にとっていいお知らせですわよ」

　何の根拠があって、と振り向くと、いつもよりも彼女のお化粧が濃い事に気がついた。

「……なんか、違うねチーベル」

「分かりましたか？　少しまつげをカールさせてみましたの！」

「ホントだ……おしゃれしたんだね。どうして？」

　チーベルは濃いまつ毛で縁取られた丸い瞳でぎゅっと僕を睨んだ。

「いつリヒト様に会うか知れませんから、気合を入れているんです！　律様には、クラウス様がいらっしゃいますからね？　リヒト様と、二人もずるいですからね？　あ、ずるいとかじゃなく、罪ですよ？　罪。姦通は裁きの対象です！」

「は……チーベルあのさ……僕は、」

「外出から戻られて、別れ際にリヒト様と見つめ合ってらしたの、私は見ましたよ！　お二人とも、こーんな目で……特にリヒト様からのお別れの抱擁の、長かったことといったら！」

「チーベル、下品な真似は止しなさいと何度も言っているでしょう。次につまらないことを言ったら、即郷里に返します」

　前を歩いていたジザベルの制止で、ようやくチーベルが黙ってくれた。もし止めてくれていなかったら、僕は彼女を怒鳴りつけてしまったかもしれない。そのぐらい彼女の無邪気さに、苛々した。

──……。

　波立った心のままで、僕は出来る限り俯いて、何も見ないようにして、いつも通りの端っこに座った。

「ごきげんよう、お久しぶりね、律さん」

　声を掛けられてしまっては、無視はできない。僕は必死で、妻達の名を覚えたあの日を思い出し、なんとか記憶が間に合った。。

「はい……リナ……ヴェラッタ様.……」誰の顔も見たくなかったけれど、視線を上げたその拍子に、否応なしに目に入ってしまう。

──あれ……？

　大きなテーブルも豪華な花も揃いの食器も相変わらずなのに、どこか違和感がある。リヒトと、庭に僕を招いて騒ぎたてたあの……そう、アナディッリの不在以外に、他にどこか……。

「お元気そうで何よりですわ、色々と……ありましたものねえ」

　今度はリナヴェラッタの隣の女性に声を掛けられた。アドリアーナだ。答えに困り、失礼にならないようにぺこりとお辞儀をすると、彼女は釣り目がちの瞳を緩めて微笑みかけた。

「中庭で子どもたちが親切にして頂いたとか……お礼も申し上げなくてごめんなさいね。長く患ってたものだから……」

　花を踏みつけていた二人の女の子のことを思い出し、締め上げられるように頭が痛んだ。明らかな皮肉に、僕の胸は切りつけられる。何があっても、どれだけ時間が経っても、やっぱりここで歓迎されることはない。早く終わって欲しい──ここから出たい……一人になりたい……それで、ようやく気が付いた。輝く金色の髪をしたあの人が、今は無人の、リヒトの席の向い側に、いないことを。

「あの……トゥーレーヴェ、様は……」

　思わず呟くと、ご存じ無いの、とリナヴェラッタとセラフィナが声を上げ、イベリスであった惨事について、僕は別の視点から詳細に知ることになった。

「あの企ては、トゥーレーヴェ様がなさったことなのです……私たち、確かに律様に意地悪をしましたわ。でも、アナディッリ様の無謀で目が覚めました。なんとあさましい嫉妬心だったのかと……」

　ええ、ええ、とアドリアーナが後を継いだ。

「ですから、イベリスにいらっしゃる律さんを執拗に憎まれるあの方を、私たちはお諫めしました。律様は、クラウス様の選んだ方……それは認めなくてはいけませんわ。けれど、聞き入れて頂けずトゥーレーヴェ様はあのような恐ろしいことを……そして、クラウス様はあの方を厳しく罰しただけでなく、私たちのこともお許し下さらない。さも同罪かのように、冷たくなさる……どうか、律さんの口から取りなして頂けないかしら……無視されるのは辛いのよ。子供たちも、寂しがって」

　僕は黙り込んだ。「取りなす」僕にそんな力は無い。何せ、じきに追い出される身だ。もし言えるとするなら、「ご安心ください」ぐらいだろうか。きっとここは元に戻る。去った人の分の妻がまた増えて、元通りになる──。

「律さん、黙らないで。私たちはオリヨールさんとは違うのよ」

　オリヨール、その名前を忘れていた自分に驚いた。

　一言も言葉を発せず僕の隣で気配を消していたか細い人をちらと見れば、一層うなだれて小さくなった。何故彼女がそんな様子なのか分からなかったけれど、僕はどうしても話をしておかなくちゃいけないことがった。

　彼女と同郷で、僕の為に命を落とした、アンジ──達……イベリスの、衛兵のことだ。

「オリヨール様……お話をしていいですか」

　痛む頭と、涙で語尾が緩みそうになるのを堪えながら、僕は彼らのことを伝えた。

「あなたのことがとても大好きだって……ルサ・メナでどんな様子なのかを、とても知りたがっていました。でも僕は上手く話せなくて……これからも、話せない……僕を守るために戦って、皆亡くなってしまったんです……本当にごめんなさい……僕が憎まれた、ばっかりに……あんなに良い方々が……」

　おにぎりを頬張る彼らが浮かび、言葉が続かなくなった。ひたすら深く深く頭を下げていると、オリヨールがすすり泣き始めた。そして、被さるように、いくつものため息が。

「謝ること無いわ、律さん。そこのオリヨールさんがきちんとクラウス様に相談していたら、トゥーレーヴェさんの企みは失敗していたのよ。衛兵たちと同郷だということで、毒入りの酒を渡す役目を最初に言いつけられたのはオリヨールさんなのだもの──ああ、勿論私たちは無関係よ。そんな依頼のことさえ知りません。なのにオリヨールさんったら、その毒のことを誰にも言わずにご自分で飲んでしまったの。それで、トゥーレーヴェ様は別の手を使って毒をイベリスに運んだのです」

「え……？」

　事態が把握できない僕の手が、オリヨールにぎゅっと握られた。

「り、律様……あの、私……私……」

　涙で途切れ途切れの告白を、オリヨールから聞かされた。つまり、彼女はそうすることで、トゥーレーヴェが諦めると思ったのだと。だけどそうはならず、イベリスは崩壊し、オリヨールはここにいる。

　つまり、僕が王様にもらった薬を飲んで、目覚めた、ということだ。

「……」

「お薬を作ってくださったムーロ様とアスランさんに……そしてここに置いて下さるクラウス様に、感謝しなくてはいけないのは分かっています……ですが、私はあのまま死んでしまいたかった……」

　僕の手の甲に、ぽとり、ぽとりと彼女の涙が落ちる。

　不快過ぎて手を払うと、オリヨールは勢いよく立ち上がって椅子から下りると、僕の足元に頭をつけた。

「どうかどうか、お許しください律さん。私怖くて、怖くて……」

　耳に幕が下りてしまったように、何の音も聞こえなくなった。

　きっと耳が拒否しているんだと思う。

「……ど……して……」

　彼女の小さな口がしきりに動いている。内容は無い。ただ、「ごめんなさい」を繰り返しているだけだ。

　僕の方も同じ。「どうして」と「何故」が頭の中を埋め尽くす。

　まだトゥーレーヴェのしたことの方が分かる。僕を憎んで、能力を奪うことで追い出したかったから襲った。でも、オリヨールは違う。どうして、ロイに言わなかったのか。　　

「クラウス様が、信じないと思ったんですか？　……それとも、トゥーレーヴェ様が怖かったんですか……？」

　彼女は、激しく首を振った。

「それも……あります。でも、違います。クラウス様を愛していたからです……ただ、何事も無い一晩を、過ごしたかったんです。お顔を見て、お話をして……勿論、それ以上のことはありません。けれど、私にとっては、その時間だけが生きる望みでした……クラウス様に愛される律様にはお分かりにならないでしょう、けれど、私には、それだけが……だから、」


　　


　忘れていたんです。


　　


　僕の混乱した頭が、突然クリアになった。

「何を……言ってるんだよ……！」

　心のままを口にすると同時に、激しい感情が駆け巡る。僕は明白な「怒り」に支配されていた。

「忘れた……忘れてたって？　じゃあいつ思い出したんだよ……毒飲んだんだろ、ならそん時はもう思い出してたんだろ……！　ロイじゃなくたって、誰にだって言えたじゃないか……！」

「わ、私が死ぬことで、……トゥーレーヴェ様が……」

「トゥーレーヴェの話はしてないよ！　僕はあなたの話をしてるんだ！」

　許してください、とオリヨールは繰り返す。許す……許すって、誰が、誰をだ。彼らは死んだ。血まみれになって死んだ。もう、何も出来ない。許すも許さないも、選べない世界に無理矢理連れて行かれた。

　体が熱い。手も、額も、体の中も、全部が焼けそうに熱い。

　そして、目の前が赤く染まる。あの時と同じだ。あの時とも──同じ。

──……暴走……する……。

　僕の理性が最後に一言呟いて黙り、辺りが轟音に包まれた。
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　クラウスとアスランを乗せた昇降機が目的階に到達した時、地響きのような衝撃が彼らの足元を揺らした。「おや？　久しぶりですね」いぶかしげに辺りを見回す若き秘書官の言葉を、クラウスは即座に否定した。

「いや……違う。空間が歪んだ……魔力の放出だ……それも、多量の……」

　鋭い視線の先には、彼らが今正に向かおうとしていた、食堂があった。

「──まさか」

　嫌な予感に駆られながら足を早める彼らに衛兵が合流し、外部からの攻撃ではないと報告した。

　様々な推論を交わしながら到達した食堂は扉が外側に倒れ、青ざめた顔の侍女や料理人達が集まっていた。

「道を空けよ」

　中は無惨な有り様だった。主人を待って準備万端だったテーブルは天地を逆にして窓を突き破り、床には食器の破片と抜け落ちた天井の素材が山を作っている。

　誰もが入室をためらう中、隅で一人座り込む小さな背に、クラウスが歩み寄った。

「律……怪我は無いか」

　問われて振り向いた瞳に輝きはなく、頬や髪についた粉塵を払いながら外傷の有無をクラウスが確かめるのを、うつろな目で追っている。

「どうもないな……腕輪はどうした。何故外している……つけておけと、言った筈だ」

　彼らの周りを、アスランの指示を受けた衛兵たちがせわしく動き始める。瓦礫が素早く取り払われ、意識を失い血を薄衣に滲ませた妻達が、次々と助け出されてゆく。

　何を問われても律は沈黙を続けた。けれど最後に運ばれたオリヨールを見た途端頭を抱えて床にうずくまり、クラウスが伸ばした指がその小さな頭に触れるより一瞬早く、言葉を発した。

「……僕が……やりました……」

　その声は小さかったけれど、その場の皆に聞こえる程には明瞭だった。

　クラウスは地面が歪むような感覚によろめき、思わず床に手をついた。そして固唾を飲んで見守る部下に、振り絞るような声で指示を出した。

「律を捕えろ……魔力を使えぬようにするのを忘れるな」
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　夜が深まり、意識を取り戻した妻達の話で事態が明らかになった。

　彼女たちは興奮気味に「律がやった」と口を揃えた。

「一瞬でしたの……オリヨールさんは涙ながらに律さんに許しを請いました……でも律さんは聞く耳を持たずに責め立て、挙句、魔力でオリヨールさんを突き飛ばしたんですわ」

「オリヨールさんは倒れました。それでもまだ謝り続けていらっしゃいました。なのに……なのに律さんは……さらに魔力を発したんです……それも、凄まじい力を」

「あちこちが崩れ、物が飛び、私たちは逃げる間も与えられませんでしたわ……衝撃を和らげようと、力を合わせて魔力の壁を作りました……けれど、律さんの力の方が強くて……」

　口々に律の仕打ちを非情だと訴えた彼女たちは、眉間に深いしわを刻む主に訴えた。

「クラウス様、私たち、恐ろしいですわ……！　きっと、また襲われます……特に、オリヨールさんへの憎しみは……きっと、律さんは殺意さえ抱いてらっしゃいます……ね、オリヨールさん、そのぐらい恐ろしい思いをされましたわよね？」

　尋ねられたオリヨールが、頬の打撲痕にあてがわれた布に手をやりながら頷くのを、クラウスは黙って見ている。その視線から逃げるようにオリヨールは小さくなり、逆にアドリアーナは声を張り上げた。

「クラウス様、皆見ていましたわ！　無かったことには……」

　視線を向けられた彼の瞳の青さに、彼女は途中で言葉を切った。

「言われずとも、分かっている」

　彼はまた病室に戻ってしまったルサ・メナの客間を出た。彼の心中は今、荒れ果てた食堂の如く混乱を極めていた。廊下を歩き、思い立ってある部屋の扉を開ける。


　　


　その広々とした部屋で装飾品と呼べるものは、タペストリーと、キャビネットの上に乗せられた花瓶と、そこここに掛けられたレース編みぐらいだ。後はやけに大きなテーブルとたくさんの椅子、手を洗う為の場所、鏡──そして、天蓋つきの寝台。

　クラウスが律の為に用意した、三度目の部屋だ。いつでも必要最小限のものに留めたのは、時間をかけて彼の好みに仕立てれば良いと考えていたからだ。けれど、初めの部屋はテラスに敷物が敷かれて間もなく出ることとなり、移転先であったイベリスは、彼が完成を楽しみにしていたという噴水どころか、泉すら作れぬままに破壊され、そして今、またこの広いだけの部屋も去ることになった。

　寝台にはあの夜と同じ、温かい色をした寝具が用意されている。しかしそれを見ても煮えたぎる程の悔しさや怒りが湧き上がることは無く、もうずっと見ていない、律がそこで見せたしどけない口元と、色づいた頬の色をかすかに思い出しただけだった。

　クラウスは灯りを消し、部屋を暗闇に戻した。


　　


　

　オリヨールと律を同席させるべきでは無かった。

　腕輪が外れていることに気付くべきだった。

　あれはいつから外れていたのか、それさえ思い出せない。

　激しい後悔の念に駆られた彼は、しかし自分の役割を思い出す。


　　


──裁かねばならない。例外は……認められない。


　　


　議場に入ると、一斉に侍従達の視線が突き刺さった。

　事務的にそのうちの一人が、律をどこにどのように収監しているか話した。

「落ち着いた様子で、全て認めていらっしゃいます。オリヨール様の告白を聞いて激情に駆られたそうです。奥様方が怪我を負いはしたけれど命に別条の無いことを知って、とても安心していらっしゃいました──……そして、どのような罰でも謹んで受けると」

「──ふざけるな！」

　静まり返った侍従達の間を割って、一人の騎士が怒りを発散させながら進み出た。

「クラウス……まさか律を罰するつもりじゃないだろうな」

　その物言いに、アスランが駆け寄って間に入った。

「リヒト様、お待ちください」

「待ってたよ……！　待ってたらこうなった。あんた一体何やってんだ」

　アスランをひと睨みで跳ね飛ばし、クラウスの胸元に掴みかかろうとしたリヒトは、しかし逆に胸元を掴み持ち上げられた。

「ぐ……っ……この……」

「黙っていろ。お前はこの評議に加わる資格は無い」

　投げ捨てるように地面に放ると、メクネスがやれやれといった体で助け起こそうとしたが、リヒトはその手を取ることはせず、座り込んだまま項垂れる。

　クラウスは、真っすぐ侍従達を見て告げた。

「律の罪状は、無抵抗な者に対する傷害と私刑の実行だ。刑期はどのぐらいになる」

　視線を向けられたアスランは、尻もちをついたまま法をそらんじながら素早く計算した。

「……皆軽傷でしたから……確定ではありません……が、前例に照らすと……使役一ヵ月程度かと……」

　クラウスは速やかに、かつ公正に刑期を確定させるよう侍従達に指示した後、付け加えた。

「律は裁く……しかし離縁はしない。皆知っての通り律は異世界人だ。刑期を終えても、戻る場所が無い……」

　異を唱える者は無い。皆、律が戻ることは無いから、離縁しようとしまいと結果は同じだと考えていたからだ。当然、刑期を終えて放免される者はいる。けれどそれがごくごく限られた条件に基づくものであることを、彼らは知っている。例えば三日、例えば七夜程ならば、可能だ。だが、月一巡りとなれば、各段にその生還率は下がる。収監されれば概ね、その生は終わるのだ。

　そうでなければ、この領土は、竜と共存できない。

「執行は法に基づき、刑が確定した一両日後とする」

　解散した議場で、脱力したように座り込んだままのリヒトに、クラウスが立てと命じる。口調は強かったが、同時に手も差し伸べていた。しかし彼はそれを唾棄するべきもののように振り払い、自ら立ち上がる。

「……一ヵ月だって……？　……三日だって持つもんか……あんただって分かってるだろ？　俺に律の死体を確認させて、リストから名前を消せって言うのか？」

　涙を落とさぬよう、リヒトは精いっぱいの虚勢を込めて睨んだ。彼の目は滲んでいた。だからはっきりとは分からなかった。けれどクラウスの瞳もまた、同じく揺らいでいるように見えた。

「リヒト……しっかり見張れ。しっかりだ」

　その言葉に含まれた意図を、リヒトは受け取った。

　けれど首を振るしかない。

「無理だ……鉱山は広い。そして竜も罪人も大勢いる……とてもじゃないけど……」

「それでも……見張れ」

　二人の視線が絡んだ。

　それは、初めて願いが同調した瞬間だった。

　けれど二人とも、それが叶わないことを知っている。
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──小さい窓だな……。

　遥か頭上にある点々空いた小さな四角から、月が見えないか色々試してみた。

　けれど角度が悪いらしく、端さえも見えない。

　体中がだるくて、重い。たくさん魔力を使ったし、そんなものしなくたって葉っぱ一枚動かせやしないのに、僕の両手首はあの腕輪の比ではない「手枷」と呼べるほど頑丈なもので覆われていた。それがどんどん、僕から力を奪っていくのだ。


　　


　僕は、今裁かれている。そして鉱山に運ばれるのだと思う。

──サレハ……会えるかな。

　他の竜に食べられると知ったら、ひょっとしたら思い直して食べてくれるかもしれない。

　そう考えると少しだけ希望が持てた。サレハに会えたら文句を言おうと思う。食べてくれなかったから、またロイに迷惑をかけてしまったと──そして、被害者から加害者になってしまったんだと。


　　


　まだ、耳から悲鳴が去らない。自分の中にあれほどの怒りがあったことに、僕は正直驚いていた。反射的に蚊を叩いて殺してしまった時にさえ罪悪感を感じるくらいだったのに、まさか泣きながら謝っている人を怒鳴りつけて傷つける人間だったなんて、思ってもみなかった。

　最後の最後に、ロイに本性を見られてしまったことが、とても恥ずかしい。

　もうこのまま、顔を合わせずにいられたらいい。

──そう……そうだ……もういいんだ……。

　でも一度正直になった僕の心は、その嘘を許さなかった。

　うずくまっていた時、ロイが僕の頬や髪に触れた指の感触に、胸が震えて仕方が無い。

「……っう、うう……」

　相変わらず、すすり泣くことしかできない自分は惨めだ。

　どこで間違えたのか、どこかで変えられなかったのか、これまでの事を思い返そうとする。でも、ロイのからかうような笑みを思い出すと、思考が止まってしまう。どうしても会いたいと願ってしまう。


　　


　大きな窓は無いけれど、囚人にしては良いベッドに僕はうずくまった。

　そのうち泣き疲れて眠れるだろうと思ったけれど、一向に涙は枯れず意識も遠ざからない。

　話し相手をしてくれる、知らない声も聞こえない。

──早く、あなたの国にお導き下さい。

　心を込めて慈悲の神に祈りを捧げたけれど、結局一睡もできないまま、朝が来た。

　コトリという小さな音と共に、扉の横の小窓が開いて机にトレーが滑り込んできた。とても囚人らしい食事だなと思ったら、トレーの上は、普段と変わらなくて驚いた。むしろ、いつもより好きなものばかりだ。ちょっと香りのアクセントがついた野菜だけの透明なスープ、甘酸っぱい果肉がぐるりと敷き詰められた小さなタルト、そして、塩味のふわふわパン。手に取るとそれはまだ温かく、二つに割ると焼きたての香りがした。

　途端に、猛烈に悲しくなった。

　昨日はいつ死んでもいいと思っていたのに、その決心がぐらぐら揺らいで叫びたくなった。たまらずトレーを押しやろうとして、皿の下に折り畳まれた紙を見つけた。

『食べたいものや、読みたい本があったらなんでも用意しますから、ここに書いて返してください。私がクビにならないように、仕事を下さい』

「チーベル……。本当に字が下手なんだな」

　僕は紙を裏返して重たい腕に苦労しながら『楽しい物語の本』とできるだけ綺麗に書いて、気遣いへのお礼の言葉を添えた。ようやく眠れそうな気がして、もう一度横になって目を閉じた。部屋全体にパンの香りが漂っている。まるで、イベリスでまどろんでいる時みたいだ。

──……僕、幸せ、だったなあ……。


　　


　そのまま僕は夢の中に落ちた。そこはイベリスで、死んだはずの衛兵も、ロイも、みんな一緒で笑顔だった。これ夢だなあ、と思いながら楽しいひとときを過ごした僕は、目覚めてトレーが本に変わっているのに気がついた。表紙の感じからすると、子ども向けの童話のようだ。早速リクエストに答えてくれたんだと頁をめくると、はらりとメモが落ちた。

『今度は私も一緒に歌います。必ずまた会いましょう』

　この優雅なこの字は見覚えがある。

──リネラだ……。

　リネラ……リネラ。

　目いっぱい笑顔の女の子がこの世界の生き物を前に歌う絵に、いくつも涙が落ちた。


　　


　太陽の位置が動いて部屋に光が差さなくなった頃、扉が音を立てて開いた。

「律さん」

　食事のトレーを持ってアスランが立っていた。食事を残した僕のことを知って持って来たのだと、チラチラ廊下を見やりながら言い、後ろ手に扉を閉めた。

「告発してください」

「……え？」

「あなたはこれまでクラウス様の奥様方に散々嫌がらせをされていたと聞きました。精神的な暴力についても法は規定しています。告発して下されば、今回の刑と相殺して減免できます。ここに、書式を持ってきました」

　アスランは用紙を指し示しながら、いつ頃、誰からどんな被害を受けたのか書くようにと促した。もう全部忘れたと言うと、そうはいかないと脅かすように言った。


　　


　僕の刑期が決まりそうになった時に、領民から大量の嘆願書が届いたそうだ。それは僕の刑を軽くしてくれというものではなく、危険な異世界人をただちに処刑してくれというもので、放っておいたらその嘆願書の効果で僕の刑期が伸びてしまうと告げた。前々から僕の評判が良くないということは知っていたから驚きはしなかったけれど、見ず知らずの大勢の人に嫌われているという事実は単純に驚きで……とても悲しかった。

「ですから、是非とも思い出して書いて欲しいんです。少しでいいんです。ここの署名欄だけでもいい。他は上手く書きますから」

　僕は彼に感謝の言葉を述べて、でも、告発はしないと言った。もし何か言うなら、嫌がらせされた時に声を上げるべきだった。ロイは何でも相談するように言ってくれたのに、僕はいい子ぶって……一人で抱えて。平気だって思おうとしてた……けど……間違ってた。

「アスランさん……僕は、意地悪をされて、本当はものすごく悔しかったし、怒ってた。でも、黙ってた……僕が何か言って、あの人たちが罰せられたら嫌だったから。でも、それなら僕は、ロイにこう言えば良かったんだ……罰しなくていいから、話を聞いて慰めて欲しいって。あなただけが僕を好きでいてくれたら、それでいいんだって」

　言葉を切ると、アスランの手からペンがぽとりと落ちた。机を転がって落ちそうになるのを、僕が人差し指で止めた。

「……僕、オリヨールさんの身勝手さと見通しの甘さが許せなくて、魔力を暴走させました。酷いとか、ずるいとか、死んだ人たちが気の毒過ぎるって、そんなのでめちゃくちゃになって体中が熱くなって止められなかった。でも……机をふっ飛ばして、誰かが助けてって叫んだ時、ふと我に返ったんです。その時なら、きっと止められた。でも僕は止めなかった。もっともっと力を放出して、力が無くなるまで滅茶苦茶にしてやった……そうしないと、気が済まなくて」

　彼の顔はどんどん青ざめていったけど、逆に僕の心は軽くなっていった。

「だから、領民の方が言うの、間違ってないです。僕は危険な異世界人です」


　　


　アスランがそれでも、としつこく食い下がるのを、僕はいつまでも断り続けた。帰らないと何も食べないと言うと、根負けしていなくなってくれた。いい人だな、好きだな、と思う。そして、持って来てくれた食事を残さず食べた。冷えていても、それはとても美味しかった。本当に久しぶりにそう思えて、僕は吐くことなく、食事を胃に収めたのだ。


　　


　次の日はリヒトが来て、逃げようと僕の手を引いた。

「俺がここにすんなり来れたのはどうしてだと思う？　衛兵が殆どいないからだよ。突然クラウスが配置を変えたんだ。わざとだよ……誰かが、俺が、律を連れ出すように」

　さあ、と扉の向こうに促された僕は、反対側に力を入れて首を振った。　

「いかない」

「どうして……！　告発もしないって言うし。クラウスだって律を裁きたく無いんだ。でも立場上そうしなきゃいけない。来たくてもここには来れないんだよ。俺の為じゃなくていい、クラウスの為に逃げてやれよ」

──ロイの、為……？

　ぐらりと僕の心が大きく揺れた。

　それを感じ取ったらしいリヒトが、僕の肩をゆすりながら、殆ど叫ぶみたいに言う。

「追手は来ない、断言できる。来たとしても探す振りをするだけだ……だから大丈夫。何も心配いらないから、俺と……クラウスを信じて欲しい」

「……しんじる……」

「そうだ、俺はクラウスのことが嫌いだったけど、今は信じてる。きっとなんとかしてくれる。表に出るんだ。そうしたら、逃げる手段が絶対に用意されてる……！」

「……」

　僕はリヒトの顔をまじまじと見た。

　彼がどうしたのかと戸惑うほどに、しつこく見続けた。

「……何」

「……僕、リヒトさんが好きだ……」

「……ありがとう」うわ言みたいに呟いた彼に、僕は付け加えた。

「いいなあ、素敵だなって思う……前からそう思ってたけど、今もっと思った……遠い所から……シュテトルから、僕に会いに来てくれてありがとう。それから……今日も、来てくれてありがとう──……僕、心からリヒトさんの幸せを願ってる。立派な守護騎士になって、ロイの力になって欲しい」

「律……」

　随分僕はおしゃべりだな、と思った。昨日アスランと話した時もそうだ。こんな風に、きちんと言いたいことを最初から最後まで言ったことがあっただろうか。いつもいつも言いかけて、途中でやめて来たんじゃないだろうか。

「……そんな、そんな風に……最後みたいに、言うな……」

　リヒトが泣いてる。透明な滴が白い頬を伝って唇に溜まってゆくのが綺麗だと思う。彼は無言で、力づくに僕を引っ張って行こうとした。でも行かない。例えロイが来てそうしろと命令しても、僕は断っただろう。

「律！　なんで……なんでだよ……！」

「僕は罰を受けたいんだ……ごめんね。無抵抗な人に怪我をさせたのは事実だよ……裁かれないのは、不公平だ」

　リヒトの元から大きな瞳が、一層大きく見開かれた。そして、泣き笑いの形になる。

「……こんなに頑固だなんて、ちっとも知らなかったよ」

　彼が涙を袖の端で拭って、僕を抱き寄せた。

「きっと守るから。俺は鉱山の管理官じゃないけど、何とかして君を守る。罪を償って、堂々と戻って来られるようにする」

「サレハ……鉱山でサレハと会えるかな。ちょっとまた、喧嘩中なんだ」

「ああ、分かった。アストラを囮に使う」

「あはは……それなら絶対ひっかかる」僕が笑うと、リヒトも笑った。

「さよなら」僕が伸ばした手を、リヒトは「またね」と握った。

　お互い言葉を正さないまま、どちらともなく手を離した。


　　


　

　一人に戻った僕は、別れの挨拶を出来ないだろう人達に向けて、手紙を書きはじめた。

──まずリネラだな。それからティベット、チーベルにもだよな、あと、ムーロさんだろ……

　指を折りはじめると、次々と人の顔が浮かんで驚いた。それでいて、僕の筆記力はある時を境にぴたっと止まってしまっているから、書きたいことが少しも書けない。

「ちゃんと勉強続けとけばよかったなあ」

『親切にしてくれて　ありがとう』と書かれたきりの紙を目の前にして途方に暮れたあくる日、アスランから刑期が二ケ月で確定したと知らされた。執行は二日後だそうだ。二ケ月と言えば、ずれはあるかもしれないけど、丁度僕が十九歳になる頃だ。まさか成人前に死ぬとは思わなかったけど、最後にものすごい経験ができたのは良かった。

「竜、乗っちゃったもんなー……あと、結婚した……かっこいい……男の人……と」

　変に楽しくなってきて含み笑いをしている僕の傍らに、どさっと何かが落ちて来た。

「な、何っ？」

　仰天して思わず声を上げると衛兵が入ってきて、僕より先にその塊を確かめた。

「なんだ……花か……窓から？」

　多分そうだと思うと言うと、彼は根っこごと引き抜かれた花の固まりを黙って持って出て行き、根の部分を切って水差しに活けてくれた。それは僕がよく知っている、白い花だ。

──来たなら声ぐらいかけろよ──サレハ。

　僕は活けられた一輪をちぎってクルクル回しながら、もう一度ペンを取った。

　送る相手の顔を思い浮かべながら、昨日と同じ文面を何枚も書いていく。

　そして、とうとう最後の一通になった。

『助けてくれて、親切にしてくれて』

　客観的に見て、一枚目より上手くなってる。やっぱり文字は何度も書くに限るな、と実感しつつ『ありがとう』に取りかかった。でもさすがにロイには、『ございました』にすべきだと思った。ただ、変化のさせ方が分からない。

「……勉強……しとけばよかったなあ……」　

　僕はペンを投げ捨て、大声をあげて泣いた。

　ロイ、ロイ、ロイ──。

　外に聞こえてしまうから、声には出せないその人の名を、何度も何度も呼んだ。


　　


　そして、長いと思った二日はあっと言う間に過ぎ、執行の日が訪れた。僕はロイのことだけを吹っ切れないまま、アスランから説明を受けた。

「輸送車で半日かけて、一番手前の鉱山であるテスコまで行きます。そこで手続きと説明を受けて、収監となります」

　階段を下りながら話す彼は、淡々として事務的だった。あんなに熱心に告発を勧めてくれたのに、と寂しく思っていたら「随分落ち着いて見える」と同じようなことを言われた。

「……もう、仕方ないから……」

「仕方ない……そうですか。諦めが良いですね」

　含まれた棘に刺され、せっかくの申し出を断った僕に怒っているのだと思った。

「あの……アスランさん、あの時」

「……律さん」

　僕の言葉は遮られた。仰ぎ見れば、アスランは険しい視線を向けていた。

「いいですか。今度こそ、勝手なことをしないでくださいよ」

「……どういう、意味ですか？」

「言った通りです」

　六頭ものランバが繋がれた、大きな車がそこにあった。歩み寄って来た衛兵が、僕の重たい手枷を外す。また別の手枷がはめられるんだろうと思ってそのまま両手を差し出していると、車に乗るように促された。

「手は、何もしないんですか？」

「しないように言われてます。クラウス様に」

　その名前に、ずきりと胸が痛んだ。

　会えなくても、話せなくても、姿だけでも見ておきたかった。

「……アスランさん、クラウス様はどこですか……お別れと感謝と……お詫びを……どれかひとつでも良いので、できませんか」

　アスランが、さらにむっとした顔になった。何を今更、そう思っているんだろうか。

「遠くから見るだけでもいいんです。駄目ですか」

「……早く乗って下さい！」

　突然怒鳴られてすくみあがった僕は、彼が指差す車を見た。

　御者と思しき人が、扉を開けて待っている。でも、乗ってしまったらもう二度と会えない。そう思った僕は、しつこく食い下がった。

「……じゃ、じゃあ、手紙を……他の人宛には最後まで書いて、衛兵さんに言付けられたんですけど、クラウス様には最後まで書けなくて、まだ机の上に置いてあって……でもそれはまだ途中なんですけど、それを渡して……」

「だから！　早く乗って下さいって……！　いるでしょ、あそこに！　手紙でなく、直接言えばいいじゃないですか！」

──……いる？

　激しく怒りを発散させる、アスランの視線の行方を追う。

　扉の影にいた仏頂面の人物は、一瞬別人に見えたけれど──。

──ロイ……？

　僕はよろよろ近づいて、その顔を見上げる。

「髪……短い……」

　もうちょっと何かあるだろうと我ながら思ったけれど、僕の口から滑り出たのはそんなことだった。

「……乗れ」

　顎で扉を示されて、慌てて手紙に書いたのと同じお礼の言葉を言った。けれどロイは白けたような顔で「早く乗れ」と冷たく言うだけだ。

「あの……もう、少しだけ話、」　

「話は乗ってからだ。時間ならいくらでもある」

「いくらでも……もしかして、送ってくれるんですか……？」

　途端、アスランが「ああ！」と叫んだ。

「うるさいやつだな」

「……多分、僕に怒ってて……」

「いや、俺に怒ってるんだろう。忙しくなるからな」

　首を傾げた僕に、ロイは一枚の紙を見せた。僕が二日前に見せられた紙だ。刑期が書いてある……。

「……え？　罪人のとこ……ロイ・クラウス・アーダルベルトって、書いてある……」

「そう、俺も囚人だ」

　意味が分からなくて唖然とした僕を、彼が車に押し込んだ。

「不謹慎だが、楽しみだ」

　そう言ってニヤリと笑った顔は、初めて出会った頃と同じに見えた。
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──ロイが、囚人……？

  走り出す車の勢いそのままに、これまでの苦しさや気まずさが吹っ飛んでいく。一体何があったのかと詰め寄る僕をいなすように、ロイはゆったり長い脚を組み、裏門を駆け抜ける車の窓に悠然と目をやった。小さな格子から入り込む風が、耳の下あたりで裁ち切られた、彼の薄茶色の髪をなびかせている。

「相変わらず、無駄に大きな城だな……」

「……え？」

「エル・メナのことだ……このように低い場所から見上げるのは久しぶりだ。幼い頃から不思議だった。このように立派な城を作るのなら、何故地上で竜に怯える人々の為に、塀や壁を作らないのかと。何故この領土では、城の中と外で世界が異なるかの如き違いがあるのかと」

　ロイは視線を車内に戻した。そこで雰囲気が違うのは髪型のせいだけじゃないことに気がついた。目の色が、両方とも殆ど黒に近い色に変わっている。

──魔力で、そんなことも出来るのかな……それとも、カラコンみたいな……。

　僕が黒い瞳も素敵だなあなんて寝ぼけたことを考える傍らで、ロイは固い口調で、独り言のように話し続けた。

「権力を得てから、様々な努力をしてきた……十年余りかけてようやく、この地を安定させたつもりでいた──しかし俺は領主にはなれたかもしれないが、人としては酷く未熟だったようだ……男としては、尚更だ……」

　言葉を切ったクラウスが、何も見逃すまいとするように僕に向き直る。

「律……俺に、もう一度だけ機会を与えてもらえないだろうか」

「え……」

「お前の夫として……命を掛けて護りたい……──愛している」

「……」

「今すぐ信じろと言わない……いつでも間に合わず、役にも立たず、お前を傷つけるばかりだった俺だ。拒絶されても仕方がない……だが、せめて傍にいさせて欲しい」

　胸がぐっと痛んで、見慣れぬ色をした瞳の真摯なまなざしに、心臓を直に握り締められるようだ。

　王に身体を渡したあの夜から囚われの身に至るまで、僕が考えていたことと、彼が考えていたことが違いすぎる。

──……何、言ってる……？

　ちょっとした通路を挟んで向かいに掛けていたクラウスが、大股で僕の方へ来て、隣に腰を下ろす。その重みで床が少し軋んで揺れた。十㎝の距離に、苦しいほど会いたかった人がいる。

　機会を与えてくれだなんて、傍にいさせてくれだなんて、愛しているだなんて……そんな言葉を掛けられるような僕だったか。遅いも早いもない。今ここにいることだけで有り余るほど幸福なのに。一体何を一番に持ってきたらいいのか分からなくて、僕は困り果てた。あんなに言いたいことが……手紙に書きたかったことがあったはずなのに一つも思い出せない。

「僕、は──」

　黒い瞳の向こうに、うっすらといつもの瞳の色が透けて見える。金色と、深い、深い青。

「僕、は……」

　もう諦めていた。諦めていたけど──それでも最後まで望んでいたことが一つだけあったことを思い出した。そう、僕は。

──会いたい……それだけだった……。

　すっと霧が晴れるように、僕の胸にあったはずの空洞に光が差して、小さく小さく縮んで消え去った。僕は大事にされていた。そして今も大事にされている。あの時僕に触れて逃げた指先は、僕を嫌ったからじゃなかった。ロイもきっとぐちゃぐちゃだったんだ……僕と、同じように。

「──触っても、いい……ですか……？」

　彼は虚を突かれたような表情をしてから、軽く頷いた。

　怖々手を伸ばし、短い髪に触れてから、そのまま腕を回してそっと抱きついた。応じるようにすぐに抱き返してくれる。たったこれだけで、また泣いてしまいそうだ。

「また会えて、うれしい……もう会えないと思ってたから。愛想を尽かされたと思ってたから、そうじゃないって分かったから、それがうれしい……他のことは、もうどうでもいい……です」

「律……」

「ごめんなさい、本当に、ごめんなさい……弱くて、僕は……とても弱くて、それで、あなたを傷つけた。信じてなかったんじゃないんです。僕は、怖かった。僕の所為で傷ついた人が居るのが怖かった。それから……僕自身のことが怖かった……乱暴で、身勝手で……だから、」

　逃げなかった。罰を受けようとした。消えたかったから。

「元に戻れば……最初に、あの岩の上に戻るんだって、それが一番だって思って……」

　僕は一度深い息継ぎをして言った。でも、今は違うんだ、と。

「嬉しくて仕方ない……頭が変になりそうなくらい……とんでもない迷惑を、掛けてるのに……アスランさんだって、あんなに怒って……でも、ロイが居る。僕を……抱き締めてくれてる」

　伝わっただろうかと緊張しながら見上げると、ロイの瞳が濡れて見えた。見てはいけないと咄嗟に目を伏せると、さらに力を込めて引き寄せられた。「律」そう僕の名を呼ぶ声は、いつもの堂々とした、張りのある声じゃなかった。ぴったり表現する言葉が思い浮かばない。でも、名前を呼ばれただけなのに、何故か「愛している」と言われた気分になった。

　そのままの声で、彼がまた、僕に許しを乞う。中庭で、寝室で、王に抗議できなかったことを謝る。僕は返事ができない。ただ、彼の胸の中でうなずき続けることしか出来ない。

「……俺は、あのような感情を抱いたことが無かった……悔しがる、等ということは、弱者と愚か者がするものだと……」

　それは、痛いぐらいの抱擁だった。苦しいのに天国のように心地よくて、このまま死んじゃってもいいかな、と思ったくらい。
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　しばらくしてロイは、何事も無かったように身体を離して、御者に次の街で一旦止まるように指示を出した。もう、いつもの冷静な横顔だ。

「これ程輸送車の乗り心地が悪いとは思わなかった。次の街で一晩休む」

　囚人なのにそんな勝手が許されるのかと驚くと、「俺を誰だと思っている」と偉そうに足を組み替えながら言った。

「別に一日二日到着が遅れたからと言って咎める人間はいない。そもそも俺の収監は半ば無理やりだからな」

「……無理矢理って」


　　


　そこでようやくロイが、いきさつを話してくれた。

　僕が提案を全て拒絶したのを知って、どうにかして救えないか考えた結果、同行すればいいと思いついたそうだ。当然お城の皆は猛反対したけど、ロイは勝手に書類を揃えて手続きしてしまったという。「……わざと、何か罪を犯したんですか？　それとも、嘘ついて……」彼は嘘が嫌いなはずなのに──そう思った僕に、再び書類が示された。

「罪ならもう犯していたから、それを告白しただけだ」

　示された場所には「私刑の許可。但し状況を鑑みて第一鉱山での使役二か月とする」と書かれていた。なんのことかと思ったら、僕を救うためにメクネスさんがイベリスへの侵入者を捕らえることなく殺してしまった件だった。本来なら行き過ぎた防衛ということで裁かれるべきだったのを、ロイが不問にしたそうだ。

「法が全てだと言いながら実際は順守されていない例もある。俺が元々申告した罪は別にあったが、アスランがどうしてもそれは止めてくれというから、裁かれていない罪を使わせてもらった」

「本来の、罪……？」

　彼はふっと目を逸らし、僕の指を一本ずつつまみながら言った。

「……あまり言いたくないが、お前に対する強姦と傷害が俺の裁かれていない罪だ……最初はそれで服役すると言ったんだ……まあ確かに、恥でしか無い」

「え……それ、って」

「初夜のことだ。お前は激しく抵抗していた。だが、俺は泣くお前の姿に欲情して抑えつけ……その時、お前の中に魔力があることを知った。お前の苦しみの比ではないが、手の甲への一撃は暫く痛んだ……別の意味でな」

　気まずそうなその様子がおかしくて、僕は笑ってしまった。

「笑うな」

「じゃあ……じゃあ、わざわざ変装してるのは？」

「城の皆を納得させるために、本来の目的は刑場の実地調査だということにしたからだ。領主として視察するのと、囚人として中を見るのは違うだろう……お前の頑固のお陰で貴重な経験が出来そうだ。実際、想定より刑期を終える者が少ないことが気掛かりではあった。行方不明のクロムのことも、調べるつもりだ」

「へえ……」

　こんな時でも仕事を忘れないんだな、と感心した所で車が止まった。ティベットと行った街と同じように、高い高い塀で囲われている。中まで車ごと入るかと尋ねる御者に、明日の朝戻れと告げいくらか金を渡すと、ロイは自分で扉を開けて外に出た。囚人のはずの僕らは普通に地面に降り立って、砂ぼこりと共に走り去る車を見送った。

　ものすごく不思議な気持ちで、僕は彼を仰ぎ見る。

「このまま逃げちゃえそうだけど……」

「その選択肢を捨てたのはお前だろう。残念だが俺が逃がさん。しっかり調査に付き合ってもらう」

「うう……だよね」

　うなだれる僕を伴ってロイが街の門をくぐると、すぐに衛兵が飛んで来た。「通行証を見せろ」と鋭い槍をいかめしく交差させて僕たちの行く手を遮っている。「そうか、この姿だった」呟く彼に、また捕まるのかと僕は慌てた。けれどロイが素早く衛兵の手に何かを握らせ何事か囁くと、すぐに槍が解かれて中に入ることが出来た。いかめしい顔をしていたくせに、「いい滞在を」とにこにこと手まで振っている。通行証を用意していたのかと驚いた僕に、今度はクラウスが険しい顔を見せた。

「──金を握らせたんだ。断るだろうと思ったが、通れてしまったな」

「……何て言ったの……？」

「お前を売ったら、すぐに立ち去ると言った」

「──……え……は……？」

「……無論人身売買も禁止だ。どうもこの領土の衛兵には相当問題があるようだ。戻ったらただちに再教育せねばならない」

　絶句する僕に、ロイはまたニヤリとする。「平民の姿は都合がいい。今嫌なことを思い出したが、ジナーフもたまに平民の格好をして王都をウロついていると聞く。何をふざけているのかと呆れたものだが、収穫はありそうだ」

「ジナ……？　誰ですか……？」

「お前を辱めた、恥知らずで無礼な男──ヴォルテア国王の名だ」

──お、王様のこと……そんな風に……。

「行くぞ。最初の調査だ」ロイは狼狽える僕の手を引き、街をゆっくり見て回った。広い通路は一糸乱れず石畳が整列し、身なりの綺麗な人々が楽しげに行き来している。両側にはずらりと店が並び、趣向を凝らしたディスプレイが僕の視線を誘う。あまりに横ばかり向いていて、僕は案の定何もない所でつまづいた。

「……何か買ってやりたいが、鉱山に飾り立てた姿で行くわけにはいかぬ。戻ってからの楽しみにしよう」

　そういう彼も楽しそうだ。さっきの賄賂を受けとった衛兵はともかく、街が賑やかで健康だから、きっと嬉しいんだろう。そんな彼を素敵だなと思っていたら、街の人が同じような視線を向けているのに気が付いて、慌てて腕にしがみついた。「どうした」不思議そうなロイに、お腹が空いたと訴えた。本当に、ご飯が食べたくてたまらなかった。向かい合って、普通の人と同じように──ロイと、二人で。

　ここは暗い、ここは騒がしい……数ある食堂を物色しながら、一番感じの良さそうな店を選ぶ。胸が浮き立ってたまらない僕の方こそ、不謹慎だ。

「いただきます！」

　街の人達に混じって食べる食事は、肉と野菜、豆のようなものが煮込まれ一皿に盛られた、ボリュームたっぷりの一品だった。添えられた、パラパラしたゴハンみたいなツブツブも美味しい。

　一匙ごとに、細胞一つひとつに染みこんでいくように僕を温める。

「おいしい……夢みたい」

　僕が呟くと、ロイは苦笑した。

「明日の夜には、夢なら覚めてくれと叫んでいそうだが」

「あ……」

　意味が分かって震え上がる僕を笑って、ロイは僕を散々脅かした。そして最後に冗談だと言った。

「俺たちが行く場所はそれほど酷くは無い。刑場とはいえ比較的罪が軽いものが集まっているから、それなりに秩序は保たれているはずだ。一緒にいれば、まず生き残れる」

「……はい」

「だから、勝手なことはするなよ」

　去り際のアスランの言葉を思い出して、僕は神妙に頷いた。真面目な顔になった僕をからかいながら、ロイが席を立ち代金を支払った。「いかがでしたか、お食事は？」愛想よく声をかけてくれた丸まる太った店主が「あ」と言って硬直する。そして、ロイの顔をまじまじと眺めた。

「……恐れ入りますが……領主様では……」

　人違い、そう言いかけたところで「自分もそうじゃないかと思っていた」と別のテーブルの客が勢いよく立ち上がった。そして見る見るうちに、大騒ぎになってしまった。

「クラウス様だ！」

「クラウス様がいらしている！」

──全然、隠せてないじゃないか……！

　否定する間も与えられず、ロイはたちまち取り囲まれてしまった。

「この街はいかがですか」「クラウス様のお陰で、毎日安心して暮らせます」こんな賞賛がしばらく続き、次に陳情が始まった。「衛兵が怪しげな人物を通す」「裏通りが物騒だ」から始まり、「たまに灰竜らしき影を見る」「村の住民が消える事件がまたあった」といったものまでさまざまだった。僕はいつの間にやら輪の外で、独りぼっちになってしまった。身の置き場が無く困っている僕に、店の主人が泊って行かないかと声を掛けてくれた。簡素で申し訳ないという主人にロイは丁度良かったと応じ、僕をそこへ残してまた彼らの輪に戻って行った。


　　


　

　やっぱり領主だとつまらなく思いながら部屋を見渡す。だけどそこは確かにとってもシンプルだったけど、どことなく懐かしく、感じの良い部屋だった。僕にはこのぐらいのサイズの部屋が丁度いい。とりあえず靴を脱ぎ捨てベッドに寝転ぶと、この世界の人に合わせているからか、悠々大の字になれるぐらいの大きさがあった。まさか今夜、ベッドで眠れるなんて。まさか、生きていられるなんて。まさか……ロイといられるなんて。

　いろんな「まさか」が信じられず、絶対に眠れないと思っていたのに、少しも経たないうちに睡魔がやってきた。車で長時間揺られて疲れていたのもあるし、ここ数日の精神的な疲れもあったのだと思う。でも眠ってしまったらすぐに明日になって、今度こそ鉱山だ。ロイは心配ないと言ったけど、今日みたいな日が過ごせるはずはない。きっと、こうしてゆっくり眠れるのもしばらくはお預けだろう。

──だったら、戻って来てほしい。戻って……抱いて欲しい。

　僕は必死で目を開いて扉をじっと見つめていた。

　でも階段がきしむ音も扉が開く音も聞こえないまま、時を知らせる魔石の色だけが濃く黒くなり、そのうち眠ってしまった。


　　


　

　誰かが呼んでる。

　優しい声で、何回も僕に話しかけてる。

　何て言ってるのかな……？

──笑ってる。良い夢を見てるのね。

　うん、そうだね。久しぶりに良い夢を見てる。怖い人も出てこないし、誰にも責められてない。

──律くん、でもね……お願いだから、そろそろ目を開けて。

　誰？　なんだか悲しそう。確かに、そろそろ起きた方がいいかもしれない。

　だって、もう朝だ。僕は、出かけなくてはいけない。

　困ったな、でも動けない。手も足も目も、体が人形になってしまったみたいで動かせない。

　まさか……毒じゃないよね。まだ僕を恨んでいる人が居て、さっきの料理に、毒を混ぜたんじゃないよね。

──律。

　もうあんなことは絶対に嫌だ。

　ロイと鉱山から戻れたら、今度こそ、みんなで幸せに暮らしたい。

　誰のことも傷つけないで、この世界で毎日、楽しく暮らしたい……。

「律！」

　頬に鋭い痛みを感じて目を開くと、すぐそこにロイの真剣な顔があった。

「何故……起きなかった、俺は随分声を掛けた。揺さぶりもした……」

　余韻みたいな耳鳴りがして手をやると、頬のあたりが熱を持っていた。目を覚まさないから、不安になって叩いてしまったのだそうだ。

「あ……えっと、呼ばれてるのは……気付いてた……んだけど」

　僕はまだ少し混乱していて、目をぱちぱちさせて頭を整理しようとした。僕は夢を見ていた。そこで、しきりに誰かに話しかけられていた。だけど僕は返事ができなくて、それはロイの声じゃ無かった気がする……いや、ロイだったのかな？

「疲れてた……みたい。お話、済みましたか？」

　ああ、とロイは深い安堵のため息をついた。

「余り驚かせるな……何かあったのかと、心配した」

　ぎゅっと抱き締められて、ルサ・メナより簡素なベッドは大きく軋んだ。その重みを懐かしく感じながら、首筋に顔を埋めた。

　彼の香りだ。こんなに近い。こっちが夢じゃないかとしがみついた背中は、飾り気の無いシャツに覆われている。それは少しごわごわしていて、いつも彼が身に付けている滑らかで触り心地がいい素材と全然違う。この部屋も、ルサ・メナと比べたら天井は半分の高さしかないし、作りや広さは言うまでもない。

　でも、とても安心する。これは現実だ。

「……起きて待ってようと思ってたのに、寝ちゃった」

　嫌らしいかなと思いつつ首に唇をくっつけたまま話すと、ロイは顔を寄せて軽く音を立ててキスしてくれた。

「余程疲れていたのだな。もう少し休むか？」

「……ん」

　答える前に、深く唇が重ねられた。その柔らかく甘い感触に、たちまち僕は溶けてゆく。

　応えるように口づけ合ううちに、僕を呼んでいた声のことは次第に遠くへ去って消えた。そして、力の抜けた手足から服が取り払われた時、急に不安になった。

「僕を……汚いと、思わない……？」

　聞こえなくてもいいぐらいの声で呟くと、ロイは人差し指で僕の唇を塞ぐ。

「要らぬことを言うな。早く抱かせろ」

　その適当であけすけな言い方に驚く僕を、彼はベッドに押しつけて上から下まで眺める。

「さて、お前がいくらで売れるか……人買いに尋ねてみたいものだ」

「……きっと……売れないと思うよ……」

　太ももを撫であげられて、体の輪郭を確かめるように長い指が辿る。

　一瞬で熱くなった耳が、やわらかく噛まれた。

「いいや、きっと高く売れる。どこもとても良く出来ていて、白くて繊細だ。北の果てに住むという、妖精のようにな」

「よう、せい……？　間抜けな動物じゃなかったっけ……」

「……その例えはもう止めだ」

　苛立ったような言い方が引っ掛かって聞き返すと、睨まれた。

「そもそもお前はジナーフにまで選ばれたのだからな。自信の無い振りは止せ」

　王の名前を出され、僕は口を固く引き結んだ。でもこんな風に嫌味を言われるくらいで済んでいることが奇跡だと思う。

──違う……済ませてくれてるんだ……。

「ロイ……僕、」

「黙ってろ」

「僕……僕、あなたが好きだよ……」

　一瞬、彼の後ろにゆらめく炎が見えた気がした。

「小賢しいことを言うようになった」

　鎖骨の辺りに歯を立てられた。

「あっ……んっ」じりっとした快感に僕は声を上げる。与えられる刺激はとても弱いのに、電流が走ったみたいに体が震える。

　ロイは遊ぶように僕の敏感な場所を噛んだりつまんだりして、息を乱すのを満足げに眺め下ろず。桃色の胸の先を舌に載せて舐め上げ、そのままの場所から話す。

「……いいか、律。俺たちは夫婦として収監される。鉱山では外の世界の法は適用されない。つまり、お前のような弱く美しいものが狙われるのは、目に見えている」

　ぎゅっと吸われて、僕はまた甘い声をあげた。

「だから中ではこう言っておく……俺の罪は、お前に手を出した男達を皆殺しにした罪だと……そして、お前は殺した男を一緒になって隠した罪……話を合わせて、嫉妬深い夫を怖がる振りをしておけ」

「ん……そんな設定、いる…の……？」

「実際間違いではない。それを聞いても手を出そうとする馬鹿がいたら、四肢を折ってから竜にくれてやる」

　胸への愛撫で勃ち上がっていた僕のモノが手のひらに包まれて、力が込められた。

「──あ！　痛……ん、あ、あ」

　少し乱暴だったけど、上下にこすられるごとに気持ちよさが、それを上回っていく。ひとりでに腰が揺れて、すぐに達してしまいそうだ。けれどロイは微妙に握ったり離したりしてそうさせてくれない。

「ああっ……はあ、はあ、もう……いきたいよ……」

「……お前は優しいから、自分のせいで人が死ぬのは嫌なのだろう。ならばこれからは自分の身を守る方法も覚えねばならないな。どうだ、大暴れして魔力を使う感覚は掴めたか」

　耳の中を舌で探られて、こすられている先からはじわりと何かが染み出た。滑りが良くなった分余計に快感が増す。お願いだからこんなことをしながら、真面目な話をしないで欲しい。

「……なんと、なく……なら……わ、かった、かも……」

「そうか。なら魔力をやるから、蓄えておくといい」

　再び重ねられた口の粘膜を伝って、熱い力が流れ込んで来た。内側からの刺激に、僕の身体は波打った。

「あ、っあ……熱い……っ……熱い……よお」

　身体の中の泉にうっすらあった魔力の層が、みるみる満ちてゆく。それはぼこぼこと沸騰する湯のようで、今にも一杯になりそうだ。僕がもう十分だと伝えると、ロイは興味深そうな顔をした。

「一度……溢れさせてみるか」

──あ……！

　後向きにされ、腰が引きよせられた。恥ずかしさにじたばたする脚が開かれ、背筋に液体を垂らされる。それが窪みを伝い、尻の間を濡らしながら、流れ落ちてゆく。

「あ、あ……これ、持って、きたの……？」

「いや、罪人は何も持って入れない。これは宿屋の主人からの贈り物だ。淫靡な気持ちになるそうだ……まあ、お前には必要ないかもしれぬが」

──どういう、意味……。

　抗議しかける僕の鼻に、いかにも肉厚な花びらを連想させる香りが漂って届いた。卑猥な音と共に、ロイの指が僕の後孔にゆっくり円を描き、そこを開いてゆく。ふと王との夜が脳裏をかすめて硬直してしまった僕に、ロイは優しい口づけと、愛の言葉をくれた。僕は再び抱き合えた喜びで満たされて、彼を受け入れやすいよう、腰を浮かして両膝を立てた。

「いい子だ」

　囁きと共に、ロイの半身が僕を満たす。

「……ん、あ……、ああ」

　抜き差しされる度に、びくびくと痙攣するのが恥ずかしい。でも、もう自分ではどうにもできない。声も、何もかも、止められない。ロイが腰を使うのに合わせて、自分の腰を揺らしてしまう。

「ん、ふ……っんんっ……っ！　……ん！」

「……愛らしい痴態だ……腹立たしい。王にもこのように喘がされたか」

「あ、……あの、ね……」

　薬を使われ、幻を見せられていたのだと言い訳したら、舌打ちが聞こえた。

「下衆な男だ……」

　次の瞬間、もう溢れかけた泉に、大量の魔力を流された。

「っ！　……ロイ、ロイ、あ、駄目、もう、一杯だから」

「洗い流しているだけだ……お前の中に留まるものは、俺の魔力だけでいい」

「いっ……あ、あ、」

　とうとう、僕の泉は決壊した。あふれ出した魔力が身体を巡り、僕の視界はちかちか点滅しながら上下に揺れる。後ろをなぶられる感覚だけでどうにかなりそうなのに、外側も内側もこんなにされて、僕の瞳は一筋の涙をこぼした。苦しかったけど、嬉しかったからだ。独占欲をあからさまにして、僕の脚を高々と持ち上げ恥ずかしい姿勢をさせるロイは今、僕に夢中になっている。

「あ、……そこ、だめ、もう、痛いの……」

　性器をつかまれた僕は、あまりの刺激のつよさに涙声で頼んだ。でもロイは聞いてくれない。

「触媒にするにしても泉にするにしても、性感は高まった方が良い」

「そ、なこと、しらな……、い……だめ、だめ、やだ」

　なんとか離してもらおうとそこに手を伸ばせば、にじみ出た先走りで彼の手がぐっしょりと濡れていた。もともと燃えそうな僕の顔も体が、恥ずかしさで一層熱を持つ。

「汚いから……もう……離して、」

「……こんなにして、可愛いだけだ」

　ロイが、僕の手を下の方に導いた。

「──あ、え、何……？」

「自分で握って、好きに動かしてみろ」

　そんな恥ずかしい事できるわけない……そう思ったけど、さっきまで与えられていた快楽が去れば途端に寂しくて、結局もどかしさに負けた僕は、ロイの言うなりにそこを、握りしめた。小さいくせに濡れて粘って、固くなって……恥ずかしい。けど。

「どうした、握っているだけで満足なのか？」

　煽られながら後ろを、中を擦られて、僕の手の中のモノが不平を漏らす。たまらなくなって、少しのつもりで動かせば、止まらなくなった。気持ちいいところが分かる。ロイに教え込まれたから、分かる。

「あ、あ、ああ……あ！」

「良い眺めだ……いかにも清純そうな顔をしたお前が乱れる様は、何度抱いても見足りぬ」

「見ないで……」

　自分が自分に耐えられずぎゅっと目を閉じていると、彼の上に抱えあげられた。

「目を開けて、しっかり見ていろ」

「っ…………！」

　再び深く突き刺され揺さぶられると、呼応するように僕の中に魔力が溜まっていく。もうとうに縁からこぼれ落ちてしまったそれを、僕はもう、体内にとどめておけない。

「ん、ふ、ああ……っ」

「……律、暴走するなよ。部屋を壊すと主人が泣く」

「じゃあ、もう、……もう、終わりにして……！」

　懇願するように視線を送ると、顎が引き寄せられて口内も犯された。

「んぅ、んん、ん……」

　つ、と顎に落ちた唾液が舐め取られた。与えられた魔力が池からあふれ、川を作りながら外へ流れ出る。暴走の兆しのように部屋のカーテンが激しく揺れた。

「……と、止められない、やっぱり、魔力の使い方……分かんない……」

「溢れたか」

　ようやく、体の中に熱が放たれた。

「もう、間違えるなよ」

　彼はそう言うと、僕の汗だくになった体を押し倒して再び押し入ってきた。

「え……？　あ、無理、もう、無理だよ、」

「では少し眠っていろ。こちらはまだ足りない……触媒の役目を果たしてもらう……この、最高の体でな」

──さいこうの、からだ……。

　誉められた嬉しさと、やっぱり、という寂しさでちくりと胸が痛む。

「こんな……されたら……寝れ、ないよ……」

　朦朧とする意識の中で見えた空は、揺れ、白み始めていた。


　　


　　+++


　　


　朝を迎える頃には意識を遠くへ手放していた僕は、首をがくんと激しく揺らして目を覚ました。そこは宿屋のベッドでは無く、輸送車の固い椅子の上だった。車の揺れが昨日よりずっと激しい。荒れた道を走っているのだ。さっきも石に躓いたか、小さな穴に嵌まったかしたんだろう。


　　


　同じようにまどろんでいたらしいロイも目を開けて、眩しそうに外を見た。

「……ああ、もう、すぐそこだ……地上から行くのは、初めてかもしれん」

　ぐっと伸びをした彼の腕に、力強い筋が浮き出ている。僕を守ってくれる腕だ。

　けだるい体を引きずって僕も外を覗く。そこには視界に入りきらない程巨大な岩山がそびえ立っていた。青い空に不似合いなくすんだ灰色と黒の中に、太陽の光を跳ね返してきらめくものがある。

「あのきらきらしてるのが、魔石ですか？」

「そうだ……ああ、律。ここから敬語は止せ。昨夜のように話せばいい。間違ってもクラウス様などと呼ぶなよ」

「はい……じゃなくて、うん……でも、どうせすぐにばれちゃうんじゃない？」

「それは困るな」

　ロイが僕を見て微笑んだ。眉間がすっきりと開いた、明るく優しい微笑みだった。

　僕たちはどちらともなく手を繋ぎあい、車は重厚な門をくぐる。


　　


　

　二か月経てば罪は消え、また新しい暮らしが始まる。きっと大丈夫──その時の僕らは確かに、そう信じていた。　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


　　


　


（イベリス編　了）


    
        
（番外編）退屈な王の物語


　　


【不貞の子として処刑されかけていた幼きジナーフが、辺境部族の元へ逃れた後にヴォルテア王になるまでのお話です】


　　


　齢を十重ねた少年ジナーフ。彼は他に出自を示す名を持たない。中規模国家ヴォルテア王国と大規模国家ピスィカとの緩衝地帯に無数にある小部族。その長の屋敷の一角に居所を持つ少年「ジナーフ」だ。漆黒と純白のコントラストが美しい切れ長の瞳を持つ彼は、常にほぼ無感情であったが、実に様々な視線に晒されてきた。

彼の最も旧い記憶は、母の視線だ。彼によく似た形の瞳で、口も碌に利けぬ幼子であったジナーフを食い入るように見詰めながら、細い首を切り落とされた。その強い視線はごろりと彼の眼前に転がっても、涙を流すことはなかった。ただ紅の塗られた唇が蕩けたように、赤い血を一筋流しただけだった。

　そして今、ジナーフはまた新たな視線に見下ろされている。それは正にこれから獲物を屠らんとする獣のそれで、彼の整った顔面と、鞭のようにしなやかな肢体のどこを食らおうかと値踏みをする凶暴で──猥雑な欲を隠さぬ視線だった。

ジナーフは獣毛の敷物に仰向けで、褐色の細い両腕は大きな手のひらでひと纏めにされており、脚の動きも封じられている。年若いことは横に置いても、彼は部族の平均よりも小柄であった。よって、年長の、ひときわ大柄な男にこのようにされれば抗うことはできない──と、「抑えつけている男は」考えていた。しかしジナーフはそう考えておらず、自身に何が起こっているのか冷静に検討していた。覆い被さっているこの男は族長の、五人居る息子のうちの次兄である。病弱な長兄に代り、族長の名代として部族の祭事やたまに起こる諍いの仲裁等、様々を取り仕切ることが多い。そんな彼は忙しく、屋敷の片隅で、下働きの一員としてひっそりと日々を重ねるジナーフを気に掛けることはなかった──つい、数か月前までは。


　　


ふとした時に顔を合わせ、お前は誰かと尋ねられ、ジナーフは知っている限りの自分について話した。名前、両親は何らかの罪人として処刑されたが、自分は慈悲を掛けられ此処に来た……といったことをだ。特段の感情を伴うことなく伝えた彼の顎を次兄は掴み、まじまじと眺め一言「美しい」と言った。それは愛想というものをまるで持たぬ彼を、そうであるが故にかえって可愛がる厨房女や、ジナーフと同じく下働きをする下男や下女たちにもしばしば掛けられていた言葉であった。よって、ジナーフは新鮮味なくただ受け止めたのみであったが、以降、彼の視界に頻繁に次兄が入るようになった。言いつけられた仕事をしていれば「偉いな」と褒められ、すれ違えば菓子などを与えられるようになった。しかしジナーフはそのことを、何とも思っていなかった。彼は、菓子を受け取りそれを空腹を満たす為に食べ、「美味くない」と思うのみ。彼の中には、他人同様、次兄に対する感情は何もなかった。自分と似た肌色の男女が行き交う中で、働き、食べ、眠る──その中に紛れこんだ新たな「ヒト」その程度に捉えていた。


　　


ところが今夜になって事情が変わった。小さな部屋の固い寝所で眠りかけていたところに、酒に酔った次兄が現われ、ジナーフの手を引き強引に自室へ押し込み、突き倒したのだ。広い屋敷を引きずられてゆく道すがら、何人かの見知った下男や下女と出会った。ジナーフはある程度戸惑っていたから、何とは無しに視線を送ったが、彼らは揃っていけないものを見たように彼から視線を逸らした。何故だろう──そのかすかな疑問も、まだ解決していない。けれど、

「……そうだ、そのまま大人しくして居ろよ」

次兄に唇がつきそうな位置から囁かれ、衣服を剥がされ──一つ齢を重ねるごとに彫られる太陽を模した入れ墨の、薄っぺらな胸を小さな乳首ごと包まれ揉まれた時に、気付いた。この男は、夜ごと下男下女たちがする、裸になりあちこちをこすりつけ合うような交わりを、自分を相手にするつもりなのだということを。


　　


──うるさい。

　ある夜のことだ。余りに「その声」が煩く出所を探ろうとジナーフが首を出した廊下には、既に同じく気にした男女がひっそり集まっていた。「あんたにはまだ早いけど、まあ、近いうちに知ることさ。見ておきな」日中と異なった笑みを浮かべる下女のひとりに手招きされ、覗き見たのは裸で絡み合う二つの身体だった。二人とも汗だくで、どちらがどちらのものか分からない。大きく足を開いた女と、その間でみっともなく腰を振る男の尻が見えた。ジナーフは顔を歪めたけれど、「このぐらいしか愉しみが無いからなあ」と目をギラつかせた下男は自らの性器を取り出し、扱いていた。そうして酒臭い吐息を乱しながら、傍らのジナーフに目をやり言った。「お前は美しいから……そのうち……愉しもうじゃねえか」と。その後、女たちが男に詰め寄り馬鹿を言うな、と喧嘩になった。「この子のハジメテを貰うのは、アタシらさ」

──……。

　彼のきめの細かい肌を、次兄の手が這い降りる。ジナーフはやはり検討を続けていて、快不快で言うならば極めて不快なこの状況と、自身の立場を天秤に掛けていた。「おとなしくしていろ」そう言われたならば、厨房女が言う「ジナーフ、水をたっぷり汲んで来とくれ。終わったら沸かして、そのままいいと言う迄火の番だ」その言いつけと同じく従うべきである。「おとなしく」そう指示を出しているのは、彼に食事をくれる厨房女よりも明らかに地位が上の次兄であるからだ。

「よしよし、良い子だ……ジナーフ、お前に悦楽を教えてやる……水運びは止めて良い。俺のものに、なれば……」

彼の浅黒く、細い首筋に、ねっとりと舌が張った。それは雨の日に藪へ入らねばならぬ時に、うっかりと触れてしまった、軟体の毒虫のそれだ。かぶれて痛痒くてたまらず、彼はしばらく酷く嫌な思いをした。

──……。

そして、彼の肉体は検討を止め、本能に従った。黒い瞳にそうとは意識をせずに魔力を込め、男の肉体を上空へ押しやる。

「っ……あ？」

　何が起こったのか分からぬ次兄は一瞬空中でもがき、ジナーフが起き上ると同時に落下した。「貴様……！」怒りを露わにした次兄が腰をさすりつつ立ち上がるのを、ジナーフは無視して立ち去ろうとする。先刻とは違う魔力の籠った両腕が、細い身体を引き留めようとする。しかしジナーフはまた視線に込めた魔力のみで、羽交い絞めにしようとするそれを引きはがし……少々、やりすぎてしまった。弾き飛ばすだけでなく、「両腕そのもの」を吹き飛ばしてしまったのだ。ジナーフは、血を撒き散らし空を跳ぶ腕を見て、若干その目を大きくした。

──……俺の力か。そうか。

次兄の凄まじい悲鳴に、屋敷の者たちが集まってくる。呻きもがく次兄を衣服を乱したまま眺めるジナーフと、すれ違った下男下女たちの証言から事情は知れた。ジナーフは立場を弁えず主人に逆らい重傷を負わせた罪を、その身をもって……つまり、死をもって、償うこととなった。

「俺が殺るからな……」

　貧しい部族であるが故、治療の術無く両腕を失った次兄は、それでもジナーフの肉体を我がものにしてから処刑すると言ってきかなかった。ありったけの魔封じによって拘束されたジナーフは、処刑場で跪き、まず歯を抜かれることになった。彼はその次第を聞く間も表情を変えずにおり、口を開かれるところで、漸く言葉を発した。

「お前たちは、何をしているんだ」と。「俺の歯を抜きこの男に口淫をさせ、犯し、その後殺すつもりらしいが、出来ると思っているのか」と。

　愉しみの少ない集落だ。ジナーフの処刑には、本物の同情と、同情を纏った振りをした野次馬たちが大勢集まっていた。その群衆にざわめきが広がり──と同時に、戒められているはずの彼は何事も無いように立ち上がった。

「理解した……お前たちは、弱い……そして俺は、強い」

　彼の口に手を掛けていた処刑係が、血しぶきと共に四散した。ジナーフが何をしたのか、誰も分からない。だが、その場にいた群衆達も理解した。今すぐ、今すぐに──。

「……逃げろ……化け物だ……！」

　群衆たちは、自宅に逃げ帰って戸を閉める。困ったのは、残された族長一族だ。権力を示す筈が逆に圧倒的なものを目にすることになり、次兄さえも恐怖にわなわなと震えて腰を抜かしていた。ジナーフはそんな彼に歩み寄り、十歳とは思えぬ視線を投げる。

「どうした……昨夜と別人のようではないか。食い物を草に変えたのか？　……下衆」

　細い腕を伸ばし、手のひらを広げた彼に、族長は「殺すな」と叫んだ。「何なりとお前に従うから」と。しかしもう遅かった。ただの肉塊となった跡継ぎに縋りつき、族長は泣いた。恩知らずの魔族──ジナーフは族長の妻、つまり次兄の母に罵られ、小さく吐息した。

──恩、恩とは何だ？　魔族とは？

　ジナーフは何も分からぬまま、彼に罵声を浴びせ武器を手に襲い掛かって来る者どもを淡々と殺し、彼に良くしてくれた下男や下女に対しては何もせず、その集落を静かに手中に収めた。

「あんた、随分強い子だったんだねえ。何故水を運ぶのに魔力を使わなかったんだい？　重かったろう？」

　厨房女が尋ねるのに、ジナーフははてと首を傾げる。魔力の使い方を教わらなかったため、自らの体内に漲る力の扱いを、考えたことが無かったのだ。


　　


そうして、彼は遠くにあった水源から、集落までの水路を作った。次に、家畜を襲われ困っていると聞き及べば、害獣から集落を守る柵を作った。ジナーフの魔力は強大にして繊細で、指一本で巨木を倒し、器用に加工することが出来たのだ。そうして、他にも様々な不便を解消していった。集落は格段に住み良くなり、あの一件で彼を酷く恐れた民達も、ジナーフの魔力の使い途が支配するための暴力ではないと悟ってからは、感謝を述べるようになった。形式張っていた祭事は、自由に民達が歌い踊る祭りになった。

──……悪くない。

最も見通しの良い場所で腕を組み眺めていたジナーフに、彼よりは年かさの、けれど若い乙女達がはにかみながら近寄り揃ってお辞儀をする。その時、ふと自分の感情がかすかに波打っていることに気が付いた。彼はその感情の名を知らないが、快不快で言えば快だった。

「……これは、一体」

驚いたのは、かつてジナーフを此処へ逃がした彼の乳母だ。年に一度、ジナーフの様子見と彼の世話代として金品を差し入れるために集落を訪れていたのだ。族長一族が影も形もなくなったばかりか、小規模の一部族に過ぎなかったその集落が、彼らが揃って施している入れ墨のごとく、色どり豊かに姿を変えていたからだ。

「分からんが、こうなっていた。俺としては悪くないと思うが、どうだ」

　乳母は首を縦に大きく振り、毎年しているようにジナーフを抱き締めかけてその腕を下げた。そうして、その足元に跪く。

「ジナーフ様……貴方はやはり、王の血を……いいえ、それ以上の器をもつお方」

「……なんだいきなり……気味が悪い。ああそうだ、あれは持ってきたか……？　口に含み、舐めると溶ける甘い菓子だ」

ジナーフが言うと、乳母は勿論忘れていないと金糸の刺繍の袋を差し出した。受け取った彼は、興味津々で元乳母とジナーフを取り囲んでいた群衆から、幼子達を呼び寄せる。そして袋に入った飴菓子を、一つずつ与えた。

「これはとても美味だから、食え」

　恐る恐る、魔石を模した美しい一粒を子らが口に含む。暫くの後その顔が華やげば、見ていた乳母は泣きだした。

「……何故泣く……俺の分は残して取ってある。別に要らぬといった訳ではない」

　乳母は左右に首を振り、涙を拭いながら言った。笑っている──と。

「ジナーフ様……あの日以来でございます」

「笑う……俺が……か」

「はい……嬉しゅうございます」


　　


　それから、乳母は王都に戻らずジナーフが治める集落に留まった。そして、彼にこれまで隠していた彼の出自を話して聞かせ、王都に戻るよう説得を始めた。

「貴方様はこのような所で一生を終えられる方ではございません。どうか、不甲斐ない王政を打ち倒し、衰えの止まらぬヴォルテア王国をお救い下さい。

「……それをすれば、お前は嬉しいのか」

「はい、嬉しゅうございます……何より貴方様の母君が……」

「母……母か」

　ジナーフはその時、母の死の間際のものとは別の、暖かな視線を思い出した。柔らかな胸に抱かれながら、頭を撫でられ歌を歌われた記憶だ。鋭い形ではあるが大きく、星を閉じ込めたような黒い瞳が、彼をじっと見詰めていた。傍らには、微笑みを湛えた乳母が居る。

──……。

『王様、信じて下さい……私はあなた様を裏切って等……』

『では、何故ジナーフは目を黒くしている……！　あれは千里眼だ……知らずにやっておるのだろうが、「目」の能力は……貴様、貴様のものだな！』

『王様……私も決して、……！』

　ジナーフの記憶は次々と蘇る。そうして、気付けば手のひらが、ぼうっと明るくなっていた。──これは何か、何の力か……。

　その光る手の理由を知ることになったのは、参戦した戦いの最中だった。ジナーフは乳母の期待に応えるべく、また、母に無残な死を与えた王への静かな怒りと共に、傭兵としてヴォルテア王国に仕え始めた。そして、見る間に数々の戦果を上げ名を上げたが、この度元より敗戦の宿命を負った部隊を率いることとなり、初めて窮地に立たされた。眼前に広がるのは大国ピスィカの主力軍だ。「砦を死守する」の命を与えられたジナーフの魔力がいくら強かろうとも、百対万では拉致があかぬ。しかし要請した援軍が来ないことは、「目」の力で知っていた。父王は、杯を傾け笑っていた。「裏切り売女の子風情が、要らぬ野心を抱きおって……辺境で王気取りで居れば良いものを」そうして彼は見た。幼子の彼を抱えて逃げ、離れている間も心を砕き、その後は敬愛を与えてくれた乳母が、ジナーフの留守中に命を落としていたことを。父王が差し向けた刺客に、無残に殺されたのだ。

『やはり見逃すべきではなかった……下らぬ入れ知恵をしおって』

──マルテ・アルテアルデリータ……。

ジナーフは一人、乳母の名を心中で唱え砦を出た。そうして数万の軍勢に向かって歩く。将の位置は目の力で知っている。当然即座に敵軍の衛兵に見つかったが、光る手の力──幻を作り出す力を自然と使い、彼はやすやすと野営の中を進んで天蓋をくぐる。

「……どうした、なんぞあったか？　このような夜更けに」

　ジナーフは、将の腹心にその姿を変えていた。彼はまたここで、初めての気分を味わっていた。　

それは「望まない」という感情だ。ジナーフは、少しずつではあったが、「心」を学んでいた。

──本当に死を与えるべきは……別に居る……お前には何も無い。

「しかし、そこへ至る道に、お前が居たのだ」

「……何を、言うておるのだ……？」

　それが、ピスィカの竜と恐れられた、将の最期の言葉であった。


　　


ジナーフは父王が驚愕する戦果を上げ、王都に凱旋する。自らを、ジナーフ・ヴォルテアと名乗って。彼は、万雷の拍手をもって、国民たちに迎えられた。


　　


「……退屈だ」

　ジナーフはそう言っては一見華やかであるが貧富の差の激しい王都で「気に食わぬ」場面に出会えば自らの快不快に従って対処し、王の命を受ければ淡々と領土拡大に努め、全てに勝利し宝物を持ち帰った。

乳母マルテを失った彼に最早目的は無かったが、民の支持を得るジナーフを見て苦り切る父王を見る痛快さと、いつどのように殺してやろうかと夢想する程度の怒りは残っていた。

一方、ジナーフの帰還に戦慄した「正統な」後継者候補について、彼は興味を持っていなかった。よって、彼自らが手を下すことは無かったが、彼を支持する者達が、いつの間にか後継者達を神の国へと誘って去らせた。　

そして、王さえも。

「死んだのか？」　

ジナーフは唯一残った怒りと愉しみを同時に失い、ヴォルテア王となった。

　急逝した王を悼む鐘が鳴り響く王都はその時既に、太陽の都、黄金の都──サン・ヴォルテアと、呼ばれるようになっていた。

「ジナーフ様」

　活気ある街を歩けば、かつて居た集落を思い出し、ほんの少し気が晴れた。

「ジナーフ様」

　生意気に澄ました領主をからかうのも、退屈しのぎになった。

「ジナーフ様」

　柔らかな女や美しい男が後宮に山と集まった。ジナーフは彼女、彼らを好きに扱うことが出来、あの夜、次兄が彼に教えようとした「快楽」を知った。しかし、やはり退屈しのぎだった。

「おと……さま」

　差し出される、自らの血を引くという頼りない手を握ろうとも、その手に抱く感情は、集落の幼子たちに抱くそれと大差ない。彼の退屈は……──空白は、埋まらない。

「つまらん」

　ジナーフは口癖のように言い、珍しいものがあると聞けば出向いて確かめる。そうして気を紛らわせながら日々を過ごす。それは、辺境部族の傍らで、下働きをした日々とさほど変わりはなかった。働き、食べ、眠る。行き先が増え、部屋と天井が広くなっただけだ。

──……。

　彼はひとつ欠伸をし、そうしていると、退屈しのぎの相手に最適な領主の地が何やら騒がしい。

「異世界人のシンメトリーを……妻にした？　……あの合理を絵に描いたような男がか？　何のために？」

　その後も何かと騒がしいその地に興味をひかれた彼は、気紛れを起こし飛空艇に乗る。あくまでも、求めるものは彼の空虚を埋めるものだ。

光る船を花咲き乱れる中庭に降ろし、迷惑気な領主と相対する。異世界人の妻に会わせろと言うのに、この世界に慣れておらず王に会わせる器量が無いと、頑なに固辞するのが余計に彼の興味をそそった。

「……クラウス、その者は、お前にどのような利益を与えるのか。こうも平穏な世になって、シンメトリーが何の役に立つ。先日、城下の街でお前の結界が破られたらしいな。その異世界人が関わっていると聞いたが、結界を破ったのか」

「あれにそのような力はありません。ただ成り行き上保護したのみです。王の耳にまで届くとは……領主として至らず、恐れ入ります」

　問うても、まともに回答しない。

──つまらん。

　帰るか──夜が深まり、船に戻りかけた時、子どもが船に触れていた。輝くそれが珍しいのか、歩み寄るジナーフに気付く様子はない。声を掛ければ飛び上がらんばかりに驚き、振り返ったのは艶やかな黒髪と、その髪色と同じ大きな瞳を持った少年だった。その不安げな両眼には、竜が棲む地の無数の星が宿り、煌めいている。抜けるように白い肌ではあるが、どこか懐かしさを覚えた。

──……。

「美しいな」

　見知らぬ少年の頬を撫でながら、ジナーフの心は知らぬ間に揺れている。その感情の名を、彼はやはり知らなかったが、快不快で言い表すことも出来ない。

「……」

　ただ胸を突くような衝動が新しく、思いのままに少年の細い身体に触れれば、額に赤い十字を見つけた。

「そうか、お前が例の異世界人だな……！」

ジナーフは、久方ぶりに声を上げて笑った。

それは彼が十の頃、飴菓子を舐める子らを眺め、知らずに浮かべていた笑みとは違う。


　　


彼の孤独な魂が求める「悦び」だった。


　　


（番外編・了）
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